



















































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト／しぐれうい

口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）
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「せっかくの土曜だってのに、真昼間から人の部屋に入り浸るのもどうなんだ……？」

　７月のとある土曜日。殺人的な猛暑にエアコンを切るなんて塵ちり一つ分も考えられない昼日中。それでもどこか部屋の中が暑く感じるのは、多すぎる人口密度のせいだろう。

「……見えないので、もうちょっと詰めてもいいですか？」

「あ、ちょ。あんまり押しやらないでよ。画面見えない」

「……あちぃ」

　ぼんやり呟つぶやきつつ思う。27歳サラリーマンの貴重な休日に何をしてるんだろうか。

　確かにこの部屋でアニメを見ようと思えば、画面の小さなノートパソコンで見るしかない。しかしだからと言って、おしくらまんじゅうでもしてんじゃないかってぐらいギュウギュウと詰め寄る必要がどこにある？

「……きれいな絵ですね」

「絵だけじゃないよ。この監督はね、音楽もいいので有名なんだから」

　そうして狭い画面を取り合うようにして見ようと、両サイドから体重をかけてくるのは２人の女子高生たちだ。独身男性の部屋に似つかわしくない甘い匂いが鼻をくすぐる。

「……普段アニメを見ないので新鮮です。おもしろいですね」

　なんて嬉うれしいことを言ってくれる少女の名前は、葦あし谷や小さ百合ゆり。

　静かに染み入る声音に、暑さのせいか僅かに染まった頰ほお。長い前髪の向こうからきれいな眼まな差ざしを向けてくる彼女は、普段の制服と違い、過ごしやすそうな私服に装いを変えても、全く主張が衰えない胸元の大きな膨らみが特徴的な女子高生だ。

　その容姿は、きっと彼女が通う学校でも一、二を争っていそうなぐらい可愛かわいらしい。

「アタシもこのアニメはちゃんと見た事なかったけどいいね。さすが風かざ戸とさんのオススメ」

　そうして微妙に上から目線な物言いをするのは、桐きりヶが瀬せ詩し緒お。

　胸以外は大人しい出いで立たちをした葦谷とは反対に、彼女は何と言うか〝今ドキ〟だ。

　普段の制服からして彼女なりに着こなしているが、私服ともなれば尚なお更さらその印象は強くなる。オシャレにはそこそこの露出も必要とばかりの服装は、俺からすれば〝ギャル〟という一言に落ち着く。

　それでも決して下品に見えないのは、彼女がきちんとオシャレをしているからで、スタイルの良さも相まってよく似合っている。強い目元に、スッと通った鼻筋。パッキリした目鼻立ちのおかげか、葦谷と同じくらい可愛いのに、また違った印象を抱かせる美少女だ。

　葦谷とは方向性が違うが、彼女たちが通う学校にミスコンでもあれば、トップを争えるんじゃないかというぐらいきれいな容姿をしている。

「でもあれだよね。もうちょっとラブコメ風味でもいいよね」

　そんな桐ヶ瀬だが、こう見えて中身は結構なオタクだ。不思議とそっちの趣味が合うせいか、今日も朝からお気に入りの作品について語り合っていた。

　それでまあ、こいつが今見ている劇場アニメを見たことないからって言いだして、じゃあ見るかという流れになり、せっかくだから葦谷も呼んで３人で見ているのはいいんだが。

「暑い……」

　記録的な猛暑と事あるごとに言われている気温の中、肌が触れ合うぐらいに密着していれば、それもそうだろう。

「ちょ、あんまり動かないでよ」

「桐ヶ瀬が寄ってくるからだろうが。暑いんだよ、こっちは」

「そ、そんなのアタシもそうだし。でもしょうがないじゃん。画面見えないんだし……」

　って言う割に桐ヶ瀬は唇を尖とがらせそっぽを向く。見てるんじゃないのかよ。

「……風戸さん」

　呼ばれ振り向けば、葦谷がジッとこちらを見上げていた。なんだろうか、その構って欲しい犬みたいな眼差しは。

「あ、葦谷。こっからよく見とけ。すげぇいいから」

「……あ、はい」

　俺の言葉に葦谷はかぶりつくようにして画面に見入る、のはいいんだけど、やっぱりノートパソコンじゃ小さすぎるのか、半ばもたれかかるようにしてくるため、彼女の体温が直じかに伝わってくるのに加え、若干汗ばんだ彼女たちの香りも強くなる。

「……あっ」

「ちょっ」

「あー」

　キスシーン。

　クライマックス前の最後の触れ合いといったところだろうか。狭い画面の中、主人公とヒロインが互いの想おもいを告げ合い唇を重ねている。

「……ん」

「……っ」
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　葦谷の微かすかな身じろぎの声と、桐ヶ瀬の詰めた吐息が重なる。明らかに意識しているだろう彼女たちとの間に、僅かだが妙な空気が流れる。ギュッと、２人が体を寄せてくるのがわかる。

「……」

　なんだかなぁ、と。内心で今の状況を振り返る。

　27歳の社会人である自分と、まだ10代の少女２人が取り合うようにして１つの画面を覗のぞき込こんでいる。こんな光景に抱くはずの違和感が、この２か月ですっかり薄くなってしまったのを感じる。

　自分の生活に葦谷と桐ヶ瀬、２人の女子高生がいる。

　それどころか、今自分のしている仕事が彼女たちのためなんてことは、この〝ＪＫ案件〟が始まる前には到底考えもしなかった。







[image: 第一章]




「風かざ戸と、お前女子高生は抱けるか？」

「は？　何言ってんスか？」

　言ってから、やっべ、と心の中で猛烈に反省する。あまりにも突拍子もない質問だったせいで、上司に対してほとんど素に近い反応を返してしまった。

　３月23日。月末に加えて年度末でもあるせいか、アホみたいに忙しい。

　それでも今日は金曜で、しかもまだ来週一週間を残してるからか、21時過ぎのオフィスにはほとんど人が残っていない。所属する営業部の島にいるのも、上司と俺の２人だけ。これが美人とならときめきもするが、残念相手は男だ。

「福ふく井いさん、疲れてるんですか？　来週も有りますし、無理しない方がいいと思いますよ」

「そうしたいのはやまやまだが、何しろ書類が片付かない。毎度のことだが、この時期の忙しさは目も当てられないな」

　言いつつ福井さんは、大きく伸びをする。ちょうどいい。俺も一息入れたいと思ってたところだ。根を詰めたって効率は上がらない。ビバ小休止。

「ホント。毎年のことですけど、年度末は勘弁して欲しいですよね。福井さんもいつもは定時上がりなのに、最近はめちゃくちゃ残業してるじゃないですか」

　我らが営業部を引っ張る福井さんは、38歳で部長を務めている働き盛りのサラリーマンだ。仕事が出来るのに加えて、来年度、つまりは来月の４月から小学５年生になる娘さんを溺愛していることで知られる、社内でも指折りの家族思いな人だ。

　仕事と家庭の両立を完璧にこなしているこの人が、こんな時間まで残っているなんて、やっぱり年度末の忙しさは堪たまったものじゃない。

「で、話を戻すが。風戸、お前女子高生は好きか？」

　はて、この場合は何て返すのが正しいのだろうか？

　というか、この話題はこんなに堂々とオフィスでしていてもいいものだろうか？

　ちらりと周囲を見渡す。

　ワンフロアぶち抜きのオフィス。21時を回ったばかりなのに、もう片手の指で数えるぐらいの人しか残っていない。全員揃そろえば２００人を超える人が集まるのを知っているせいか、今のオフィスの雰囲気は何だか妙に白け切っている。

　何となく自分が普段過ごしている場所じゃないみたいだ。

「どうなんだ？」

「どう、と言われましても……」

　黙る俺に、福井さんは尚なおも問いかける。

　眼鏡の奥から見つめてくる眼差しの意図が読めずに、困惑するしかない。

　こんな下世話な話を真面目に聞いてくる理由ってなんだ。学生時代のオタク友達と自分の好みを語り合ってるわけじゃないんだぞ。

　相手は尊敬する上司だ。社内でも屈指のやり手サラリーマンだ。

「いや、さすがに抱くとかそういうのは無理ですよ。だって女子高生ですよね？　捕まりますよ、そんなことしたら」

　まあ、一般的にはこんなところだろう。

　確かにスマホの中にはツイッターに神絵師が上げた女子高生のイラストもある。中には、エロいのもある。

　でも、それは二次元だからだ。三次元で女子高生に手を出そうものなら、その瞬間捕まってしまうのは、誰に諭されるまでもなくわかっている。

　せっかくここまでの27年間を何事もなく過ごしてきたのに、その一歩を踏み出した途端に全てが崩れてしまう。そんなのはごめんだ。

　それに、そんなことしてお縄を頂戴したら、楽しみにしてるアニメやマンガの続きに触れられなくなるしな。気になってるタイトルは色々あるのだ。

　だからこその、二次元。現実じゃ出来ない夢を叶かなえるフィクションって、最高だと思う。

「なんでそんなこと聞くんですか？」

「いや、何でもない。それならいいんだ」

　この時の会話はそれで終わった。

　何だったんだろうかと首を傾かしげるも、福井さんはそのあとすぐに帰ってしまったし、年度末のくそ忙しい中、そんな雑談をわざわざ気にかける余裕もなかった。







　だから、年度初めのバタバタからも解放された４月半ばになるまで、福井さんとそんな会話をしたことすら忘れていた。

「風戸。お前に新しい案件を任せようと思う」

「はい。なんでしょう」

　その日は珍しく午後のアポイントもなく、事務処理さえしてしまえば19時には帰れそうだった。おかげで気分も晴れやかだ。久々にゆっくりとソシャゲが出来るし。イベント周回前提のゲームとか、社会人には中々にしんどい。特に年度末はヤバかった。終電帰りが続いたせいでログインするだけで気力が尽きた。頼むからもっと趣味に割く時間と気力と体力が欲しい。という愚痴。

「白しら嶺みね女子大学附属高等学校って知ってるか？」

「ええ、もちろんです。有名ですよね。著名人も何人か輩出してますし、難関国立大への進学率も高い名門校って。え、まさか」

「ああ、次のクライアントだ」

　そう言われた瞬間だ。年度末のあの会話を思い出したのは。

　あれが伏線だったのか、と。

　いや、わかりにくいわ。フリなら『俺、この戦いが終わったら結婚するんだ』並みにわかりやすくしてくれ。頼むから。

「え、本当ですか？　学校ですよ？　なんでまたウチに？」

「専務がそこの理事と懇意にしているそうだ。で、ちょっと相談に乗ってくれと」

「それが何で俺に？」

「専務からのお達しでな。『一番売り上げ成績がいいやつに任せろ』と。年度末にその辺の報告書を作ってたんだが」

　そこで福井さんは俺をじっと見る。

　その視線とこれまでの会話のおかげで、皆まで言われずともわかった。

「俺ですか」

「ああ。頼めるか？」

「はい。任せてください」

　嫌なんて言えるわけもなかった。相手は部長で、営業部のトップで、尊敬する上司なのだ。ここで首を横に振る理由は、サラリーマンにはひとかけらだって存在しない。

　でも、これでまた二次元が遠のくんだろうなぁ。嫌すぎる。

「ひとまず先方には専務と一緒に同行してもらう。詳しい話はそれからだそうだ」

「はい」

　マジか。俺、専務のこと苦手なんだよな。ある意味ではすごい人だと思っているが、どうにも考え方というか、ソリが合わない。

　ただでさえ面めん倒どうそうな案件なのに、その上専務が絡んでくるのか、やる気が削そがれていく一方だぞ、それ。

「どうしたんですか、先輩。浮かない顔をして」

　席に戻ると隣に座る後輩が声をかけてきた。

「面倒そうな案件頼まれてさ。しかも、専務絡みだ」

「あー。先輩、専務のこと苦手ですもんね」

「やっぱりそう見えるか？」

「はい。だって、専務と話すときの先輩、顔が引きつってますもん」

　クスクスと可笑おかしそうに笑っているのは、俺の二つ下の後輩である月つき川かわ麻あさ実みだ。

　新卒入社で今年２年目の彼女は、ようやっとスーツに着られている感が抜けてきて、近頃はぐっと社会人らしくなってきたように感じる。肩口で揺れる髪は、地毛だが黒と言うには色が明るく、アッシュ系に近い。初めて会った時は少し驚きもしたが、もう１年も一緒に仕事をしていれば、別段珍しく思うこともなくなった。

「あ、そうだ先輩。この間美味おいしいラーメン屋見つけたって言ってましたよね？　今度連れてってくださいよ」

　こういう雑談が出来るようになったのも、仕事に余裕が出てきたからこそだろう。教育係としてはその成長に嬉うれしくもあるが、ここで調子に乗られちゃ困るのもある。彼女の世代じゃ群を抜いて優秀だし、変に驕おごって足元を掬すくわれないようにしてやらなきゃな。

「月川が今月の目標を達成したらな」

「本当ですよ？」

「ああ、わかってる」

　そう言うと、月川の雰囲気が見るからに華やいだ。可愛かわいらしい顔立ちで子どものようにニコーっと笑みを深める独特の笑い方に、一瞬ここがオフィスだって事を忘れそうになる。

「ほら、そうと決まったらとっとと仕事に戻れ」

「はい」

　小気味いい返事と一緒に、月川の止まっていた手が動き始める。この辺の切り替えの良さが彼女の営業としての武器なんだろう。もちろん、一瞬前に見せた愛あい嬌きようもな。

「……先輩とご飯。よし、がんばろ」

　ただ、脇が甘い。

　本人は口の中で嚙かみしめているだけかもしれないが、その呟つぶやきはしっかりと漏れてしまっている。教育係の先輩と飯に行くのが励みになるなんて、健けな気げな後輩過ぎて泣けてくる。俺は飯の時まで顔合わせるのが嫌で、極力そういうのは避けてたしな。

　そんな後輩の可愛げに感じ入りつつ、俺も目の前のモニターへと目を移す。いかにお喋しやべりが楽しかろうと、今は仕事中で、ここは絶賛稼働中のオフィスだ。福井さんはこういうのは割と見逃してくれるけど、あんまりサボってると、

「風戸、お喋りもいいがほどほどにな」

「はい、申し訳ありません」

　ほらな、怒られた。それも偶たま々たま通りかかった専務に。

「全く、昨年度の売り上げトップだったからって、あんまり浮かれてるんじゃないぞ。やることなんていくらでもあるだろう」

「はい、申し訳ありません」

「成績を出してるお前がそんな調子だと、他の社員にも示しがつかないだろう。自覚してくれなきゃ困るんだよ」

　めんどくせー。このおじさん、説教好きなのか、一度捕まると中々放してくれないんだよな。仕事中はまだこの程度で済むけど、酒が入ると『私の若いころは』なんてお決まりの文句と一緒に、延々と話し続けるし。ああそうだ、思い出した。新入社員の頃にそれをやられて、この人が苦手になったんだ。

「本当にわかってるのか？　お前にはこれから私の肝いりの案件を任せるんだぞ。その調子じゃ担当変更もあると、しっかり心に刻んでおけ」

「はい、かしこまりました」

　そのあとも二言三言小言を吐き、専務はようやく俺を解放してくれた。正直、今の15分ほど仕事において無駄な時間もないと思うんだけど、その辺どう思ってんだろうな。

「先輩、すみません。私のせいで」

「月川は悪くないから、安心しろ。専務も何とかしてうちの部署のアラを探したいんだろ。福井さんに昇進の噂うわさあるし、そうしたらあの人の地位も危ういし」

　というか、足を引っ張る暇があるなら、自分で成果出せる方法を考えるのが先決だと思う。あと、そんな個人的な出世争いに人を巻き込まないで欲しい。面倒だから。

「ところで先輩。専務が話してた〝肝いりの案件〟って、さっき言っていた？」

　たった今注意されたばかりだからか、月川はカタカタとキーボードを叩たたきながら聞いてくる。これも成長なのか。去年は今みたいなことがあれば、何はともあれ仕事って感じで一生懸命だったもんだけど。まあ、彼女も昨年度の売り上げは同期の中じゃトップだったし、何だかんだ自信を深めているんだろう。

「多分な。なんか、専務がコネで持ってきた案件を任されるらしい。俺もさっき福井さんから聞いたばっかで詳細は知らない」

「どんな案件なんですか？」

「絶対面倒くさい案件。何しろクライアントが高校だからな」

「え？　何ですか、それ」

　月川のわけがわからないといった視線。キーボードが叩く音もやみ、訝いぶかしげに眉をひそめた顔に、不信の色がありありと浮かんでいる。

　でも、その気持ちはよくわかる。普段俺らが相手にしているのは、一般企業ばかりなのだ。そんな環境で仕事をしているのに、いきなり高校がクライアントになる、なんて言われたら誰だってそんな顔をするに決まってる。

「白嶺女子大附属ってあるだろ。あそこらしい」

「え、白嶺ってあの有名女子高ですよね。先輩、女子高に行くんですか!?」

「月川、声がデカい」

「あ、すみません。え、でも、本当なんですか？」

「福井さんがそう言ってたしな。多分、そうなる。正直、何をすりゃいいのかなんて全然わからない」

　俺としてはそんな面倒な案件、断ってしまいたいが、そういうわけにもいかないのがサラリーマンの辛つらいところだ。

「先輩が女子高に……、大丈夫ですよね？」

「……月川、俺はお前が何を心配してるのかがわからない」

「だって、女子高なんて可愛くて若い娘こがたくさんいるんですよ。そんなの、心配するに決まってるじゃないですか!?」

　だから何を、と聞きたくなったが、それは絶対藪やぶ蛇へびになるから聞かない。

　これで月川みたいに自分のことを慕ってくれてる後輩から、『だって手を出しそうじゃないですか』なんて言われた日には、ラーメンのどんぶり一杯分ぐらいは涙を流せる。

「そんなに心配しなくても大丈夫だろ。クライアントが高校ってことは、商談相手は教師だろうし。生徒と話すわけでもないだろうし」

「本当ですか？」

「ああ、大丈夫だって」







　なんて、この時は心配する月川にそう言い切って見せたが、後から考えればこれもある種のフラグだったに違いない。

　まさか生徒相手に、そんな風に笑い飛ばした『まさか』が現実になるなんて、誰が思うよ。

　それこそ、『まさか』だろ。
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「それで、彼がうちの〝問題児〟を更生させてくれるのだな？　君、名前は？」

「はい。ＫＳＢコンサルタント株式会社で営業を務めております、風戸肇はじめと申します。よろしくお願い致します、槙まき島しま理事」

　うむ、なんて大仰に頷うなずいている、この偉そうなおっさんが、専務と懇意にしているという白嶺女子大、ひいてはその附属高校で理事を務めている人らしい。

　名前は槙島慎しん二じ朗ろう。肥え太った腹と、そのたるみ切った脂肪を覆う高そうなスーツが、なんとも厭いや味みったらしい金持ち臭を醸し出している。その隣には、これまた人のことを品定めするような視線を隠しもしない女性が座っている。

「こちらは高校の副校長を務めている外そと川かわ女史だ」

　槙島さんの紹介にも、外川さんは軽く会釈をするだけだ。いかにも生活指導とかをしていそうな厳しい雰囲気がある。眼鏡の奥の視線も不ぶ躾しつけで、『本当にこんな男が？』といった猜さい疑ぎ心しんを隠そうともしない。

「君はあれだろ、優秀なんだろ？」

　超上から目線。なんだその顎をしゃくった喋しやべり方かた。贅ぜい肉にくを見せられても、嬉しくない。

「仰おつしやる通りでございます、槙島様。風戸は我が社が誇る社員でして、昨年度の売り上げも全社員トップの結果を出しております。彼ならば必ず、槙島様の期待に応えられます」

　社内での横柄な態度はなんだってぐらいの媚こびへつらいを見せる専務。さすが、追従を武器に今の役職までのし上がっただけはある。〝お追従専務〟の面目躍如だな。そんな二つ名、絶対に嫌だけど。それならまだ、〝[image: ]黒き疾風のブラッドナイト[image: ]〟とかの方がマシだ。いや噓うそ。どっちも嫌だ。ダサい。

「まあ、何でも構わんよ。うちとしては、〝問題児〟を我が校に相応ふさわしい生徒に更生してくれるのなら、文句はないし、報酬もきちんと払う」

　ここらでひとつ、ここに来るまでに専務から聞いた、今回の案件の話を整理してみよう。

　そもそも、俺が勤めているＫＳＢコンサルタント株式会社は、その名の通りコンサル会社だ。メインは企業の経営戦略に関するコンサルタントを担当しており、その範囲は財務・労務・採用・教育など多岐に渡る。

　今回、白嶺女子大学附属高等学校の理事である槙島さんから、うちの専務に話が来たのも、いわゆる学校経営に関するコンサルタントを希望してのことだった。

　少子高齢化が叫ばれて久しい現代において、学校を経営していくのはやはり難しいらしい。公立校ならば国や都道府県、市区町村からの助成金もあるようだが、白嶺女子大附属のような私立校の場合、やはり生徒の親御さんから払われる学費が重要な意味を持つ。

　今、学校経営者が頭を悩ませているもののひとつが、いかにして生徒を集めるか、といったことだった。極論、より多くの生徒を集めれば、それだけ学費も多く集まるのだから、まずそこに焦点が行くのは納得がいくものだった。定員割れ、なんて目も当てられない。

　何しろ、単純な数字で見た場合、高校の総数は全国に５０００弱。それに対して高校進学者数が全国で約１１０万人。簡単に計算したとしても、１校当たりに入学する生徒は平均で２２０人程度だ。しかしそれはあくまでも全国平均でしかない。

　白嶺女子がある東京には、驚いたことに４００を超える高校があるのだから、必然的に生徒も奪い合いになる。

　元々が名門の女子高。

　著名人も多く輩出しているというブランドはあるものの、それだけに頼り続けるわけにもいかない。今の情報化社会においては、どこからそうしたブランドを傷つけるネガティブな情報が流れてしまうかわからない。

　例えば、名門と呼ばれているのはガワだけで、中にはそれに似つかわしくない〝問題児〟がいる、とかな。

　今回、専務に届けられた依頼も、そうした〝問題児〟を更生させ、白嶺女子に娘を入学させようとする親世代が抱くネガティブ要素を少しでも払しょくし、これからも安定して入学者を確保したい、といった事情から申し出があった、らしい。

　本当かよ、と言いたくなるけどな。

　だってそうだろ。その程度の理由で、わざわざ金をかけてコンサルを雇うか？

　正直、うちのコンサルフィーはそう安いものじゃない。そんなコストを払うに足るだけのメリットがそんな曖昧なものでしかないってのは、正直に言って胡う散さん臭くさい。

『問題児を更生させよ』なんて依頼自体、何をどうすればいいのかもわからないしな。

「槙島様、失礼を承知で伺ってもよろしいでしょうか？」

　だからまあ、ちょっとつついてみようと思う。納得出来ないまま案件請けるのも、気持ち悪いしな。

「なんだね？」

「なぜ、私共にご依頼をいただいたのでしょうか？　『問題児を更生する』といった事であれば貴校の先生方が取り組まれるべきかと存じます。外部に任せるにしても、スクールカウンセラーや、そうした指導を専門に行う民間機関があるのではないでしょうか？」

　そう、結局納得がいかないのはここだ。

　何度も言うが俺の所属している会社の事業は民間企業の経営コンサルタントだ。それがいきなり問題児の更生だの言われたところで、はいそうですか、と頷けるはずもない。絶対裏があるだろ。そのブクブクに膨れた腹の中に何を隠してんだよ。

「ふむ、そうだね。風戸君と言ったかな。君はどこまで我が校のことを知っているのかね？」

　なんだその言い方。偉そうで腹立つな、このおっさん。

　とは、もちろん言わない。腹の底でどれだけ気に入らなかろうと、本音は隠しきる。それが社会人としての振る舞いだ。

「貴校においては、日本屈指の名門女子高と記憶しております。多くの著名人を輩出しており、東大・京大を含め、有名大学への進学率も高い、と伺っております。また白嶺女子大学においてもまた、高い就職率を誇っていて、そのブランドに魅力を感じ、毎年多くの受験生が入学を希望してらっしゃいますよね」

〝著名人〟とか〝ブランド〟とか、このおっさんが喜びそうな言葉を使って大まかなアウトラインを伝えると、案の定槙島さんは嬉うれしそうに頷いた。なんて言うか、その態度もよいしょされることに慣れ切った太ふて々ぶてしさがあっていけ好かない。

「その通りだ。今、君が言ってくれた通り、我が校は日本屈指の名門校として名が通っている。中々よく調べているじゃあないか」

　日本屈指とか自分で言うか、普通。なんかあれな、アニメとかによくいる金とコネだけで成り上がった敵キャラみたいだ。追いつめられると地金を晒さらすやつ。

「だからこそだよ。我が校はその名にふさわしい、名門校としての品位が求められている。そんなところにだよ、君。スクールカウンセラーやそれに類する民間団体が出入りしているなんてことになったら、看板に傷がつくではないか」

「…………」

　いや、逆じゃねぇの？

　スクールカウンセラーがきちんと在籍しているからこそ、しっかりと生徒のケアにも取り組んでいるって、そういう姿勢を見せられるんじゃねぇの？

「それに教師が務めるべきだと言う意見についてもそうだが、我が校の生徒たちの大半は前途有望でね。彼女らにきちんとした将来を用意するので手一杯なんだよ。正直、そんな落ちこぼれの〝問題児〟を気にかけている余裕など、どこにもないのだよ」

「…………」

　正直びっくりし過ぎて、開いた口が塞がらない。

　だってそうだろ。このおっさん、自分たちが教え導くべき生徒たちではなく、自分たちの体面のためだけに依頼をしてきたって言ってんだぞ。バッカじゃねぇの。

　腹立たしいにも程があるぞ。

　理事なんて役職についているせいか、まるで自分が生徒たちを選別しているとでも言いたげな太々しさは、正直正視するのも耐えがたい。

　横で聞いてる外川副校長だって、複雑そうな表情をしてるぞ。さっきまであんなに険しい視線を俺に向けてきてたのに。

「そうした事情から、君たちにお願いしたのだよ。経営コンサルタントを取り入れ、学校運営に取り組んでいる、と言えば、いくらか聞こえもよくなるだろう？」

「……かしこまりました」

「風戸、なんだその態度は。槙島様に失礼だろう。わからんのか？　ここで我々が槙島様方の力になれれば、我が社にも箔はくが付くことに。白嶺女子大附属高等学校ほどの名門校のコンサルに携わったとなれば、他の学校からも声がかかるかもしれないのだぞ」

　我が社の利益のために。

　まあ、懇意にしてるって話だから別にいいのかもしれないけど、クライアントがいる商談の場でそこまで言う神経を疑いたくなる。

　さっきの言葉、丸まる返してやろうか。なんだその態度は。

「ええ、それはもちろん、承知しております」

　しかし、思ったことをそのまま口に出せないのが、社会人の社会人たる所以ゆえんだ。よく事情も理解してないのに、突っ込んで揉もめるのはごめんだ。

　しかし会社に箔を、ね。結局は専務自身の昇進のためだろに。昨年度の人事考課、そんなに悪かったのか？

　これが俺の上司って、勘弁してくれよ。

「まあ、なんにしろよろしく頼むぞ、風戸君」

　自分がそう言えば、どんな人間でも従うと勘違いしてそうな言い草に、笑い出しそうになるのを必死に堪える。すごいな、人間ってのはここまで付け上がれるのか。

「ええもちろんですとも槙島様。な、風戸」

　俺が余計なことを言う前に話を終わらせたい専務が、早口にまくし立てる。痛いな、そんなに肘で小突かなくてもわかってるよ。俺だって別にケンカしたいわけじゃない。

「はい。尽力させていただきます」

　いくら気に入らないとは言っても、今ここで揉めることに全く意味はない。ひとまずは頭こうべを垂れてお追従。心が納得せずとも、せめて態度だけはそうして従順なフリをしていれば問題はない。自分の意志を捨て置くのは、社会人としてうまくやっていくためのビジネススキルのひとつだ。名刺交換のマナーよりも、よっぽど役に立つ。

「今後のことは外川君に任せてある。細かいことは彼女から説明させるから、何かあれば彼女を頼ってくれたまえ」

　そう言いつつ立ち上がる槙島さんに、うちの専務はまるで小間使いのように付いていく。その際に『達成報酬は……』なんて言葉が聞こえてきたから、要はそういった話をしに行ったのだろう。あー、胸むな糞くそ悪い。

　そうして応接室から隣室へと消えていく２人を見送れば、ほんの少しばかり緊張の糸も緩くなる。彼らの態度や話の内容を思い返せば、むかつきは収まらないが、ひとまずはそんな彼らと離れられて良しとしよう。

「よろしいでしょうか」

「あ、はい。申し訳ありません」

　声に視線を向ければ、外川副校長がこちらをじっと見ていた。きっちりとした身だしなみに、これでもかというぐらい、きつくひっ詰められた髪。厳しい眼まな差ざしに、どこか神経質そうな振る舞いから、何となくだが『中世ヨーロッパのお屋敷にいる厳しい家庭教師』というイメージが強い。年の頃は恐らく40手前ぐらいで、なんか、結婚にコンプレックスとか持ってそう。

「詳しいことはこちらを見て頂ければわかりますので、ご一読ください」

　外川副校長が差しだしてくる書類を手に取る前に、聞いておきたいことがあった。

「不ぶ躾しつけな質問になりますが、あなたは先ほどの、槙島様とうちの専務のお話をどう思いましたか？」

「どう、とは？」

　そうやって眉根を寄せると、さらに厳しい家庭教師感が増す。何もしてないのに、何だか悪いことをしているような気になってくる。

「今回の取り組みを、全て自分たちの手柄のためにやっていると聞こえたものでして。正直なところ、あまりいい受け取り方が出来なかったので、外川副校長はどうお考えなのか、お聞かせいただければ幸いです」

　そう告げると、外川副校長はきつく唇を嚙かみしめた。俯うつむけた表情は髪に隠れ窺うかがえずとも、何かを堪えているような様子に、どこか迷っている印象を受ける。

「そう、ですね。本来ならば私たち学校に属する人間は、そこに通う生徒を第一に考えるべきなのでしょう。しかし、槙島理事が行おうとしていることも、我が校を存続させるのに必要なのであれば、私はそれに従うまでです。経営に関しては、私は専門外ですので」

　一抹の諦めを覗のぞかせながらも毅き然ぜんとした態度を取る外川副校長は、とっくに部屋から出ていった男２人よりも、よほど大人に見える。

「失礼ですが、外川副校長の出身は白嶺女子大附属で？」

「そうですが、それが何か？」

「いえ、ふと気になったもので」

　なるほどな。きっと彼女はこの学校に相当以上の思い入れがあるんだろう。だからこそ、槙島さんや専務の話に釈然としないものを感じつつも、学校のためならと吞のみ込こんでいる言葉もあるわけだ。

　そのもどかしさは、俺ら社畜と何ら変わることのないものだ。

　教師とか副校長とか言ったところで、自分の上に立つ人間からの指示には従わなければならないのだから。

「まだ未熟な身ではありますが、お力添えさせていただきます」

　彼女への共感から思わずそう口にすれば、外川副校長は驚きを浮かべた後、眼鏡をクイと持ち上げ仕切り直す。そして手元の資料へと指をかける。

「それでは詳しい説明をさせて頂きます」

「あ、はい」

　考え事してて資料に目は通してないけど、まあ、いいや。話を聞けばいいだろう。




「まず、当校よりの依頼に携わる間は、寮への住み込みが条件としてございます」
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「福井さん!!　無む茶ちや苦く茶ちやですよ、この案件ッ」

　帰社して即座に上司のデスクに駆け寄り、抗議の声を上げる。一瞬視線がこっちに集まった気がするが、そんなもの気にしている余裕はない。

「例の専務の案件か？」

　確認してくる福井さんに頷き、カバンを漁あさって半ば叩たたきつけるようにして外川副校長から渡された書類を提示する。それを読み進めていくにつれ、福井さんの表情が険しいものへと変わっていった。

「なんだ、これは」

「勘弁してくださいよ。本当にこんな案件請けるんですか？」

　せめてもの抵抗にそう言ってみるが、それが無駄なことは重々承知している。何しろ福井さんに渡した書類は契約書になっていて、その一番下には社判と一緒に専務の署名が記載されているのだ。ちなみに当の専務は、あの後槙島さんと飲みにでも行ったのか、俺が外川副校長の話を聞き終えたころには、もういなくなっていた。いいご身分なことで。

「俺から専務に確認する。明日には回答をもらうから、それまでは少し待っていてくれ」

「……わかりました」

　福井さんにそう言われたのなら、俺としてもこれ以上食って掛かる理由はない。それでも釈然としないまま自分のデスクに戻ると、そこには心配そうに見つめてくる月川と、なぜか俺のデスクに座っている１人の女性社員がいた。

「何してんだよ、お前は」

「肇が騒いでるから様子見に来たのよ」

「いや、仕事中だぞ」

「幼おさな馴な染じみなんだし、大目に見てよ」

　ね？　と似合わない上目遣いで見てくるこいつの名前は、水みず城き佳か苗なえ。

　バックオフィスの人間だから許されてるんだぞ、と言いたくなる明るい髪色に、若草色の瞳。気さくで面倒見のいい性格のおかげで、男女問わず社内の人間から人気な彼女は、さっき佳苗自身も言っていた通り俺の幼馴染だ。

　何の腐れ縁かしらないが、小中高大と同じだった上に、まさか社会人になってまで同じ空間で過ごすことになるとは思ってもみなかった。新卒で入った会社を３年半で辞めた佳苗が契約社員としてうちの会社に入ってきたときは、なんかもう、こいつとは一生付き合ってくんだろうな、と半ば諦めの境地に立ったものだ。
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「それより何があったのよ。あたしとしてはその書類が怪しいと踏んでるんだけど？」

　見せて？　と。まるで子どもがお菓子をねだるように手を伸ばしてくる彼女に、無言のまま福井さんから返してもらった書類を手渡す。

　書類を読み進めるにつれ彼女の表情は険しくなっていく。相変わらず俺の席に座ったままなのは、まあ、いいか。読むのに集中してるんだろうし。

「何よこれ、無茶苦茶じゃない!?」

　そんな我が幼馴染は、書類を一読し、信じられないと声を上げる。

　普段から営業サポートとして、俺ら営業が請けてくる案件の書類を回してるだけあって、簡単に目を通しただけで、どれだけふざけた内容なのかを把握したようだ。

「あのっ、私にも見せてくださいっ」

　と、横から声を上げたのは月川だ。佳苗が俺のデスクに来る時は、ほぼ必ずと言っていいほど彼女も会話に割り込んでくる。

　まあ、俺と佳苗が幼馴染とか、そろそろ結婚すんじゃないかとか、色々社内で噂うわさ流れてるしな。気になっちゃうんだろうね。女子ってのは、どうしてこう恋愛ごとに耳みみ聡ざといのか。

「先輩、本当にこの案件を担当するんですか？」

「そんなの俺が聞きたいっての」

　外川副校長から聞かされたあんまりな内容に、思わず深々とため息を漏らしてしまう。

「案件内容が、【問題児２名の更生】なのはともかくとして、【案件が終了する一学期の終業式の日までは寮へ住み込むこと】なんて書いてあるし、【その間は他の案件に携わるのを禁ずる】って意味わからないじゃない。一応、情報保護の観点から、なんてお題目はあるけど、そんなの納得出来るわけないわ」

　佳苗の言う通り。この白嶺女子との契約書に書いてあることは、どれもこれも正気を疑いたくなるようなものばかりだ。

「本当に、専務はこの内容で承諾したんですか……？」

　何かの間違いであって欲しい。そんな声すら聞こえる月川の言葉だったが、誠に残念なことに専務はその条件で契約書にサインをしてしまっている。

「福井さんに話してきます。納得いきません、こんなの。先輩はうちの売り上げトップなんですよ。なのに、こんなの。絶対におかしいですッ」

　いきり立った月川は、止める間もなく福井さんの元へと行ってしまった。

「お前は行かないの？」

「なんで、あたしが」

　あ、こいつ今素で言いやがった。

「そりゃお前、幼馴染としての面メン子ツってもんがあるだろ」

「って、言うけどさ。肇は見せてくれたことあったっけ。その面子」

「あったろ、いくらでも。高校時代なんてそれこそ両手じゃ数えきれないぐらい」

「あー、あったわね、確かに。うん」

　なんて言う佳苗は当時の事を思い出してか、照れくさそうにする。何を思い出してるのか知らないが、何にしたところで、こいつにとっては若気の至りってやつだろう。

「ほら、用がないならとっとと仕事に戻れっての」

「何よ。もうちょっとお喋しやべりしててもいいじゃない。ケチ」

　まあ、幼馴染としての気安さなんだろうけど、どうにも周りから見てると俺と佳苗のこういうやりとりは距離感が近いらしい。だから社内で変な噂が流されるんだろうな。

　あの月川ですら、好奇心たっぷりに根掘り葉掘り聞いてくるしな。あいつが入社して半年ぐらい経たったぐらいの時、始発まで居酒屋で佳苗との関係を問い詰められたこともあったっけか。懐かしい。

「先輩、ダメでしたぁッ」

「あら、おかえり月川ちゃん」

「佳苗さん、いつまでいるんですか。仕事戻ってください。ていうか、先輩の席から早くどいてください」

「あらら、月川ちゃんからも言われちゃったか。それじゃあね肇。また飲み行きましょ」

「今度な」

　ひらひら～、と手を振り去って行く佳苗。空いた席にようやく腰を落ち着けたと思ったら、横から妙な圧を感じ振り返る。

「なんだよ……」

「先輩と佳苗さんって、本っ当に何にもないんですか!?」

「ないって何度も言ったよな？　ただの幼馴染だっての」

『今は』が、付くけど、そこはまあ、色々あるので割愛する。というか一体何度目だ、この会話。月川にも何回も、それこそ耳がタコになるぐらい繰り返したぞ。いい加減この後輩も納得してくんねぇかな。

「あの、先輩」

「ん？」

　呼びかけに物思いから我に返れば、打って変わって不安を押し殺したような真剣な表情をした月川がいる。

「もし、あの契約通りになったら、先輩はどうなるんでしょう？」

「まあ、今持ってる案件からは全部外れることになるな」

「そうしたら、私の教育からも外れるんでしょうか？」

　それが何より気がかりだと暗に告げてくる後輩を安心させるため、わざと大おお袈げ裟さに笑みを浮かべてやる。

「仮に契約書通りになったとしても、そうならないようには頼んでみるよ」

「本当ですか？」

「ああ」

　そう告げると、月川はあの愛あい嬌きようたっぷりな子どものような笑みを浮かべてくれた。
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　結論だけ先に告げよう。

　あの契約書に書かれている内容は、そのままの形で進むことになった。唯一、ごねにごねて変えてもらったのは、既存クライアントとの引継ぎだけはちゃんとさせて欲しいと言うことだった。これまでお世話になったクライアントも数多くいるのだ。そこだけはしっかりとしておきたかった。

　今日がＧＷ明けの５月７日だから、白嶺女子の一学期終業式が行われる７月20日までは約２か月半はある。その間、俺はこの〝ＪＫ案件〟なるものに注力しなければならない。

　まあ、楽っちゃ楽だが、いい気はしない。

　穿うがった見方をすれば、『お前には実力がないから、多くのクライアントを任せられない』と言われているようなものなのだから。

　窓際族とか左遷とか言われた人たちってのは、こんな気持ちになるのかもしれない。

「はあ」

「お疲れなのですか？」

「ああ、いえ。そういうわけではありません。ただ、そうですね。慣れない環境に身を置くことに、少しばかり緊張はしているみたいです」

「そうですか」

　それで納得したのか、先を歩く外川副校長は淡々と歩みを進める。

　必要最低限の宿泊セットを携えた俺は、真っすぐ伸びた背中を追いかけながら、白嶺女子大学附属高校の敷地内を歩いていた。片手に予備のスーツを入れたガーメントバッグを持ち、大きなボストンバッグを肩に食い込ませながら。

　地味に痛い。もうちょっと荷物を減らせばよかったと、今更ながら後悔する。何があるかわからないからと詰め込んだのがいけなかったな。

　16時を回り、すでに放課後となっているにもかかわらず、敷地内はどこか静かでシンとしている。時折聞こえる運動部のものと思われる掛け声が、逆に静けさを助長する。

　本当に都内の一等地にあるのかと疑いたくなってしまう。

　大学も併設されているが故の敷地の広さと、その敷地をぐるりと囲むように木々が植わり塀が建てられているため、敷地の中へと踏み込んでいけばいくほど、車の走行音や人いきれから離れていく。

　不思議な感覚だ。

　レンガタイルの道が続く先、俺は一体どこに行くのだろう。

「こちらです」

　淡々と先導する外川副校長が奇妙な案内人に見える。全身黒一色の服に身を包んだ彼女は、周囲の深閑とした雰囲気と相まって、どこか浮世離れしている。コツコツとした足音は耳に心地よく、それでも心の端っこがソワソワと落ち着かないのは、旅先の知らない街並みに紛れ込んだ時の感覚に似ているかもしれない。

　そのまま10分弱歩いただろうか。突然現れたその建物に、思わず足が止まる。

「すげぇ」

　外川副校長が歩んでいく先に建っていたのは、本当に高校の寮なのかと疑いたくなるぐらい、立派で洒しや落れている建物だった。

　木造建築のそれは、２階建てで、築年数こそかなり経っているようだが、しっかりと手入れがされているのか、木の光沢に輝いている。逆にこれまで経てきた年数があるからこそ、ここまで見事に磨かれているのではないかとすら思える。

「何をしているのですか？」

「あ、はい。すみません。いやしかしすごいですね。学校の敷地内にこんな立派な建物があるなんて」

「ありがとうございます」

　そう告げる外川副校長は、嬉うれしそうに僅かばかりの笑みを浮かべていた。何か思い入れでもありそうなその表情が、これまでの彼女のイメージと乖かい離りし、なぜだか妙に印象に残る。

「ここは元々教員の寮として活用されていたものです。母屋が女性用、離れが男性用となっています。今回風戸さんに使っていただくのは離れの方になります。こちらへ」

　カラリ、と。郷愁をくすぐるような軽い音を立てて引き戸が開けられる。外川副校長に続いて一歩踏み込んだそこは、まるで温泉旅館のような佇たたずまいをした落ち着いた雰囲気に包まれている。今にも着物を着た女将おかみが出迎えに現れそうな玄関と、そこから地続きになった談話スペース。窓から差し込む日差しの中で舞う埃ほこりが、ひらひらと輝いている。

「あなたたち、伝えていた方がいらっしゃいました。挨拶をしなさい」

　外川副校長がぴしゃりと告げた先には、白嶺女子の制服に身を包んだ２人の少女がいた。

　資料にもあったから知っている。今、談話スペースのソファの上、文庫本を広げている黒髪の少女が葦あし谷や小さ百合ゆり。そしてその斜はす向むかいに座りスマホを弄いじっている明るい色の髪をした少女が、桐きりヶが瀬せ詩し緒お。

　互いに興味がなさそうにしているこの２人の少女が、気の毒にも学校から〝問題児〟と言われた女子高生たちだ。

　無駄に広い玄関で靴を脱ぐ。これだけの広さがあるにもかかわらず、並んでいるのはローファーが二足のみ。微妙に距離を置いてあるのが、なんとも物さみしい。

　窓から差し込む日差しに、影が沈む室内。

　この場を覆う空気そのものが、『ここはお前の居場所じゃない』と伝えてくる。

　悪いことなど何もしてないのに、妙に緊張してソファへと近づいていく。一歩踏み出すたびに第一声を決めてない不安が増していく。なんて声をかける？　なんて言えばいいんだ？　全くわからない。

　パタン、と。

　あまりにも静かなせいか、本を閉じる音が妙に大きく聞こえた。合わさったページの間から追い出された空気の形が見えそうだ。

「……」

　葦谷小百合が無言のままに立ち上がる。その一方で桐ヶ瀬詩緒はソファから立ち上がったものの、そっぽを向いたままだ。

　それでも彼女の意識がこっちに傾いているのはわかる。視線を送ると、スンと鼻を鳴らされ返された。信頼されてないんだろうな、当たり前だけど。

「はじめまして。風戸肇です。外川副校長から聞いているかもしれませんが、これからよろしくお願いします」

　なんだ、この転校初日の挨拶みたいなものは。でもさ、『お世話になっております』よりはマシだよな？　相手女子高生だし。うん、きっと間違っていない。ほら、その証拠に桐ヶ瀬詩緒が立ち上がってくれた。物もの凄すごい嫌々なんだろうけど。
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「……しや、さ……り、です」

「え？」

　この静けさの中でさえも、蚊が鳴いただけじゃないかと思いたくなるほどに微かすかな声。思わず聞き返すと、目線を逸そらすように葦谷小百合が俯うつむいている。両手の指を忙せわしなく絡ませ、一刻も早く逃げ出したいと言わんばかりの姿に、なぜだか、ふっと肩の力が抜けた。

「別に取って食いやしないよ」

「え？」

「学校からいきなり『今日からこの男と生活しろ』って言われても困るよな。俺も戸惑ってる。お互いわけのわからない状況だし、とりあえず名前だけ教えてくれないか？」

　言葉にして気が付いた。どうしたらいいのかわからないのは、彼女たちも一緒だ。

　年下の少女が困惑して不安になってるのに、俺まで一緒になって緊張してたってしょうがない。それに、自己開示は営業の基本だ。まずはこっちから話しかけないことには、何も始まらない。

「えっと……、葦谷、小百合、……です」

　長い前髪に隠れて表情は見えないし、声もくぐもっているが、それでも先ほどよりは通る声だ。まずは名前が聞けただけで、良しとしよう。

「葦谷か。よろしくな。風戸だ」

「あ、はい……」

　隠れるように尻すぼみになっていく声。これ以上の言葉を期待できるはずもなく、隣の少女へと視線を向ける。

「……はぁ。桐ヶ瀬詩緒」

　目で促せばきちんと挨拶をしてくれる。態度こそ億おつ劫くうそうだけど、スマホを見るでもなく、ちゃんと目を合わせてくれる辺り、そう悪い子でもないらしい。かなりきれいな顔立ちしてるしな。髪色は、白嶺女子大附属高校の生徒からすればかなり明るい。渋谷あたりにいるなら違和感もないだろうけど。

「何、笑ってるの」

「ああ、悪い。27にもなって女子高生と話すのに緊張してる自分がおかしくてさ。風戸肇だ。改めて、よろしくな」

　不機嫌そうに見つめてくる桐ヶ瀬に返し、軽く肩をすくめてみせる。

「挨拶は済みましたか？」

「ええ」

　背後に立つ外川副校長に頷うなずいてみせる。

　静かな眼まな差ざしはまるで品定めでもされているかのようで、この場の緊張感も相まってまるで落ち着かない。

「寮内の案内はその娘こたちに申し付けてあります。何かわからないことがあれば聞いてください」

「はい」

　そして外川副校長は俺の肩越しに、２人の女子高生へと声をかける。

「あなたたちも、わかりましたね？」

　母親が宿題を強要する時のような口調に、葦谷と桐ヶ瀬は曖昧に返事をするのみだ。

「外川副校長。ご案内くださりありがとうございました」

「いえ。では、私はこれで」

「ええ、お手数をおかけしました」

　一瞬疑うような眼差しを向けるも、すっと腰を折りその場を辞する外川副校長を見送る。彼女がどんな人間だろうと、立場上は親御さんから生徒を預かる立場にあるのだ。そりゃ年頃の少女と、いい歳としした男を一緒に置いておくのを警戒するよな。

　とは言え、こっちも仕事だ。下手なことをする気なんてサラサラない。……やったら俺が社会的に死ぬしな。

「……」

　さて、どうしようか。

　外川副校長はああ言ったものの、どう彼女たちに声をかけるか決めあぐねる。

　通常のアポイントならば、挨拶をし名刺を交換し、アイスブレイクの雑談をした後に商談でもなんでもするのだが、何しろ今回は相手が相手だ。女子高生相手にいきなりビジネスマナー本に書いてあるような対応をするのも、違う気がする。

　それに、彼女たちが半ば決めつけのような評価でここにいるのを知ってしまっているせいで、余計に第一声に気を遣う。

　いきなり、『今日から一緒に頑張って、白嶺女子に相応ふさわしい生徒になろう』なんて言ったところで、そっぽを向かれるのは目に見えているのだから。

「はあ」

　ひとつ、大きく息を吐き出す。

　悩んでても仕方ない。とにかくまずは声をかけてみよう。

「というわけだ。悪いんだが、案内してくれないか？　荷物も重くてさ、クタクタなんだ」

　肩の力を抜くように眉を下げておどけてみせれば、桐ヶ瀬が慌てたように視線を逸らす。その反応は予想してなかっただけに、ちょっとショック。

　それでも背を向け歩き出した栗毛の少女は、ふと立ち止まると、ぶすっとした表情のままこっちを振り向いた。

「何してんの。早くついてきてよ」

「あ、ああ」

　なんだ、案内はしてくれるんだ。そのまま立ち去るものだとばかり……。なんて思いつつ置きっぱなしにしていた荷物を持ち上げようとしたら、いきなり横から手が伸びてきた。

「っ!?」

　葦谷が大げさに驚きつつ手を引っ込める。それと同時に聞こえる躊躇ためらうような吐息の後、ひっそりと言葉が投げかけられる。

「あの、荷物を……」

　見れば葦谷がひどく困惑した様子で立っている。右手を胸元で握りしめている姿に、何だかこっちが申し訳なくなってくる。

「あー、……だったらこっちを持ってもらってもいいか？」

「……はい」

　小さくうなずく葦谷に予備のスーツが入ったガーメントバッグを手渡す。さてと、またこのくそ重いカバンを持たなきゃいけないわけだ。やっぱり荷物減らせばよかったな。

「ねえ、早く」

「ああ、すぐ行く」

　その間も律儀に待ってくれていた桐ヶ瀬を追いかけ、歩みを進める。

「なあ、本当にここには君ら２人しかいないのか？」

　尋ねると、桐ヶ瀬はやっぱり唇を尖とがらせてこちらを見やる。

「……そうだけど」

「そうか」

「……」

　彼女たちとの距離感を測りかねるせいか、会話が続かない。

　絨じゆう毯たんを踏むトストスという物悲しい足音だけが耳じ朶だを打つ。

「こっちは母屋、アンタが暮らすのは離れ。お風呂もトイレも全部向こうにもあるから。こっちのに入ってきたら怒るから」

「しないよ、そんなことは」

　と言ったところで、彼女たちからすれば得体の知れない男でしかないわけで。そう安々と警戒が解けるはずもない。

「君らの部屋はどこにあるんだ？」

「……２階です」

　後ろから恐る恐る付いてくる葦谷に話を振るも、答えたっきり沈黙してしまう。口下手なのか人見知りなのか。聞けば答えてくれる辺り、真面目な娘ではあるんだろうけど、歯がゆいと言うかやり切れないと言うか、身の置き場に困る。

「にしても、すごい建物だな。しっかりしてるし、老舗旅館みたいじゃないか？」

「別に」

「仕事で泊まり込みって言うから、てっきり用務員室みたいなのを想像してたから驚いたよ。後で宿泊費請求されたりしないよな？」

「さあ」

　葦谷よりはまだ会話が出来るだろうと桐ヶ瀬に話しかけても、気のない返事しか返ってこないわけで、そりゃ女子高生たちとの楽しい生活を想像してたわけじゃないけど、のっけからこんなに居心地が悪いと、先が思いやられるどころの話じゃない。

「さすがは白嶺女子大附属高校だよな。敷地内にこんな──」

「いいでしょ、学校のことなんて」

　ぴしゃり、と空気が震える。これまでの気のない返答とは違う、感情が見え隠れする一言。これは、藪やぶをつついてしまったかもしれない。

「着いたよ」

　いきなりやらかしたかと思っていたところ、どうやら目的地へとたどり着いたらしい。

　場所は先ほどの談話スペースから真っすぐ伸びる廊下を辿たどった突き当たり、まるで高級ホテルにあるような渡り廊下のどんつき。

　その先にはどうやら離れへと通じると思われる扉がある。つくづく学校ってイメージからは離れた建物だ。こんなものを造るなんて、開校当時の白嶺女子は一体どれだけの金を持っていたのやら。俺が通っていたオンボロ高校とは似ても似つかない。

「ありがとう」

「じゃあ、後はお好きに」

　お礼に対しても素っ気ない桐ヶ瀬は、あっさりと背を向け立ち去っていく。一瞬追いかけようかとも思ったが、すぐに思い直す。それで彼女から不信感を買っても何ひとつとしてメリットはない。何しろこれから７月の半ば過ぎまで一緒に過ごすわけだしな。

「葦谷も、ありがとうな」

「あ、はい」

　彼女からスーツの入ったガーメントバッグを受け取る。葦谷もそのまま立ち去るかと思いきや、意外なことにその場に留とどまり、何やら言いたそうにもじもじとし始めた。

「どうした？」

「え、はい。……その」

　てっきり自分から話しかけるタイプじゃないと思ったんだけどな。荷物を持ってくれたのも、親御さんから『そういう時はそうするべきだ』と教えられたからだって気がするし。もしくは学校か。

「……っ。……っ」

　何度か視線を合わせては逸そらすを繰り返す。揺れる前髪の間から、少しだけ葦谷の顔が垣かい間ま見みえる。

　へえ、と。内心感嘆してしまった。

　なんか、前髪で隠しているのがもったいないぐらいに整っている。

　葦谷といい桐ヶ瀬といい、今まで会ったことのある女子の中でもトップクラスの容姿をしている。さすがは名門女子校と言うべきなのだろうか。

「風戸さんは、……ここに、何をしに来たんですか……？」

　きっと意を決して尋ねてきたんだろう。そんな緊張感に滲にじんだ声だ。大人らしくしっかりと答えてやりたいが、俺自身ここで何をすりゃいいのかなんて、全然把握出来ていない。

「せっかく聞いてくれたのに悪いな。仕事だって以外は、俺もよくわかってないんだ。逆に葦谷が知ってたら教えて欲しいくらいだ。俺は一体何をすればいいんだろうな」

　最後は茶ちや化かし気味にそう告げると、葦谷はポカンとした顔をした後、少しだけ、本当に少しだけ、クスリと笑ったようだった。

　その笑顔は可愛らしくて、白嶺女子が仮に共学だったら男子から人気が出たんじゃないんだろうか、とそんな益体もない考えが頭を過よぎった。
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「へえ～、それでケダモノな肇は、早速そのＪＫたちに手を出したって、そういうこと？」

「そんなわけあるか。バカ言ってんじゃねえ」

「そうです。先輩がそんなことするはずありません」

「あー、月川ちゃんの肇評は、主観入りまくりで参考にならないから、後で」

「せんぱ～い、佳苗さんが虐いじめますぅ」

「あー、はいはい。そうだな」

　そしてその日の夜。俺は月川と佳苗と一緒に会社の最寄り駅近くにある居酒屋にいた。荷物を置いた後、引継ぎやらなんやらのために会社に戻ったら佳苗に捕まったのだ。月川はまあ、なんか付いてきた。そして気が付けば、あれよあれよという間にこうして一緒に中ジョッキを呷あおっているというわけだ。

「でさあ、どう思う、今の話を聞いて。〝問題児〟っぽいか？」

「どうって言われてもねぇ。実際その娘こたちはあんたから見ても、〝問題児〟なわけ？　こう教室の窓ガラス割るような」

「いや、いつの時代の問題児像だよ。古すぎんだろ。って言っても、初日だしまだよくわかんないんだよな。普通にいい娘なんだろうなって気はしたけど」

「わざわざ寮の中案内したり、荷物持ってくれたりするぐらいだしねぇ。それか惚ほれられたとか」

「ねぇだろ、それは。大体、俺が女子に一目ぼれされるような顔かよ」

「あたしは男らしいと思ってるわよ」

「そうですよ～。私もぉ、先輩のお顔はぁ、好きですよ～」

「あーはいはい。酔っ払い共の意見なんて参考になんねぇよ」

　毎日鏡で見てんだ。自分の顔がどんなレベルかなんて今更言われるまでもねぇよ。大学時代の男友達からも散々『男くさい』だのなんだの言われてたしな。

「にしても、可愛い娘たちよねぇ」

「顔知ってんのか？」

「今朝いの一番に資料を見たわよ」

「あ、私も見ました～。２人ともかわいいですよね～。せんぱ～い、ホントに手を出さないでくださいね～。もしそういう相手が欲しいなら～、私に言ってくださ～い」

　月川を連れてきたのは失敗だったかもな。普段は真面目で一生懸命なくせに、酒飲むと途端に面倒になるのはわかってんだけどな。まあ、後輩を邪険にするわけにもいかないし。

「月川ちゃんは置いといて、どうなのよ実際」

　そう言いつつ佳苗が手渡してきたのは、外川副校長の方から送られてきていた、葦谷と桐ヶ瀬に関するプロフィールと学校側の見解をまとめたものだ。

「お前、これ社外秘……」

「いいでしょ、別に。あんたに見せるだけなんだから」

「そうだけどよ。せめてこういうのは社内の会議室でやれよな」

　曲がりなりにも酒を飲んでるんだ。そこでこんな個人情報駄だ々だ洩もれの資料をやりとりしてるのがバレた日には、ちょっとばかし面倒なことになる。具体的には、始末書とかな。

「１人目。葦谷小百合ちゃん17歳。『門限破りに無断外出。それに援助交際疑惑』によって問題児認定。なんかそれっぽいこと書いてあるけど、おとなしそうないい娘じゃない。これ、前者にくっついて後者のイメージあるってだけじゃないの？　疑惑ってついてるし」

「だよな。今日会った時も全然そんな印象なかったし」

　初めて資料で見た時は、『白嶺女子でもそんな娘がいるんだ』程度には驚いたが、あんな口下手で引っ込み思案な娘が、本当にそんなことするか？　って疑問の方が今は大きい。

「で、桐ヶ瀬詩緒ちゃん。これまた漠然としてるわねー。『一般寮に在籍時、所持品検査を実施した際に反抗的な態度を取ったため、問題児認定』って。乱暴すぎない？」

「そうなんだよなぁ」

　葦谷の方はまだ具体性があると言えなくもないが、桐ヶ瀬の方は半ば言いがかりみたいなものだ。これじゃあ、何をどうすれば更生させたって言えるのかさっぱりだ。

「正直、この資料だけだと漠然とし過ぎてて、２人が〝問題児〟になった原因も理由も、具体的なとこがわかんないんだよな。こんな学校側の見解だけを一方的に書いたものをポンと渡されて、『じゃあ、この娘たちは問題児だから更生よろしく』って言われたってなぁ」

　お手上げだ。パサリと手にした資料が机の上を滑っていく。

　今日会った印象、桐ヶ瀬は態度こそいいものではなかったのは、確かだ。でもそれだって、俺を警戒してのことなら納得だし、その後普通に寮の中を案内してくれたわけで。〝問題児〟と呼ばれるだけの反抗的な印象はまるでない。

「本当に何なんだこの案件は。『問題児の更生』って言われたって、何すりゃいいんだよ。着地点がわかんねぇ」

『ザ・クライアントの理不尽』って感じだ。なんかいい感じにやっておいて～って言われてるのと大して変わらないぞ、これじゃあ。

「穿うがって見るなら、この桐ヶ瀬ちゃんなんかは、見た目は白嶺女子っぽくないけど……。なんか今ドキって感じ」

「ん、ああ。そうだな。白嶺女子の生徒にしては、かなり髪色明るいしな」

　ぶっ飛んで変ってわけじゃないけど、名門女子校って環境だと目立つ。

「せんぱ～い。私ともお喋しやべりしましょうよ～」

　おとなしくしてたと思ったら、わざわざ席を移動してまで腕にしがみついてくるのは、どういうつもりだ？　そのふくよかな胸を押し付けるのやめてくれません？

「月川、お前飲み過ぎんなよ。明日また仕事だぞ」

「だ～いじょうぶですよ～」

「って言いつつ何してんだよ。おい、月川」

「うぅん」

　言った側から人にもたれかかりウトウトし始めた月川に呆あきれながらも、ジョッキを呷る。

「そうやって文句言いつつ優しくするのは、変わらないわよね」

「なんだよ、いきなり」

「別に。ちょっと高校時代を思い出しただけよ」

　そうかよ、と嘯うそぶきつつ、つまみを口に放り込む。その後も佳苗相手に〝ＪＫ案件〟についてを愚痴って、ジョッキを空けていく。

「はれ？」

「お、起きたか」

　人の肩を枕に幸せそうな寝顔を見せていた月川が、唐突に目を開く。

「え、あれ!?　先輩!?」

「おう。おはようさん」

「どう、月川ちゃん。肇にもたれて寝てた感想は」

　佳苗のからかいに、月川はばね仕掛けのように起き上がる。大丈夫かよ、そんなに勢いよく動いて。酒、回らないか？

「あわ、あわわ。あわわわわわ」

　お、面白い動きをし始めたぞ。
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　目をグルグルにして、手が宙を泳いでる。

「って、なんで動画撮ってるんですか!?」

「いや、なんか面白くて」

「あ、ついでに肇に寄りかかって寝てる写真も撮ってあるから」

「はぅわ!?」

　奇妙な叫び声と共に沸騰する月川。いやはや、普段真面目なやつの乱れた姿って、どうしてこう愉快なんだろうな。

「いやあ、まさか月川があんなに甘えてくるとはな」

「ほぅ!?」

「ゴロゴロ喉鳴らしてたわよねー。今度は猫耳でも買ってこようかしら」

「ひぁ!?」

「いいな、それ。ついでに首輪でもさせてみようか」

「え、肇。あんたってそういう趣味……？」

「せ、先輩が望むなら……？」

「いや、なんでそこで素に戻んだよ。そんな趣味はねぇ。あと、月川。佳苗の悪ノリに無理して合わせなくていい」

「は～い……」

　なんで残念そうなんだよ。やめろよ、そういう調子乗った人間を刺していくスタイルは。

「さて、と。それじゃあ月川ちゃんも目を覚ましたし、そろそろお愛想かしらね」

「あ、じゃあ。ちょっとトイレに行ってきます」

　言いつつ席を立つ月川。残された俺たちは店員に伝票を頼み、各々荷物をまとめ始める。

「今度は月川ちゃん相手に愚痴ってあげれば？　喜んで聞いてくれると思うわよ」

「まあ、考えとくよ」

「あっそ」

　その相あい槌づちにどんな感情が乗っているのだろうか。しかしそれは問わない方がいい気がした。何となくだが、このまま酒に流したくなった。

「お待たせしました～」

　戻ってきた月川を待ち、席を立つ。空のジョッキが並ぶテーブルに忘れ物はない。




　　　　[image: ]




「さてと、どうしたものか……」

　翌日。会社でやるべきことを早々に終えた俺は、15時過ぎには白嶺女子の寮へと帰ってきていた。進捗中の案件についての引継ぎアポを取り終え、月川や他のメンバーに現状と今後の進め方を伝える資料を作成してしまえば、やることなどなくなってしまった。

　俺が女子高生を相手にコンサルすることはすでに社内では周知の事実となっており、中にはからかってくるやつもいる。それに対して苦笑で返すこともあれば、なぜか月川が反論していたりもした。

「しかし、こんな時間にここまで暇だと、調子が狂う」

　いつもなら自分の仕事の他に、月川の相談に乗ったり、福井さんから頼まれた仕事をしたりしてるうちに、なんだかんだ遅くなってしまうのが常だが、さすがにそうも言ってられない、……と思う。

　葦谷も桐ヶ瀬も日中は登校しているからいいが、放課後になればここへと帰ってくる。今の俺にとっての仕事は、そこから始まるわけだし。

「これ、残業代ってどうなんだろ」

　まさか住み込んでいる間全てを仕事だと見み做なすわけもないし、かといってどこまでが就業時間なのかなんて、そんなのは誰が決められるものでもない。そうなると、まさかとは思うが残業代は全くつかない、なんてことも……。

「さすがにそれは勘弁して欲しいよな」

　などと玄関側の談話スペースにあるソファの上でつらつらと考える。社会人になってひとり暮らしを始めてからこっち、こうして暇を持て余したときに独り言をつぶやくのが癖になってしまった。まるで一人称主人公がモノローグを語っているようで恥ずかしいのだが、ひとりでいるとどうしても口が緩くなってしまう。

「あー、そう言えばイベント始まってたんだっけ」

　言いつつ、ぼんやりとソシャゲを起動する。

　なんか気が抜けるな。いつもならこの時間はクライアントと商談をしてるか、オフィスでキーボードを叩いている。まだ日も高いうちからこんなに緩やかな時間を過ごしたのなんて、一体いつ以来だろうか。平日なのに、こんな贅ぜい沢たくな時間の使い方をしていいんだろうか。

　そう思ったとたん、何とも言えない落ち着かなさがこみ上げてくる。本来ならばやらなければいけないことをやっていない焦燥感とでも言えばいいのだろうか。体調崩して休んだにもかかわらず、午後には元気になっていたあの時に似ている。

　妙に、ソワソワする。

　仕事しなくちゃいけない時間に仕事してないって、何だかそれはそれで心こころ許もとない。

　そんな俺の内心が伝わったのか、カラリと小気味いい音を立てて玄関の引き戸が開いた。

「よ、おかえり」

「……ただいま、です」

　遠慮がちにそう告げたのは、葦谷だ。手持ち無沙汰で妙に落ち着かなかったせいか、昨日と同じ制服姿で玄関に立っているのを見ると、何だか妙にホッとした。

「なんで……」

「ああ、いや、午前中は会社に行ってたんだけどな。お前らが帰ってくると思ったから、戻ってきた」

「……そう、ですか」

　相変わらずよそよそしいな。まあ、昨日の今日で打ち解けろって方が無理なんだろうけど、なんて言うかこう、最低限のやりとりぐらいは出来るようになっておきたい。

「あれ、桐ヶ瀬は？　一緒じゃないのか？」

「……彼女は、１年ですから」

「ああ、そういやそうか。ふたりきりの寮なんだし、一緒に帰ってくるのかと思ってた」

　サッと目を逸らされた。なんだよ、そんなに変なこと言ったかよ。

「……」

　ぺこり、と頭を下げて立ち去ろうとするが、そうはさせない。こうして暇を持て余しながら待ってたのも、何も仕事のことばかりを気にかけてではないのだ。

「ちょっと待ってくれ。聞きたいことあるんだ」

「何でしょう……？」

　さっさと部屋に戻りたいって感じだな。そういう風にまざまざと壁を作られると、さすがに少し傷つくものがあるぞ。年頃の娘から拒否られる父親ってこんな気分なんだろうか。

「お前ら飯ってどうしてんだ？　昨日はとりあえず職場の人間と飲んできたからいいんだけど、まさか毎日続けるわけにもいかないし。教えてくれないか？」

　問えば葦谷は思案するような仕草を見せる。俺と口をきくのを躊躇ためらっているのか、それとも言葉を探しているのか。後者だといいな。

「自分で、……作ってます」

「え、マジか。材料は？」

「部屋に、届きます」

「そうなんだ。生協か何かか？」

　尋ねるも、葦谷はわからないといった風に首を横に振るだけだ。

　やっぱりすげぇな、白嶺女子は。さすがの名門高。一般寮の方は知らないが、こっちには葦谷と桐ヶ瀬の２人しか暮らしていないのに、そんな金をかけるような真似まねをするのか。

　まあでもあれか。寮母がいるわけでもないのだから、材料は用意するから後は勝手にやれってことなのかもしれない。

　冷蔵庫の他にキッチンも備え付けられている、至れり尽くせりな部屋だしな。

「なあ、悪いんだけど少しだけ食材分けてくれないか？　今夜と、明日の朝食べる分だけでいいから」

「え……」

　戸惑ったように長い前髪の向こうで視線を彷徨さまよわせる。まあ、葦谷からすれば買いに行けばいい、と思うところではあるだろうけど、せっかく接点を持てる機会なのだ。一息に、とはいかないけれど、少しずつ距離を縮めていくのが今は最良だと思う。２か月半あるし。

「ああ、それか俺が夕飯作ろうか？　食材分けてもらうお礼じゃないけど。なんだかんだひとり暮らしは長いし、食えないものは出さないぞ」

　ちょっと踏み込み過ぎたか？　と思わなくもないが、言ってみないことにはわからない。これが佳苗だったら一も二もなく飛びついてくるんだが、さて、どうなるやら。

「いえ、その……。大丈夫、です」

「そうか」

　まあ、そりゃそうだ。出会って２日目の、しかも成人してる男にそんなホイホイ付いてこられると、それはそれで心配になる。

「食材は、後でお持ちします。……では」

　すっと静かに一礼し、葦谷は立ち去る。次は食材を持ってきてくれた時と、料理を作った時にお裾分けでも何でも理由をつけて話しかければいい。

「なんか、好きな娘こに必死にアプローチしてる男子中学生みてぇ」

　いつ話しかけようかタイミングを窺うかがってる自分に、思わず苦笑が漏れる。

「ホント、よくわからん仕事だな」

「だったら出てけば」

「……桐ヶ瀬。いきなり背後から声かけるなよ、びっくりしたろ。あと、おかえり」

　不機嫌そのものと言った表情で、桐ヶ瀬が玄関口に立っていた。通学カバンを肩にかけるようにして持つその姿が、驚くほどしっくりきてる。

「今、葦谷から食材分けてもらう話をしてたんだが、桐ヶ瀬は飯ってどうしてんだ？」

「勝手に作って勝手に食べてる」

　ぶつけるような、不器用な言葉だ。突き放すのとも違う、戸惑いの方が大きいんだろう。チラリと覗のぞき見みるような視線なんか、まさしくそんな感じだ。

「食材分けてくれたら、夕飯ぐらいは俺が作るぞ？」

「……いいよ。学校の回し者なんかが作ったものなんか食べたくないし」

「回し者って……」

「なによ」

「いや、おもしろい言い方するなって思ってさ」

　困ったように笑って見せると、桐ヶ瀬は恥ずかしいことがあった時の月川みたいな視線の逸らし方をした。なんだよ、俺が何したよ。

　いや、違うか。何かしてなくても、この娘にとって俺は不審者なんだ。外川副校長からも事前に俺のことを聞かされてるだろうし。そりゃ、『問題児であるあなたたちを更生させるために呼んだ人』なんて紹介された大人なんて、信用するわけないよな。深いぞ、溝が。

「なあ、正直わかんないんだが。なんで学校はお前らを〝問題児〟なんて言ってるんだ？　２人とも特別何かをやらかしてるようには見えないんだけど」

　資料を読んで学校側の見解は知っているが、それは一方的な見方でしかない。彼女たちの口からも直接、何があったのか聞きたかった。

　だって、今朝だって彼女たちは誰に言われるでもなく、きっちりと登校していったんだぞ。そしてこの時間に帰って来るってことは、一日ちゃんと授業を受けてきたってことだろ？　もしサボるなら、他に誰もいない寮から出ていく理由もない。

「知らない。あの堅物副校長にでも聞いてみれば」

　空気を鞭むち打うつように告げると、桐ヶ瀬はスタスタと足取り早く立ち去っていく。彼女が目の前を通り過ぎる際、カバンに付けられたアクリルキーホルダーがチャリチャリと揺れるのが、妙に目に留まった。

「そのアクキーって、」

　なんだっけ、どっかで見たことあるのに出てこない。俺のことだから、多分何かのアニメで見たんだろうけど、その作品名がまるで思い出せない。

「何」

　ぴたりと桐ヶ瀬が立ち止まった。

「いや、なんか見覚えあるんだよ」

「あっそ」

　それだけ言うと、桐ヶ瀬は一度も振り返ることなく立ち去ってしまう。一方、俺はと言えば歯に物が挟まったような気持ちだった。なんだっけ、絶対どこかで見たことあるんだが。

　思い出せれば、それをきっかけに桐ヶ瀬と話せるのに、頼りないぞ、記憶力。

　なんてことを悩みながら部屋に戻ってしばらくすると、とても控えめに扉がノックされた。どうしても桐ヶ瀬のアクキーについて思い出したく、物思いに耽ふけっていた俺は、その音を危うく聞き逃すところだった。

「葦谷か？」

　ドアを開けつつ尋ねるが、むしろ他の誰かが戸を叩く理由も思い至らず、その問いは半ば確信的ではあった。

「……あ」

　予想通り、ドアの外に立っていたのは制服姿の葦谷だった。下校したのに着替えないのか。なんかそういう校則でもあるのかもな。

「あの、これ」

「ありがとう。本当に持ってきてくれたんだな」

「……いえ」

　と、遠慮がちに視線を逸そらす葦谷が手に持っているのは、両手で抱えるほどに大きな発泡スチロールの箱だ。

「悪いな。そんなデカいの運ばせて。俺が取りに行くべきだった」

　受け取りつつそう言うと、手が触れたせいか、葦谷はびくっと手を引っ込めてしまい、その拍子に大きく箱が傾く。

「あぶね」

　慌てて支えるが、箱の中からはゴロゴロゴンゴンと転がりぶつかる感触が伝わってくる。

「あ、ごめんなさい」

「大丈夫だ。ごめんな、指に触れちまったよな」

「いえ、はい……」

　熱湯に触ったんじゃないかと心配になるほどの勢いで、指を引っ込めるとは。触れた指先を反対の手で握りしめる姿を見ると、今後はその辺も注意しないとダメらしい。難儀だ。

「ていうか、こんなにいいのか？」

　一応、中身を確かめるのに箱の蓋を開けてみると、野菜に肉に魚と、結構な種類の食材が入っている。これが生協で届くとか、ホントとんでもないな。

「塩とか砂糖とか、使うんじゃないか？」

　さらには調味料まで入れてくれている気遣いっぷりに涙が出る。

「私は、自分のあるので」

「そうか、助かるよ。ありがとうな」

「いえ。……では」

「ああ」

　一瞬、部屋に上がっていくかと声をかけようかとも思ったが、さすがにそれはやめておくことにする。今のやりとりからもわかるが、あの葦谷がそんな風に誘われて、すんなり乗る姿も、きっぱりと断る姿も想像できない。きっと、口ごもり困惑するんだろう。

　だったら変に声をかけるよりは、見送ってあげた方がいい。幸いにして、会話の種は今ちょうど葦谷が運んできてくれたのだし。

「さて、何を作ろうか」

　お礼のお裾分けならば、変に凝ったものよりも簡単に作れるものの方が受け取り手も重くなくていいだろう。もちろん、桐ヶ瀬の分もな。







「ということで、桐ヶ瀬。お裾分けを持ってきた」

「帰って」

「葦谷の部屋にも行ったんだが反応なくてな。先にお前のとこに来たんだわ」

「帰れ」

「そう言わずに。結構自信作なんだぜ」

　何しろ、佳苗からもたまに『あれ作ってきてよ』と言われる一品だ。まあ、ただのナムルなんだけど。それでも酒のつまみにはちょうどいいのだ。女子高生に対するお裾分けとしてはどうなんだって思うが。

「アンタ本当に何なの？　そんなことしたって無駄だから。アタシは絶対に言うこと聞かないからね！」




「ああ、それは別にそれでいい」




「え、ホントに……？」

「ああ」

　頷くと、桐ヶ瀬は呆ほうけた顔をする。そりゃそうだよな。こいつからすれば、俺は学校の回し者で、〝問題児〟である自分を更生させようとする得体の知れない大人なのだから。

「後さ、ちょっと話そうぜ。俺もニチアサアニメ好きなんだ」

　何しろ社畜にとって、ゆっくり見られる時間帯にやってるのはそれしかないから。平日夜はアニメを見るぐらいなら寝ていたい。しんどい。

「え。いや、な、なんのこと──ッ!?」

「お前がカバンに付けてたアクキー。あれ、そうだろ。２年前のやつだけど、でも、俺もシリーズだとそれが一番好きなんだわ」

「や、違うから。そんなのじゃないから。ニチアサとか私知らないし」

　おーおー、おもしろいぐらいに目が泳ぐな。めちゃくちゃ動揺してんじゃねぇか。押せばボロ出すぞ、絶対。

「やっぱり何て言ってもアクションがいいよな。１話を見た時痺しびれたし。アニメ見てて久々にテンション上がったの覚えてる。『マジかマジかマジか。めっちゃ動く、すげえすげえ』って年とし甲斐がいもなくはしゃいだりしてさ」

「は？　何言ってんの？　あのシリーズでいいのは、キャラ同士の絡みでしょ。お互いに影響与えながら成長していくのとか、尊さしかないじゃない。……あ」

　チョロいな。もうちょっと色々話題振らなきゃいけないかと思ってたけど。

「って、ネットには書いてあった、気が、する、かなーって」

「今更遅いっての。それにそんな書き込み見てる時点で十分クロだろ。まさか桐ヶ瀬がオタクだったとはな。人は見かけによらないって本当だな」

　てっきりそんなものには全く興味を抱かない人種だと思ってただけに、料理を作りながらあのアクキーの正体に思い至った時は、まさかって思いの方が強かった。ただまあ、話せば確信出来た。

　語るときの口調。

　自分の『好き』をぶちまける熱量。

　間違いない。桐ヶ瀬詩緒、こいつは紛れもなくオタクだ。

「まさかこんなところで同じ趣味の人間に会えるとは思わなかったぜ。会社じゃオタク趣味のやつがいなくて、語れるやつがいないんだよな」

　佳苗は俺がオタクだって知ってはいるが、あいつ自身がアニメやらマンガやらを語るほど好きかと言われれば、それは違う。せいぜいが読んではいるけど、程度だ。

「え、アンタもそうなの？」

「ってことは、やっぱり桐ヶ瀬もか？」

「まあ、うん。学校にオタク友達はいない。でも意外。アンタ、全然オタクっぽく見えないのに」

「お前だってそうだろうが」

　言い返すと、桐ヶ瀬は『確かに』と軽く笑って見せる。

「好きなもの語ると、『え、何それ』って塩反応が返ってくるとか、『あ、そうですか』って引かれるだけの空間にいるから、上辺だけ取り繕って合わせるしかないんだよな。それが結構しんどくってさ、桐ヶ瀬はそういうのないか？」

「ある！　そのしんどさ、めっちゃわかる。うちの学校もさ、なんか皆真面目って言うか、今どき校内でスマホ使うの禁止だし、寮にもパソコンないし。それで、妙に育ちがいい娘こばっかりだから、趣味を聞いても、クラシック音楽とか観劇で、えーと？」

「肌に馴な染じまないって？」

「そう!!　それ!!　全っ然馴染まない。アタシが聞きたいのはアニソンで、見たいのはアニメ!!　ついでに言えば純文学じゃなくてラノベ読みたいし、絵画じゃなくてイラストが見たい!!」

　こりゃまた随分とフラストレーション溜ためてたんだな。やっぱり人間、我慢しすぎんのもよくない。適度に発散しないとイライラするだけだ。

　にしても、これだけ我慢してたってことは、こいつにはそれをしなきゃいけない理由があったんだろうな。たぶんだけど、こいつの好きなものがこいつを〝問題児〟にしちまったんじゃないだろうか。

「なあ、他にいないのか？　学校にオタク友達」

「いるわけないじゃない。友達作る前に〝問題児〟とか言われて寮を追い出されたんだから」

　今はゴールデンウイークが明けたばかりの５月上旬。確かにこのタイミングで、〝問題児〟なんて呼ばれれば、理解のある友達を作る間もないな。

「なんで追い出されたんだよ。別に悪いことしたわけじゃないんだろ？」

「そんなの、この学校が頭固いからに決まってるじゃない。なんで寮に持ち込んだ私物まで持ち物検査して没収されなきゃいけないのよ」

　マジかよ。さすがにそこまではないって思ってたけど、じゃああの資料に書かれた『所持品検査の際に反抗的な態度を取ったから』ってのは本当だったのか。いくらなんでも前時代的過ぎやしないか？

　でも、これで段々と見えてきた。オタクである桐ヶ瀬と、白嶺女子の規則がかみ合わなかったってことだな。

「そうすると、桐ヶ瀬が〝問題児〟って言われるようになったのは、持ち物検査で没収されたものが原因だったのか？」

「没収はされてないッ。ちゃんと守ったし」

　ん？　てことは、だ。

「抵抗したのか？」

　そう問うと、桐ヶ瀬は真面目な顔をして頷うなずいた。

「当然でしょ。だって、ヤだもん。好きなマンガとかラノベとか、全部取り上げられるなんて。そんなの、許せない」

　誇るでもない、後悔するでもない真剣な表情。その目を見ればわかる。こいつは学校へ逆らった事実を隠そうと浅ましく噓うそをついたり、本当にこれで正しかったのかとぐじぐじと悩んだりしてなんかいない。桐ヶ瀬の中に渦巻いているのは、自分の好きなものを奪おうとした学校に対する、真摯な怒りだけなのだと。

　若いなー、と素直にそう思った。

　ここまで真っすぐに熱く怒りを燃やすのは、今の俺にはどうしたところで出来そうにない。仕事柄、相手が話す言葉の背景まで考えるようになってしまったからだろう。まずは相手の話を聞き、分析して、意味を理解しようとする癖がついてしまっている。

　だからだろうか。今の桐ヶ瀬を何となく眩まぶしいと感じてしまうのは。

　それこそ、こいつ自身が彼女の好きなニチアサヒロインみたいだと思えて仕方ない。

　なんて考えに耽ふけっていると、ふと桐ヶ瀬が俺の顔をじっと見ているのに気が付いた。

「俺の顔に何か付いてるか？」

「な、なんでもないわよッ!?」

「何いきなり怒ってんだよ」

「何でもいいでしょ」

　言いつつ拗すねたように唇を尖とがらせる桐ヶ瀬。何だよ、わけわからん。

「で、持ち物検査に反抗したはいいけど、まさか問題児認定されて寮を追い出されるとは思ってなかったってか？」

「う、うるさい」

「図星か」

　そこで、少しだけバツが悪そうに目を逸らす。昨日の初対面で見せた仏頂面とは違い、随分と年頃の少女らしい表情に、少し好感が湧く。

「ああもう、アンタってホントに何なの？　帰れッ」

「もうちょっと話聞かせろって、同じオタクだろ？　何なら今期アニメの話しようぜ」

「むー……」

　唸うなりつつしばらく逡しゆん巡じゆんしたのちに、桐ヶ瀬はそっとドアを開け部屋へと招き入れてくれた。え、いいの？　と思わなくもないが、ここで『そこは談話スペースでいいだろ』なんて言えば、それはそれでこじれそうな気がするので、素直に招き入れられておく。『女の子の匂い』とでも言うのだろうか。男くさい俺の部屋とは違う、甘い匂いがする。

「あんまり見ないで」

　そうやって恥ずかしそうにしている姿は、時折見せていたつっけんどんなものと違い、より彼女の素に近い気がした。

「とりあえず、これ」

「あ、うん」

　持ってたタッパーの内、ひとつを手渡す。もうひとつは葦谷に渡す予定だし、また後で様子を見に行こう。

「中は普通なんだな」

　桐ヶ瀬の部屋の中は、ザ・オタク部屋って感じではなく、なんて言うか普通だった。勉強机にベッド、タンス。ただまあ、一点あるとすれば本棚に布がかけられていることで、オタク的直感により、その正体はわかってしまった。

「なあ、本棚のあの布って──」

「見たら殺すから」

「オーケー、把握した」

　オタク。それは皆誰しも秘密を持っているものだ。そしてそれは羞恥心と一緒に隠されているべきものでもある。そういう時はマナーを忘れずに、紳士的な対応をするべきだ。

「それにしてもきれいに片付いてるな」

「あんまり見ないでよ。恥ずかしいんだから」

「別にいいだろ、洗濯物が干してあるわけでもないんだし。俺の幼おさな馴な染じみなんて酷ひどかったぞ、そこらへんに色々脱ぎ散らかして」

「そ、そんなことするわけないでしょ!?」

　真っ赤になって否定する桐ヶ瀬を見てると、なんか初々しいなーって思ってしまう。くそー。歳とし食ったせいか、桐ヶ瀬のそんな姿を見てもときめけない。高校時代だったら間違いなくドキドキしてたもんだが。青春は過ぎ去ってしまったのか……。

「なんで、がっかりしてんのよ」

「いや、大人になっちまったんだなって思って」

　それにしても、桐ヶ瀬ってやっぱりしっかりしてるんだな。俺が高校生の頃なんて親がいないと何にも出来なかったもんだけど。

　まだ顔は赤いけど、それでも桐ヶ瀬は俺が部屋にいることを受け入れてくれたのか、ベッドに腰掛ける。俺はその対面の床に座りつつ話しかける。

「それで、桐ヶ瀬の好きなジャンルってなんなんだ？」

「なんだろ。色々あるけど、ラノベとかマンガとかかな」

「ラノベ好きって珍しいな。学生時代、読んでる女子なんて全くいなかったぞ」

「あー、まあね。だって大体が男子向けじゃん」

　桐ヶ瀬はポリポリと頰ほおをかきながら恥ずかしそうにする。自分がレアな存在だって認識はあるらしい。

「や、でもさ。他の男性向けコンテンツでもそうだけど、ラノベって絶対女の子が可愛いじゃん。だから安心して読めるって言うか、読んでて楽しいって言うか。そんな感じ」

「なるほどなぁ」

　ニチアサ見てるのも『ヒロインが可愛いから』って言ってるしな。それが桐ヶ瀬にとって重要な要素なんだろう。

「あ、じゃあ。今期アニメ化したのも見てるのか？」

　そう言った瞬間だった。桐ヶ瀬の顔が真っ赤に染まったのは。ことあるごとに赤くなってるけど、赤面症か何かか？

「み、見てるわけないでしょ、あんなエッチなのッ」

「そんなエロかったか？」

　乳揺れだのパンチラだのはあった気はするが、マッパになって規制入るような作品ではなかったはずだ。

「エッチだった……。ヒロイン可愛いから見たのに、画面に映る度に揺れるし、見えるし。何なのよ、もう」

「いや、そんな顔覆うほどのもんか？　というか、普段ラノベ読んでるんだろ？　そういうエロいの多いじゃねぇか」

「アタシはエッチなのが好きなんじゃなくて、可愛いヒロインが好きなの。ラノベもお話的にはエモいのが好き。……だから深夜アニメは苦手なのよ。ニチアサみたいに安心して可愛いの見れるのがいい」

　見た目に反して意外に初心うぶだった。

「お前がニチアサに入れ込んでるのって、もしかしてそれが理由？」

「悪い？」

「そんな突っかかるなよ。悪かったって。そういう話は振らないようにするから」

「……約束よ？」

「わかったわかった。桐ヶ瀬が泣くほどそういうの苦手だってのは、よくわかったから」

「な、泣いてないしッ」

「じゃあ、涙目な。どっちにしろ気を付けるって」

　逆にどこまでがオーケーなのかわからないけど。今度探ってみるか。ソシャゲのカードイラストでも見せれば、判定出来るだろう。

　しっかし、そうか。桐ヶ瀬ってギャルっぽい格好だし、ラノベが好きだってことだから、そういうのも平気かと思ってたけど、人は見かけによらないな。気を付けなきゃな。

「な、何よ……ッ」

「人は見かけによらないなって思って」

「いいでしょ別に。というか、あんまりじっと見ないでよ」

「それはさすがに言いがかりだろ。会話してんだから顔ぐらい見るだろ」

「むー……」

　そこで唇を尖らせられてもな。お互いそっぽ向いて会話してる方が変だろ。

「言っとくけど、変なことしたら大声出すからね」

「なんでそういう発想になるんだよ」

「だって、アンタそういうエッチなの見るんでしょ」

　お前のエッチは全然エッチじゃないと言いたいけど、それ言うとまたこじれそうだしな。

「しないしない。女子高生に手を出すとか普通に考えてありえないって」

「信じられるわけないでしょ、そんなこと。大体アンタ、ここに何しに来たのよ？」

　何をしに、か。

　特にないんだよな、これが。

　仕事だってことは、いつも通りにやれば勝手に結果は出るだろうし。味気なくはあるけど、別にそれで構わない。だってここで俺がどれだけ頑張ったところで、その手柄は結局専務のものになるわけだしな。あ、マジでやる気なくなってきた。

「桐ヶ瀬。お前はこの寮を出ていきたいって、そう思うか？」

「そりゃ、まあ。アタシは悪くないし……」

　だよなぁ。桐ヶ瀬からすればそうなるよなぁ。

　自分の大切なものを取り上げようとした学校こそ、悪者だよなぁ。

　子どもじみた二元論だが、桐ヶ瀬はまだ15歳の少女だ。そんなもんだろう。

「でも、戻ったらまた持ち物検査があるわけだよな」

「うん、まあ、そう」

　奥歯にものが挟まったかのように答える桐ヶ瀬。もどかしいって言うか、やり切れないんだろうな。

　こんな寮に押しやられて〝問題児〟なんて呼ばれるのは嫌だ。

　でもだからと言って、一般寮に戻って持ち物検査で自分が好きで持っているものを取り上げられるのも嫌だ。

　子どもの駄だ々だと切って捨てるのは簡単だが、それじゃあ意味がないしな。

「むー……」

　難しそうな顔をして何やら考えているが、実際のところ桐ヶ瀬は、考えて行動するのがあまり得意ではないんじゃないだろうか？

　こいつが〝問題児〟として見なされた時の行動からして、感情任せな部分があるし。

　ただまあ、その行動は褒められたものじゃないとしても、その真っすぐな怒りや、思ったことをやろうとする姿勢は嫌いじゃない。

「〝問題児〟って呼ばれるのはムカつく。でも、人の大事なものを取り上げようとする学校もムカつく」

　自分でも答えが出せていないもどかしさに唇を尖らせる桐ヶ瀬。それが、彼女の本音なのだろう。

「そうか」

　頷きつつ俺は部屋を後にするため立ち上がる。ひとまず桐ヶ瀬の本音が聞けてよかった。

「ありがとな、話してくれて。桐ヶ瀬のことが少しわかった」

「あっそ」

「案外エロいのダメとかな」

「なあ!?」

「じゃあ、またな」

「さっさと帰れッ」

　そんな怒鳴り声に見送られ、俺は桐ヶ瀬の部屋を後にする。

　さて、それじゃあもう１人のとこに行こうか。
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「おーい、葦谷ー。もしもーし」

　そして俺は再び葦谷の部屋の前にいた。用件はもちろんお裾分けを渡すため、という口実の元、彼女と話をするためだ。桐ヶ瀬ほど簡単に会話が出来るとは思わないが、それも回数を重ねていけば何とかなるだろう。

　と、思ってはいるのだが、

「今度もまた反応なし、と」

　いくらノックをしようが、呼びかけようが中からは全くもって反応がない。さて、どうしたものかと思いつつ、途方に暮れることすでに10分が経過している。どこぞのテレビ局の集金係に比べればまだマシだが、それでも女子高生が暮らす部屋の前でたたずむ成人男性というのは、なんて言うか絵面的によろしくない気がする。

「葦谷先輩なら、多分まだ帰ってないよ」

　と、いつの間にやら廊下に出てきていた桐ヶ瀬が声をかけてくる。若干顔が赤いのは、先ほどのやりとりを引きずっているからだろうか。本当に初心だな、こいつは。

「帰ってないって、そりゃ噓うそだろ。これ作るのに使った材料は葦谷から貰もらったんだぞ」

　そう、確かに放課後一度は寮に帰ってきているのだ。会話もしたし、世話にもなった。

「それは知らないけど、あの人、いっつも一回帰ってきたらまた出てくよ。んで、遅くまで帰ってこない」

「遅くまでって……」

　ポケットからスマホを取り出し時間を見る。

　20時23分。

　外は十分に暗く、外界から隔絶された白嶺女子の敷地内は耳が痛くなるほどの静寂に満ちている。それこそ、廊下の声が部屋に届いてもおかしくないほどに。

「アタシも別に先輩と仲いいわけじゃないからホントのことは知らないけど、噂うわさは聞いたことあるよ。それが原因でこの寮に移ってきたって話も」

　噂。

　寮に移ることになった原因。

　問題児。

「援交疑惑……」

　資料には確かにそう書いてあった。

「ホントかどうかは知らないけどね。帰ってくるのも、いっつも21時超えてぐらいだし、案外やってたりしてね」

「冗談だろ……？」

「だから知らないって。先輩って何にも喋らないし、アタシもそんな噂ある人に話しかけるの怖いし。知りたきゃ聞いてみれば？　さっきみたいに強引に、さ」

「思い出してちょっと照れてんじゃねぇよ」

「な!?　うっさいし。照れてないからッ」

　あー、はいはい。そういうやりとりは今はいい。

「それより問題は葦谷だな」

「いや、それよりって。何その言い方……」

　桐ヶ瀬さん。何か不満があるなら、もうちょっとはっきり言いましょう。そんなぽそぽそ呟かれても、拾っていいのかわかりません。

「桐ヶ瀬」

「何よ」

「ちょっとの間ひとりになるけど、平気か？」

「アンタ、アタシを何だと思ってんのよ……。平気だっての」

　心底呆あきれかえったようにそう言うが、そこはそれ、やっぱり心配にはなる。

「念のために連絡先だけ教えてくれ」

「もー、そんな心配しなくて平気だって」

「なんかあってからじゃ遅いだろ。ほら」

「わかったわよ」

　おお、さすが女子高生。住み慣れた寮の中でも常にスマホは持ち歩いてんだな。俺なんて家の中じゃ全然持ち歩かないのに。風呂の中までスマホ持ち込むとか、ちょっとよくわからないことする人も世の中にはいるらしいけど。

「じゃあ、ちょっと出てくる。戸締りちゃんとしろよ」

「わかってるっての」

　鬱陶しそうに答える桐ヶ瀬に送り出され、暗い敷地内を歩む。日が高い内はそうは思わなかったけれど、夜になると周囲の雰囲気は様変わりする。

　車の音も何もかもが遠い暗がりに、時折揺れる木々の梢こずえが恐怖心を搔かき立たてる。街灯なんて親切なものはポツポツとしか設置されておらず、都心の街並みがいかに光で溢あふれかえっているかがよくわかる。というか、白嶺女子の敷地内が異常なのだ。なんだここ、ホントに都内の一等地なのかよ。暗いし静かすぎる。

　内心ビクビクしながら進めば、ようやっと正門へと繫つながる広い通学路へと出る。さすがに退勤する教師や、同じ敷地内にある大学のキャンパスへと繫がっているのもあってか、ここは普通に明るい。

　正門脇にある守衛室で外川副校長から預かっている入校証を提示する。ジロリと無言の視線を守衛のおっさんから貰いつつ校門を抜ける。

　さて。どうしようか。

　何となく葦谷のことが心配になり出てきてしまったのはいいが、ここからどこに行けばいいのかが全然わからない。正門前の道路は左右に延びており、右手が駅の方へ、左手がここら一帯に広がる高級住宅街へと続いている。

「右、かな」

　行く当てがないため、とりあえず人通りが多そうな方へ歩みを進める。右手には背の高いフェンスと、鬱うつ蒼そうとした木々で区切られた白嶺女子の敷地が広がっている。意識することがなければ何ともないが、一度中に踏み込んだ人間としては、外との雰囲気の落差を如実に感じ取ってしまう。

　と、考え事をしながら10分ほど歩いていれば、目の前に総毛立つ光景が広がっていた。

　どこかの大学生だろうか。まだまだガキ臭い男連中が５人ほど、通りに面したファミレスの入り口前で、ヘラヘラとした笑い声を上げているのが見えた。酔っているのか、それともあの年代特有のモラトリアムに浸った空気なのか、とにかく浮ついた空気がこっちまで伝わってくる。

　でも、それだけの風景なら、こんな風に走り出したりはしない。

　問題なのは、その学生たちに囲まれるようにして、ひとりの少女が立っていることだ。

　顔を俯うつむかせ、胸元に抱いたカバンで少しでも男たちを拒否するように、か細い抵抗を見せる女の子。昨日今日で一気に身近なものになった制服に身を包んでいるのは、まぎれもない、葦谷だ。

「何やってんだよ」

　ギリリ、と食いしばった歯の隙間から言葉が漏れる。

　何でこんな夜にひとりで出歩いてるんだ、とか。

　どうして葦谷ひとりをそんな大人数で囲んでるんだ、とか。

　なぜ周りは見て見ぬふりをしてるんだ、とか。

　葦谷に対する心配や、チャラチャラしてる男どもへの怒りや、顔を伏せて行き過ぎる周囲の人間への苛いら立だちなんかを抱いた勢いで、10メートルほどの距離を一息に駆け抜ける。

「はっ、はっ、はっ」

　ああ、ちくしょう。歳としか、こりゃ。たった10メートルぽっちだぞ。その程度走っただけで、なんでこんなに息上がってんだ。──でも、今はそんなことより。

「わ、悪い。待たせたな」

「え……」

　男たちの間に強引に割入り、葦谷の手を握る。なんだよ、そんな震える必要ねぇだろ。それとも、そんなになるほど怖かったのか？

「ほら、行くぞ小百合」

　エロゲの鉄板シチュエーションだな。なんてことを頭の片隅で思いながら、葦谷を引き寄せるように腕を引く。

　名前を呼んだのはやりすぎだったか？　でも、こういう時は無言で連れ出すんじゃなくて、さも知り合いであるかのように名前を呼んだ方がいいんだろ？　だとしても、いきなり名前で呼んだのは失敗か？　葦谷も戸惑ってるし、やっぱりエロゲの知識なんて現実じゃ役に立たないか。

「……肇さん」

　なんて杞き憂ゆうはどこにも存在しなかった。ホッと安心したように名前を呼んでくれる葦谷を引っ張り、その場を後にしようと歩みを進める。

　周りの大学生連中には、何か文句でもあんのかとばかりに睨にらみをきかせば、さっきまでの浮ついた空気はどこへやら、仲間内で視線を交わし合い、「だりー」なんて言い合いながらめんどくさそうに去って行く。

　なんか、ここから怒り狂った若者相手に鬼ごっこでもするのかと思ってただけに、拍子抜けしたと言うか安心したと言うか、最近の若者の淡白っぷりに救われた。

「あ、あの」

　しばらく歩みを進めたところで、背後からか細い声をかけられ振り返る。見れば葦谷が困惑した視線を向けてきていた。

「ん、ああ。悪い」

「……いえ」

　握ったままになっていた腕を放すと、葦谷はピタリと立ち止まる。俺らの横を車が１台通り過ぎる。光から陰へと落とし込まれる葦谷の姿に、何となくあの男連中が彼女を囲っていた理由がわかった。

　確かに声をかけてみたくなる雰囲気をしている。出会った時から何度となく思ったが、制服越しでもわかる肉感的な体つきは男を誘うには十分で、長い前髪と俯きがちな視線のせいで、どこかか細く頼りなさげな印象を抱いてしまう。そこらの男に彼女の写真を見せれば、ほとんど全員が抱いてみたいと言うんじゃないだろうか。

「で？」

「え……？」

「なんで、あんなとこにいたんだ？」

　心配のあまり、強い言葉になってしまった。葦谷は申し訳なさそうに肩を落とす。

「その……、えっと、はい」

　尻すぼみになっていく言葉。そうして萎縮させてしまうのは良くない。

「悪い。心配過ぎて言葉が強くなった。……こんな路上で話すのもアレだし、ひとまず帰ろう」

　そう告げて歩き出せば、数歩遅れて付いてくる足音がひとつ。ズッズッと、少し引きずるような歩みに耳を傾けながら、考える。

　さて、彼女とどうやって話せばいいのだろうか。

　悪い娘こじゃなさそうだし、真面目な娘だっていうのもなんとなくわかってる。そして、彼女が極度の人見知りだっていうことも。そんな葦谷から色々と事情を聴くには、正直一筋縄ではいかないのだろう。

　……食べ物で釣れねぇかな。無理か。そんな単純じゃねぇか。犬猫じゃあるまいし。かと言って桐ヶ瀬みたいに趣味が合ってうまくいくとも思えないし。さて、どうしよう。

「うーん」

　なんて考えているうちに気が付けば正門を抜け、学校の敷地内を歩き、あの街灯もろくにないレンガ道を歩んでいる。その間、葦谷との会話はひとつもない。さすがに気まずい。

「……ただいま」

　シンとした玄関に響く、葦谷のポツリとした挨拶。それが妙に寂しく響いた。

「おかえり」

　なんて返す言葉も、夜闇の中に消えていく。

「とりあえず、話聞かせてくれないか？」

「……はい」

　パチリ、と照明を付ければ談話スペースが煌こう々こうと照らされる。

「さて」

　なんて言ったけれど、そこから切り出す言葉なんてひとつもない。というか、葦谷相手に何を話せばいいのかがわからない。桐ヶ瀬は楽だったんだけどな。葦谷もなんかオタク系のグッズを身に着けてたりしないか？

「あー、えっと。とりあえず、何してたんだ、こんな時間まで」

　なんて話しかけていいのかわからないから、言葉までたどたどしくなってしまう。クライアントに無口な人もいたけれど、『仕事』という共通の話題があったから、まだ必要な会話は出来た。

「……」

　しかし、葦谷が相手だとそれも難しい。何を躊躇ためらっているのか知らないが、彼女はこちらを見上げるとすぐに俯うつむいてしまう。その姿は、怒られるのを恐れる子どものようだ。

「何言っても怒ったりしねぇよ」

「え」

　不思議そうな顔で見つめられる。

「俺は別に白嶺女子の教師でもないからな。お前が何してようと、そんな簡単に否定したりしない。だからさ、まずは教えてくれないか？　こんな時間まで何してたのか」

　諭すようにそう語り掛けると、葦谷は何度か視線をさまよわせたあと、ようやく言葉を発してくれた。

「えっと、……アルバイト、です」

「そうか、バイトか。大変か？」

「……はい」

　なんか、これはもうあれだな。話を聞くってよりは、まずは会話出来るようにするのを目標にした方がいいかもな。なんでバイトを？　とか聞いても、葦谷はあんまり話してくれそうにないし、とりあえず俺はお前の話を聞きたいってことだけ伝われば良しとしよう。

「バイトか。懐かしいなー。俺も高校の頃やってたんだよな。ファミレスのキッチンで、夏はとにかく暑くてさ。食材補充する時にわざと時間かけて、冷蔵庫で涼んでたりしたよ」

　大して換気も良くないところに、グリルやらオーブンやら湯煎用のお湯が沸騰してたりするせいで、そりゃもう地獄のような環境だった。キッチン用にピッチャーをかっぱらってきて、水と一緒に使わないレモンの切れ端とか入れて冷やして飲みまわしてたなー。

「当時はなぜか普通にやってたけど、今同じことやれって言われても絶対やりたくねぇな。よくあんな環境で働いてたよな」

「……大変、だったんですね」

「大変どころじゃなかったぜ。終わった後のコックコートとか汗でぐっしょりだし、ひどいときはバイト仲間が脱水症状になったりしてさ」

「……そう、ですか」

　性格なんだろうけど、反応が薄い。どうすれば彼女と会話が出来るのか。下手に雑談するより聞きたいことを聞いた方がいいんだろうか。

「葦谷は？」

「はい？」

「バイト。何してるんだ？」

　まあ、接客系ではないだろう。ここまで人見知りで口下手な少女が客前に立ってるイメージは全くない。とするとデータセンターでの打ち込みや、倉庫内でのピッキングとかか？

「……同じ、です」

　え、噓うそ。とは思っても口には出さない。そんなことすれば、葦谷はまた口を噤つぐんでしまうだろうから。

「ファミレス？」

　こく、と葦谷は小さく頷く。そしてか細く、

「親戚の、レストランで」

　と続けた。

「学校の近くなのか？」

「……はい。歩いて15分ぐらい、です」

「あ、結構近いんだな。どんな店なんだ？」

　そう聞くと、葦谷はポツリと店名を漏らした。チェーンのファミレスにしては聞いたことない店名だから不思議に思って調べてみると、なんともまあ、たまげるような値段が並ぶ高級店だった。

「マジかよ、すげぇな。一回でいいからこんな店で飯食ってみてぇ」

　ボーナス出た後とかなら行けるだろうか。

「まあ、バイトしてるのは別にいいんだ」

「え」

　葦谷は驚いた顔をするが、その程度のことをとやかく言ってもしょうがない。

「それ自体は怒るようなことじゃないしな。それより、さっきみたいなのは、今までにはあったのか？」

「あ、いえ。……今日が、初めて、です」

「そうか。そりゃ怖かったよな」

「あ、はい。……怖かった、です」

　俯いたせいで表情が見えず伝わりづらいが、頷うなずいている以上はそうなんだろう。

「今日はたまたまだったわけだが、一度そういうことがあると俺も心配になるわけだ。仕事とは言え一緒に生活してるし。ただでさえ帰りが遅いみたいだしさ」

「……はい」

「あ、別に責めてるわけじゃないぞ」

　そうなんですか？　と見上げてくる視線に頷くと、葦谷はホッとしたように、そっと口角を上げる。

　なんて言うのか。性格だから仕方ないんだろうけど、俯きがちな葦谷を前に話をしていると、どうしてもテンションが説教臭くなってしまう。そんなつもりは全然ないんだけど、難しいものだ。

「で、だ。なんかあっても困るし。連絡先だけ教えといてくれないか？」

「……」

　あれ、なんかミスったか？

　なんか葦谷が固まってる。

「あー、そうだな。心配なのは本当なんだが、葦谷が嫌だって言うなら無理強いはしない。どうするかは決めてくれ」

　葦谷は上目遣いに前髪の間からこちらを窺うかがってくる。

「あの……」

　と、スマホを差し出してくる彼女の表情は決意に満ちている。

　連絡先ひとつでそんな大おお袈げ裟さな、と言いたくもなるが、その真剣な眼まな差ざしを見るに、彼女にとってはそうでもないのだろう。

「……どうぞ」

「サンキュ」

　彼女のスマホに表示された二次元コードを読み取る。表示されたアカウントを、追加する。

「……お」

　スタンプ来た。なんかゆるーい感じの狐きつねのやつ。『よろしくお願いします』だってさ。

「あ」

　だから俺も返す。あいにくとスタンプはアニメ系のやつを買い集めてるだけだから、公式キャラのあれだけどな。……もうちょっと普通のも買っとくか。

「あれだ。今度はバイト終わるころにメッセージしてくれ」

「え、でも」

「また、今日みたいなことがあったら大変だろ？」

　な、と子どもに言い含めるように言葉をかける。

　スマホの画面と俺の顔を交互に見た後、彼女はこくんと小さく頷いた。
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「メッセージ？」

　あの後、互いに連絡先を交換し合った俺と葦谷は、何だか少しだけ親しくなったような空気を共有しつつ、それぞれの部屋へと戻っていった。葦谷は母屋の２階にある彼女の部屋へ、俺は離れに用意された自分の部屋へ。

　そしてしばらくぼんやりした後、シャワーを浴びて戻ってくると、スマホがチカチカと通知してきているのを見つけた。

「葦谷から……？」

　疑問と一緒に、驚きがやってくる。

　まさか彼女から連絡が来るとは思ってなかっただけに、その通知はかなり意外で、そして興味をそそるものだった。一体、彼女はどんな内容を送ってきたのだろうか。

《さっきお話ししそびれてしまったことがあります。今、大丈夫でしょうか？》

　メッセージが来てたのは、２分前。俺はすぐさま画面をタップする。

《ちょうど風呂から上がったところだ。いいぞ。どうした？》

　まるでずっと画面を見ていたかのような速さで既読が付く。

《お風呂、私はまだです》

　俺から送っておいてだけど、その情報はいらなかったな。余計な想像が搔かき立たてられる。

《ありがとうございます。あと、さっきはごめんなさい。バイトのこと、怒られると思ってたので、怒られなくてびっくりしました》

　そんなこと心配してたのか。つくづく真面目な奴やつだな。

《それと、今まで心配してくれる大人の人がいなかったので、驚いてしまいました》

　メッセージのすぐ後に、ペコリとお辞儀した狐のスタンプ。あいつ、これ好きなのか。

《私がアルバイトをしている理由についてです。それが、〝問題児〟と呼ばれている原因でもあるんです》

　そのメッセージに、タップしようとしていた指が止まる。顔が見えないから、葦谷が今どういう気持ちでこれを送ってきているのかがわからない。

　数十秒の逡しゆん巡じゆん。結局俺は、

《聞きたい。教えてくれ》

　とだけ返した。

《私の家は母が入院しています》

　おっといきなり家族の話か。もしかして重いやつか？　こういう話こそ、顔を見てしたいものだが、葦谷の場合そっちの方が難しいだけに歯がゆさがある。

《父は母の入院費と私の学費を稼ぐために単身赴任をしています》

《すごい親おや父じさんだな》

　名門だけあって白嶺女子の学費は、やはりそれなりにする。娘をそんな学校に通わせつつ、嫁の入院費まで稼ぐなんて、一体どれだけ稼いでいるんだ。

《優しい父です》

　そして、ペコンとスタンプが送られてくる。狐の親子が手をつないでいる温かな１枚。それだけで葦谷が親父さんをどう思っているのかがよく伝わってきた。

《母も、いつも明るくて、私の心配をしてくれるんです》

　また、同じ親子狐のスタンプ。今度はおふくろさんなんだろう。やわらかなタッチで描かれた子ぎつねが、とても嬉うれしそうにしている。

《いいご両親だな》

《私の自慢です》

　心なしか、画面に表示される文字まで楽しそうに躍っている。

《だから、私は少しでも父の負担を減らしたくてアルバイトをしてます。せめて生活費ぐらいは自分で、と思ってます》

　むん、と顔の横で両手を握っている狐のスタンプ。

　なんか、スマホを通したやりとりだと随分と印象が変わるな。明るくておしゃべりだ。

《でも、学校はそれを許してくれません》

《だろうな。白嶺女子って、その辺固そうだし》

　そう送ると、すぐにしょんぼりした狐のスタンプが返ってくる。

《だけど、私も家族の一員だから、父と母に、私だって力になれるって伝えたいんです。……学校が許してくれなくても》

　そのメッセージが、葦谷の決意を端的に言い表していた。たとえ学校に反対されようとも譲れない。だからバイトも辞めない、辞めたくない。あの長い前髪の向こうから、そんな気持ちのこもった眼差しを向けられている気分になる。

《それ、学校にはちゃんと伝えたのか？》

《……》

　躊躇ためらいを示すようなメッセージ。

《……いいえ》

　そして送られてくる、端的な否定の言葉。

　まあ、そうだろうな、という納得もある。まさか学校の教師とこんな風にメッセージでやりとりをするわけにもいくまい。

　もっと緩い学校ならともかく、天下の白嶺女子でそんなことが許されようはずもない。

《アルバイトをして遅くなって、何度も寮の門限を破ってしまいました。そのたびに怒られて、もう次はするなって言われてましたが、私は辞めませんでした》

　俺が送るより先に、追加のメッセージが送られてくる。

《辞めたくなかったから》

　端的な言葉だからこそ伝わってくるものがある。

《お父さんとお母さんの力に、少しでもなりたかったから》

　それが葦谷の本音なのだと聞くまでもなく伝わってくる。

《だから、アルバイトを辞めないで、私は〝問題児〟になりました》

　そして、この〝問題児〟用の寮に押し込められて、それでもまだ続けているのか……。

　なるほど。事情は理解した。

　葦谷の気持ちも、どうして〝問題児〟なんて呼ばれているのかも、全部わかった。

《話してくれてありがとう。ご両親のためにって、葦谷の気持ちはいいことだと思う。そのために自分に出来ることをしてるのも、偉いと思う》

　高校生の内に『家のために』って行動できるのは素直にすごい。俺なんて学生時代は自分のことばかりだったし。

《ありがとうございます。……初めて、褒められました》

　ポンと照れた仕草をした狐のスタンプが送られてくる。それが葦谷と重なり、なんだか微笑ほほえましくなりつつ続きを打つ。

《でもさ、やっぱりこんな遅くまでひとりで出歩くのは危ないんじゃないか？　今日みたいなこともあったわけだし》

　さっきの光景を思い返せば、やっぱり肝が冷える。何かがあってからじゃ遅いという危機感がふつふつとこみ上げる。

《バイト辞めろとか、そういうことは言わないけど、気を付けた方がいいとは思う》

　とは言え、どうしたものか。具体案を何も提示しないままに、気を付けろと言ったところで、そんなの何一つとして解決にはつながらない。まるで意味がない。

　もうちょっと早い時間のシフトにすればって思ったけど、日中は普通に学校行ってるわけだしなぁ。どうすっか……。

　ひとつ、考えがないわけじゃない。

　単純な話、俺が葦谷を迎えに行けばいいのだから。

　今日みたいにバイト先から一緒に帰ってくれば、それで済む話だ。しかしそうは言ったところで、俺も20時過ぎまでは確実に仕事があるわけでって、

「あ、そうか」

　考えているうちに思い出した。

　もうないじゃん、仕事。

　いや噓うそ。あるけど、オフィスに遅くまで残ってやる必要はどこにもない。現に今日だって夕方ごろに暇を持て余して難儀してたわけだし。だったら、何も問題ない。

《俺が迎えに行こうか？》

　既読。しかし返信が来ない。唐突過ぎたか、と思い始めたところで、

《…………いいんですか？》

　なんて一言が返ってきた。

《ああ、問題ない。正直、俺も夕方以降は暇してるし》

　そんな自分自身のメッセージに、とてつもない違和感を覚える。

　平日の夕方以降に暇があるって、なんかすげぇな。台風が近づいてるとかで、帰宅困難になる前に帰れって言われたみたいで、ちょっとテンション上がる。ヤバい。

《あの、それじゃあ、……お願いします》

　ぺこりと頭を下げた狐のスタンプ。

《ありがとうございます。両親に心配かけたくないので》

　そして葦谷の本心とも取れるメッセージ。

　それに対して俺は、今はじめて気づいた嬉しい事実を嚙かみしめつつ、短くこう返した。

《任せろ》
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　５月19日の土曜日。俺が〝ＪＫ案件〟の担当として白しら嶺みね女子の問題児寮で生活をするようになってから約２週間が経過した。葦あし谷や小さ百合ゆりと桐きりヶが瀬せ詩し緒お。２人の女子高生と過ごす生活は、今のところ特に問題らしい問題もない。

　葦谷とは、彼女が週４で入れているバイト終わりの帰り道を共にするようになった。相変わらず口数は少ないものの、バイト先でのことや、家族のことなど、最初の内はメッセージばかりだったけれど、それでも少しずつ会話をしてくれるようにはなった。

　桐ヶ瀬はもっとわかりやすい。放課後、寮へと帰ってきた彼女は荷物を部屋へ上げるのももどかしく、玄関側の談話スペースでひとしきりしゃべり倒す。昨夜見たアニメの話、マンガの最新刊について、ソシャゲのイベント攻略など、ほとんど全てがオタク的な会話に終始するが。

　しかし、そんな彼女たちの姿を見ていると思うことがある。

　それは本来、学校で友人とするものじゃないのか、と。

　朝起きては学校に向かい、夕方寮に帰ってくる。彼女たちの生活は実に淡々としている。コンビニで買い食いをするでもなければ、フードコートで駄だ弁べって帰ってくることもない。

　寮が学校と同じ敷地内にあるからかもしれない。

　他の生徒たちも皆、同じような生活を送っているのかもしれない。

　それでも、彼女たちの口から学校での出来事が何にも出てこない。

〝問題児〟

　葦谷小百合と桐ヶ瀬詩緒に貼はられたレッテル。

　それが彼女たちの日常に灰色の影を落としているのでは、と邪推してしまう。

　合わせて気になるのが、葦谷と桐ヶ瀬の寮での過ごし方だ。特別仲がいいわけではないのは知っていたが、

「あいつら、会話しないんだよな」

　そんなこと口出しするまでもないと言えばそうなのだが、やはり気になりはする。

　この広い寮の中、たった２人で生活をしているのだ。べったり仲良くする必要はないだろうけど、一言二言ぐらいの会話はあってもいいのではないだろうか？

　それとも、最近の女子高生はそんなものなのだろうか？

　ＪＫと言えばグループでお喋しやべりというイメージが強すぎるせいか、今の葦谷と桐ヶ瀬の関係性が、どうにも淡白過ぎるように見えてしまう。

「しかしなぁ、そこまで介入するってのはどうなんだ……？」

　ソシャゲの周回を進めつつ、ひとりごちる。部屋の中に最低限のものしかないせいか、他に暇つぶしの方法がなく、起きてからずっとこんな調子だ。もう昼前だってのに、勿もつ体たいない過ごし方をしている気はするけれど。

「ダメだ。考えてたってモヤモヤするだけだ。どっか出かけよう」

　バッと起き上がった俺は布団をたたみ押し入れへと仕し舞まい込こむ。ひとり暮らしをするアパートではベッドを使っているからか、この動作も新鮮だ。

　そうして布団を上げてしまえば、部屋の中は途端に殺風景になる。

　冷蔵庫に調理器具、エアコンは部屋に備え付けではあるものの、それ以外にはテーブルすらない状況だ。おかげでこの２週間は飯を食う時はシンクで立ち食いか、床に直接置くという、なんともさみしい食事風景だった。

　ここに来た当初は気にもしなかったけれど、２週間も経たてばさすがに思い直す。こんなミニマリストみたいな部屋での生活をあと２か月も続けるのは嫌だ。

　せめて最低限の家具ぐらいは揃そろえたい。

　と、思ったところでピンと来た。どうせなら葦谷と桐ヶ瀬を誘おう。あからさま過ぎるかもしれないが、それで少しでも２人が話す機会になれば儲もうけものだ。

「うまくいくかどうかは、まあ、やってみてだな」

　善は急げ。俺はさっさと身だしなみを整えると、そのまま母屋へと向かう。

「桐ヶ瀬ー。いるかー」

　コンコンとノックをして呼びかければ、すぐさまドアが開き桐ヶ瀬が顔を覗のぞかせる。

「何？」

　ラフなＴシャツにハーフパンツ。休日感満載な服装をしていても、髪はしっかり整えている辺りは、さすが女子高生。

「必要なもんの買い出しに行きたいんだけど、ちょっと手伝ってくれないか？」

「え～……」

「いや、そんな嫌そうな顔すんなよ」

「だってめんどくさいんだもん。いいじゃん、１人で行けば。それにアタシ、今日は引きこもるって決めてるし」

　だろうな。そういう格好してるし。

「その割には髪はちゃんとしてるんだな」

「う、うるさいな。男がいるのに変な格好出来るわけないでしょ」

「へぇ。そういうとこはちゃんと意識してんだ」

「い、いいでしょ別にッ」

　褒めたのになんでそんなに突っかかるかな。

「ああ、そう言えば桐ヶ瀬。お前、昨日発売の新刊買ったか？」

「まだだけど」

「今日、一緒に買っちまおうと思ってんだけど、読むか？」

「読む！」

　おーおー、顔輝かせてからに。そうかそうか、そんなに楽しみだったのか。

「よし、じゃあ新刊貸してやるから、手伝え」

「ズルくない、それ!?」

「ズルくない。働かざる者食うべからずって言うしな。ほら、わかったらさっさと準備しろ」

「むー……。納得いかない」

　部屋に引っ込んでいく桐ヶ瀬を見送り、俺はその足でもう１人の部屋へと向かう。

「……はい」

　こちらもノックをすればすぐに顔を覗かせる。

　そしてさすがは葦谷だ。気が抜けまくりの桐ヶ瀬とは違い、土曜日だってのにしっかりとした服に身を包んでいる。

「これから生活用品の買い出しに行くんだ。一緒に来てくれないか？」

「……あ、はい。わかりました」

　しかもあっさりオーケー。桐ヶ瀬と違ってごねたりはしない。やっぱり葦谷は素直ないい娘こだな。

「じゃあ、下で待ってるから、準備出来たら来てくれ」

「……はい」

　パタンと閉じる扉から離れ、先に階下の玄関へと向かう。通り過ぎる廊下に並んだ扉は６つ。葦谷と桐ヶ瀬が１部屋ずつ使っているから、残り４部屋は空室だ。

「……あの、お待たせしました」

　そして俺が玄関で靴を履いて数分としないうちに葦谷が２階から降りてくる。

　シャツの上に薄手のカーディガンを羽織り、下はデニムを穿はいた至ってシンプルな格好は、落ち着いた色合いもあり、なんとも葦谷らしい装いだ。

「もう、出かけるなら出かけるって先に言ってよね」

　次いで降りてきた桐ヶ瀬も、実に彼女らしい格好をしている。肩を出した薄手のニットに、大きく太ももを露出させたショートパンツ。色合いも何となくだが、葦谷が着ているやつよりもパッキリしている気がする。この見た目とファッションセンスでオタクだって言うんだから、ギャップがすごい。

「……葦谷センパイ」

「……はい」

　お互いの姿を認めた葦谷と桐ヶ瀬がじっと見つめ合う。気まずいと言うか、何を話せばいいのかわからずに戸惑っている様子。まあ、そりゃそうだろう。普段から会話の一つもしないのだから。

「むー……」

　唸うなりつつ桐ヶ瀬が複雑そうな表情でこちらを見やる。まるで自分の思い通りにいかない時に子どもがするような顔だ。

「いいだろ、たまには３人で出かけるのもさ」

　俺の言葉に、桐ヶ瀬は唇を尖とがらせる。不満たらたらって感じだな。

「どういうつもりよ」

「どうもこうも、俺が２人の手が必要だから呼んだんだ。ほら、行こうぜ」

「アタシ、葦谷センパイのこと、よく知らないんだけど」

「これを機会に知ったらいいんじゃないか？」

　そう言いつつ桐ヶ瀬を背に、すでに靴を履いていた葦谷と連れ立って外へと出る。

　まだ夏ではないけれど、着実にその足音が聞こえてきそうな空気だ。目の前のレンガ道へと落ちる木漏れ日は穏やかに揺れている。

「桐ヶ瀬、行くぞ。早くしねぇと新刊読めねぇぞ」

「わかってるッ」

　鋭い返答の後、カラリと引き戸の閉められる懐かしい音が響く。

「鍵」

「ん」

　ぶすっとした態度の桐ヶ瀬から寮の鍵を預かる。これ、予備とか預かっておいた方がいいな。じゃないと、俺ら３人の内誰かが必ず寮にいなければいけなくなるし。

「んじゃ、行くぞ」

「……はい」

「はーい」

　素直に頷く葦谷と、そっぽを向き不本意さを隠そうともしない桐ヶ瀬を連れ立ってレンガ道を歩いていく。
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　ということで、やってきましたショッピングモール。

　さすがに土曜日だけあって至る所で人がごった返している。

「あの。何を……？」

「とりあえず生活必需品を一通り揃そろえるのと、簡易でいいから家具が欲しい。せめてテーブルぐらいないとやってらんねぇ」

　そう言いつつフロアマップを眺めていく。全３フロア。ただし１フロアごとがアホみたいに広い。ぐるっと回って見るだけでも小一時間はかかりそうだ。

「買い物は後でまとめてすればよくない？　とりあえずブラブラしようよ」

「なんでいきなり積極的になってんだよ」

「いいじゃんいいじゃん。ほらほら早くー」

　先ほどまで不ふ貞て腐くされていたのは一体どこの誰だと言いたくなるぐらいに、桐ヶ瀬は妙にテンション高く歩き出す。

「なんか久しぶり、こういうの。せっかくだし色々見たいよね」

「生活必需品買いに来たって言ってんだろ」

「えー、それだけじゃつまんない。ウインドウショッピングぐらいさせてよ」

　そうは言うが、それに付き合ってたらどれだけ時間かかるんだよ。俺は知ってるぞ、女の買い物は長いって。

「ほら、行こー？」

「あ、おい。仕方ねぇなぁ」

　機嫌よく歩き出す桐ヶ瀬の後に続きフロアの中を移動する。身動きが取れないほどではないが、多くの人が行き交う通路は、気を付けていないとぶつかりそうになってしまう。

　そんな中を桐ヶ瀬はこちらのことなどお構いなしに歩んでいく。

「葦谷、付いてきてるか？」

「……はい。すごいですね」

「全くだ。揃いも揃って他に行くとこないのかよ」

「私たちも、同じです」

　クスリと小さく笑う葦谷。心なしかいつもより楽しそうな雰囲気に、何だかんだ言っても女子高生なんだと思う。こういうところは興味あるんだろうな。

　周囲を見渡しながら先頭を行く桐ヶ瀬。その数歩後ろを俺と葦谷は付いていく。

「葦谷も何か気になるものがあれば言っていいんだぞ」

「……あ、いえ。私はそんな」

「ちょっと、なんでセンパイにはそんなに優しいのよ。アタシにはあんななのに」

「そりゃ、普段の行いだ。お前より葦谷の方が聞き分けがいいからな。今日も文句ひとつ言わずについてきてくれたし」

　振り向き不満そうにする桐ヶ瀬にそう伝えると、彼女は何かを思案するように視線を切る。そして次の瞬間には、

「センパイって、普段どんな服着てんの？」

　小走りで葦谷の隣に収まると、その腕を取り尋ねたのだった。その様子に俺は少なからず驚いた。まさか桐ヶ瀬から葦谷に話しかけに行くとは。

「……何よ、その顔。せっかく一緒に来てるんだから、いいでしょ、別に」

「まあ、そうだな。仲良くしようとするのはいいんじゃないか？」

「ふん」

　ぷい、と照れくさそうに顔を背ける桐ヶ瀬。その様子を微笑ほほえましく見つめる。

　しかしそうなると困るのは、桐ヶ瀬と俺との間に挟まれた葦谷だ。案の定どう振る舞っていいのかわからずに困惑した眼まな差ざしでこちらを見てくる。

　こいつはこいつで変にしっかりしたところがあるせいか、他人に甘えるのも甘えられるのも苦手そうだ。何事も自分ひとりで何とかしちゃおうとするタイプ。日々の生活も、休日のプライベートも含めて、な。

「ほら、葦谷。桐ヶ瀬が聞いてるぞ、どんな服を着るのかって」

　助け舟と言うには大おお袈げ裟さだが、そうして２人の間を取り持つ。元々、今日ここに来たのはそれが目的なところもあるしな。

「えっと。……服、ですか？　その、普通のを」

「いやいや、それじゃわかんないし。ほら、色々あんじゃん」

「え、えっと……？」

　桐ヶ瀬が指さした先には、いくつかのファッションブランドのテナントが並んでいる。葦谷は忙せわしなく視線を泳がせた後、またも助けを求めるようにこっちを見る。見られたところで、女子高生のファッションなんか知らんけどな。

「あー。服についてはよくわかんねぇけど、あれとか似合うんじゃないか？」

　と、適当に目に付いたマネキンを指さしてみる。恐らくこれからの季節を意識してなのか、爽やかなスカイブルーのロングスカートに、ノースリーブの白いブラウスの組み合わせだった。ブランドは、ふむ、読み方がわからん。

「えー、なんか無難」

「でも、きっと葦谷に似合うぞ」

「そうだけど。なんかもうちょっとないわけ？　こう。『これこそセンパイのために仕立てられた１着だ』みたいな見立ては」

「既製品に何を期待してるんだよ」

「わかってないなー。大事だよ、そういうのって」

「だから言っただろうが、『葦谷に似合うぞ』って」

　まずは人の話を聞け、女子高生。

「だから、それがまず無難なんだって。もっとこう、ちゃんと褒めてあげなきゃ。ていうか、あれ、センパイは？」

　言われ、キョロキョロと辺りを見渡す。

　ちょっと桐ヶ瀬とのおしゃべりに夢中になっていたら、あの長い黒髪姿が忽こつ然ぜんと消えていた。どこいったよ、おい。

「あ、いた」

　と、桐ヶ瀬の視線を追うと、確かに葦谷はいた。そこは、俺がつい今しがた似合うんじゃないかと言ったマネキンの前だ。

「センパーイ、どうしたの？」

「あ、はい。……これ」

　と、葦谷が指さす先には例のマネキンが。

「うーん？　試着したいの？」

　桐ヶ瀬の問いかけにコクリと頷く葦谷。チラリと前髪越しに見上げられる視線に、妙な照れくささを覚えて、思わずそっぽを向いてしまう。

「じゃあ、頼んでみよっか」

「お願い、します」

　というか今更だけど、なんで先輩なはずの葦谷が敬語で、後輩である桐ヶ瀬がタメ口なんだろうな。らしいっちゃらしいけど。

「すみませーん」

　と、桐ヶ瀬が店員の元へと駆けていくのを見やりつつ、横に立ちマネキンを見上げている葦谷の顔を窺うかがう。

「？」

　不意打ちにも近いタイミングで見上げてくる視線に迎えられた。思わず、「あー」などと無意味な声を発してしまう。

「別に、無理しなくていいんだぞ」

「え？」

「葦谷のことだから気を利かせてくれたのかもしれないけど、自分が好きなものを着た方がいいと思うぞ」

　そう言えば、葦谷はフルフルと首を振る。これまで俺の言葉には頷くばかりだった葦谷が、まさかそんな反応をするなんて思ってなかったから、素直に驚いた。

「着てみたいと、思いました」

　そうしてぽつりと呟かれた声は、ショッピングモールの雑踏にかき消されるほどに小さく、それでも俺には届くほどに強かった。すぐに俯うつむいてしまった頰ほおは赤く染まっている。

「そうか。ありがとな」

　と、それだけしか言えない。

　スン、と鼻をすする。

　なんだか少しだけこそばゆい。

「お待たせー」

　戻ってきた桐ヶ瀬の側そばには店員さんがいる。まだまだ若いその人は、俺と葦谷をキョロキョロと興味深そうに見やった後、何も言わずに試着室の方へと案内してくれる。

「では」

　葦谷が手渡された服と一緒に中へと入れば、後には手持ち無沙汰になった俺と桐ヶ瀬が残される。

「ひひ」

「何だよ、変な笑い方して」

「えー、だって楽しいんだもん」

「こんなおっさんと一緒なのにか？」

「アンタは、そんなにおっさんって感じじゃないよ。お兄さんとの中間ぐらい」

「なんだそりゃ」

　さあ、なんだろ。と笑う桐ヶ瀬は、確かに楽しそうだ。まるで、普通に友達と買い物に来ているようでもある。

「高校入ってから初めてだから。こうやって誰かと週末に買い物するの」

「そうか」

「うん」

　それ以上は桐ヶ瀬が口にすることはない。

　まあでも、これで彼女が妙にテンション高く楽しそうにしてた理由もわかった。

「お前もなんか試着してみたらどうだ？」

「んー。でもこのショップってアタシっぽくなくない？　ラインナップも清せい楚そ系だし」

　言われ周囲を見渡す。

「確かに」

「や、そこは『そんなことない。桐ヶ瀬にも似合うぞ』って言うとこじゃないの？」

「『そんなことない。桐ヶ瀬にも似合うぞ』」

「心こもってなーい」

　そうしてケラケラ笑う桐ヶ瀬が、ペチンと腕を叩たたいてくる。本来だったら、俺みたいな年の離れた男じゃなく、同年代の友達に触れていたであろう手のひら。

「葦谷の試着が終わったら、桐ヶ瀬に似合いそうな服も探しに行くか」

「えー、いいよ。それよりアタシ本屋行きたいんだけど。新刊チェックしたい」

「俺から借りパクする気のあれか」

「しないから、そんなの。でも、それなくても本屋は行きたい。とにかくこういうとこ来たらとりあえず行くのがオタクの嗜たしなみじゃない？」

「わかるわ」

「でしょー」

　なんてやりとりをしていると、目の前のカーテンが引かれ、着替えた葦谷が出てきた。

「ほらな」

「なんか、そのドヤ顔ムカつく」

　見立て通り、と鼻高々になる俺に桐ヶ瀬が笑って返す。

「あ、あの……？」

　葦谷が恥ずかしそうに、それでも窺うような視線を向けてくる。彼女の心情を表すように肩が縮こまってしまっている。

「似合ってるから、もっと堂々とした方がいいぞ」

「くっさいセリフ」

「うるせぇ」

　桐ヶ瀬からのツッコミを瞬時に黙らせる。お前、さっきと言ってること違くないか。

「え、えっと……。こう？」

「ああ、いいと思う」

　意外なことに、桐ヶ瀬は身を捻ひねりヒラリとスカートの裾を舞わせてみせた。やっぱり恥ずかしそうだけど、それでも紅潮した頰に浮かぶ笑みから、何だかんだこいつも楽しんでいるのがわかって、俺まで嬉うれしくなってくる。
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「センパイセンパイ。それ着るなら、これも履いてみません？」

　こいつはまたどこから持ってきたのか、革で出来たサンダルブーツを葦谷の足元に置く。

「あ、っと」

「ほらぁ、肩ぐらい貸してあげなよ」

　うるせーな。わかってるからわき腹を小突くな。

「葦谷。摑つかまれ」

「あ、はい」

　低めとは言えヒールが付いているせいで、履きにくいのだろう。ふらつく葦谷を支えてやる。遠慮がちに置かれる手の熱さを意識しないようにしながら、履き終えるのを待つ。

「あ、いいじゃん。ねえ？」

「お前、さっきは無難って言ってたよな」

「もう、いちいち細かいなぁ。そんなことより言うことあるでしょ？」

　そうツッコむ桐ヶ瀬に促され、葦谷の方を見る。

　ハイウエストのスカートは雨上がりの空のように爽やかで、くびれの部分で締まっているからか葦谷のスタイルの良さを際立たせている。それに合わせた白のブラウスもよく似合っているし、最後に桐ヶ瀬が持ってきたサンダルブーツも涼しげでいい。

　夏場にこんな少女が隣を歩いてくれたら、きっといろんな連中に自慢できるに違いない。

「可愛いぞ」

　笑いながらそう告げると、葦谷は恥ずかしそうに俯いてしまう。

「あ、ありがとう、ございます」

　小さな声で告げ、彼女はすぐに試着室に引っ込むと、さっきよりずっと短い時間で着替えてきた。そしてそのまま何も言わずに今試着した一式をレジへと持って行ってしまった。

「いいのか、他にも見なくて」

　と、聞いても、

「……これが、いいです」

　と、言って譲らない。

「特別な１着だよ、あれは」

　なんてからかい気味に告げてくる桐ヶ瀬は、もちろん無視したさ。

「さーてと、次は本屋ね」

　そう告げる桐ヶ瀬に連れられやってきたのは、某大型書店だ。これだけの規模のショッピングモールに入っているだけあって売り場面積はバカみたいに広く、小説から雑誌、参考書にビジネス書と幅広く取り扱っている。

　まあ、どれだけの品ぞろえがあろうと、目的が決まってる人間にとっては、そんなの何の意味もないんだけどな。

「何を、買うんですか……？」

　葦谷から預かった紙袋を手に桐ヶ瀬の弾む足取りを追いかけていると、横から質問が飛んでくる。

「マンガとかラノベだろうな。あいつ、それ以外に興味ないだろうし。葦谷は普段本って読むのか？」

「あ、はい。少しだけ」

「例えば？」

　と、聞けば葦谷はジャンルも作者も違うタイトルをすらすらと挙げた。見た目通りというか性格通りというか、イメージそのままに結構な読書家らしい。それに比べて、

「あ、ちょっと。これ見てこれ。アニメ化作品だって。おもしろそうじゃない？」

　桐ヶ瀬はマンガが平積みされている本棚の前ではしゃいでいる。

「あー、これか。ネットの評判あんまり良くないぞ」

「アニメ化すんのに？」

「アニメ化すんのに」

「なんで？」

「さあ？」

　アニメ化するからタイトルを見たことはあるけど、特にそそられるジャンルでもないから作品には触れていない。俺の主ジャンルは少年漫画系で、今桐ヶ瀬が手にしているホラー作品とかはあんまり趣味じゃないのだ。

「風かざ戸とさんも、読むんですか？」

　平積みされているコミックを興味深そうに眺めていた葦谷が、振り向き尋ねてくる。

「ああ、まあな」

「そうは見えないでしょ」

「……はい」

　葦谷の薄い反応に、俺は内心肩を落とす。

　別にそこでいい反応が欲しいわけじゃないけど、気のない返事ってのは、それはそれで凹へこむものがある。オタク特有の葛藤ってやつだな。

「こういうのは、面白いんですか……？」

　まじまじと目の前にズラリと並んだコミックを見つめる葦谷。別に作者ってわけじゃないのに、そうやってじっくり見られると、ちょっと恥ずかしい気分になる。

「面白いのかって聞かれても、答えに困るよな。人それぞれ好きなもんは違うし」

「出た。オタク特有のめんどくさいやつ」

「うるせぇ。お前だってオタクだろうが」

　同じ穴のムジナだ。しかし、桐ヶ瀬はそんな俺を無視して葦谷へと布教を始める。

「センパイ。アタシのオススメはこっち。これ系とか読みやすくていいと思うよ」

　ほう。桐ヶ瀬の奴やつ、若いくせに分かってるじゃないか。

　そう、まず興味を持ち始めた奴には、手頃なところから薦めていくのが鉄則だ。いきなり初心者にはキツイところを攻めても、離れていってしまうだけだ。そういう意味じゃ、桐ヶ瀬の選択は間違っちゃいない。少女漫画にしろ何にしろ、やはりまずは王道からだ。

「葦谷、興味あるならこっちのもオススメだぞ」

「ちょっと、なんでいきなり少年漫画を持ってくるのよ!?」

「いいだろ、別に。葦谷、お前がさっき挙げた本のタイトル的に、この辺はきっと楽しめる。読んで損はないぞ」

「あ、ちょ。アタシもその前情報欲しい。先輩、普段どんな本読むの？」

「どんな、と言われれば……」

　そうして葦谷が新しく挙げた本のタイトルから、その内容を把握していく。読んでいなかったとしても、そこはそれ。目の前に面白いと言ってる奴がいるのだ。どこのどんな部分が面白かったのかを聞けば、同じような要素のあるマンガなんていくらでも薦められる。

「これ、これも絶対面白いから」

「いやいや待てって。いきなりそんなに渡しても困るだけだろ。まずは厳選してだな」

「とか言いつつ、風戸さんだって自分の趣味を推してるじゃん。センパイ、やっぱり少女漫画から読もう。女子高生だし」

「桐ヶ瀬。そうやってジャンルを狭めるのはオタクとしてよろしくないぞ。ここは広く浅く楽しく攻めるべきだ」

「それもそうね。じゃあ、これも」

「あ、あの……？」

　白熱する俺と桐ヶ瀬の手によって、葦谷の手元には気づけばカゴが持たされ、そこには俺らのオススメマンガがガンガン放り込まれていく。

「あ、ちょっと待って。これ買うのはいいけど、どうしよう。このままだと葦谷センパイもアタシと同じ理由で〝問題児〟って呼ばれちゃう」

「俺が買ったもんにしちまえばいいだろ」

「確かに。……アンタってやっぱり他の大人とは違うね」

「……ありがとうございます」

　なんてやりとりもありつつ、最終的に20冊近いコミックを購入することになってしまった。会計はなぜか俺持ちで。いや、いいんだけどな。俺も読みたいし。

「釈然としないけど……」

「もう、何ボーっとしてるの。風戸さんの生活用品を買いに来たんでしょ」

　桐ヶ瀬。お前は随分と調子のいいこと言うじゃないか。というかお前、俺に対してどんどん遠慮がなくなってないか？

「あの、持ちましょうか……？」

　それに比べて葦谷。お前はやっぱりいい娘こだな。『だってマンガって重いじゃん』と、全てを俺に押し付けた桐ヶ瀬とは大違いだ。

「あ、ねえ。あれ見て。便利そうじゃない？」

「余計なもん買ってる余裕はねぇんだよ。目当てのもん買ったら、さっさと帰るぞ」

「はーい」

　不承不承といった感じの桐ヶ瀬をなだめつつ、さっさと買い物を済ませていく。食器や調理器具は寮にあったからいいとして、洗剤やシャンプーといった洗面用品はトラベルセットに頼りきりだったからちゃんとしたのが欲しい。後は清掃用具。それからタオルとかトイレットペーパーなんかの日用品は、もうちょっとストックが欲しい。

「あ、このテーブル良くない？」

「ちょっとデカくないか？」

「これぐらいの大きさの方がいいって。色々置けるし」

「……そうですね」

「そうかあ？　じゃあ、まあ、これにするか」

　珍しく葦谷まで推してくるもんだから、ちょっと大きめのテーブルを購入し、宅配で届けてもらうように手続きをしたところで、一通りの買い物が終了する。

　葦谷や桐ヶ瀬の買い物もあったせいか、なんやかんやあって白嶺女子へと帰ってきたのは16時を過ぎてからだった。

「風戸さんって意外と力持ちだよね。よく20冊も持てるね」

「褒めるぐらいなら、少しは手伝ってくれ──って、いきなり止まるなよ」

　もうあとちょっとで寮の玄関、というところで急に桐ヶ瀬が立ち止まる。なんだよいきなり、早く俺を休ませてくれ。

「外そと川かわセンセ」

「……」

　桐ヶ瀬の固い呼びかけに、葦谷の強こわ張ばった沈黙。見やる先には１人の女性が立っている。

「外川副校長」

　本来なら休日であるはずの土曜日。しかし、そこに立つ彼女は、普段と変わらない真っ黒なワンピースに身を包んでいる。どうでもいい話だけど、彼女は夏でも同じ格好なんだろうか。暑くて倒れそう。

「随分と仲が良くなったようですね」

　開口一番、刺すような言葉が届けられる。

「ええ、まあ。おかげさまで」

　手にしていた多くの荷物を地面に置き、彼女へと対たい峙じする。桐ヶ瀬と葦谷は、そんな俺の背後に回る。

　背中で感じる彼女たちの詰めた息遣いを意識しつつ、外川副校長へと問いかける。

「本日はどういったご用ですか？」

「少し、様子を見に来ただけです」

　ぴしゃりとした物言いに、否いや応おうなしに緊張感が増していく。

　葦谷と桐ヶ瀬がいるから普通にしてるけど、やっぱりこの人の厳しい雰囲気は苦手だ。何を言っても打ち返してきそうで、会話をしたいと思えない。

「私の学生時代に、少し似ています」

「え？」

　俺の声に答える素振りを見せずに、そのままコツコツとレンガ道で足音を奏でながら歩いてくる。服の裾を握っているのは、果たして葦谷か桐ヶ瀬か。

「あの」

「何でしょうか」

　あと数歩で横を通り過ぎる、といったところで思い切って声をかける。

　このままやり過ごすには、さっきの彼女の言葉と、その声音が気になった。初めてこの寮を案内された時にも似た、懐かしさを含んだ声音。それは大事なアルバムを開くような音にも聞こえた。

「外川副校長も、以前はこの寮にいたんですか？」

「そうですね。この学校に赴任してきた当初はここで生活していました」

「学生時代も？」

「いいえ。学生時代、私はきちんと一般寮で生活していましたよ」

　棘とげを含むような言い方。その響きに心がささくれ立ちそうになるが、それをぐっとこらえる。多分、この人の言葉は正面から受け止めるだけじゃダメなんだ。

「でも、この寮に何か思うところがあるんですよね……？」

　確認するように聞けば、外川副校長はスッと目を細める。すっかり眉間に刻まれた皺しわと相まって、そんな表情をされるとちょっと怖おじ気け付づきそうになる。

「ええ。私の学生時代の思い出は、この寮にあります」

　それはどういう意味か、と聞くより前に外川副校長は会釈し、俺らの横を通り過ぎる。

　背後では、ほぅと息を吐つく２つの気配。

「悪い。お前ら先に帰っててくれ」

「……え？」

「ちょ、風戸さん!?」

「すぐ戻る」

　困惑し、驚いた２人を置いて俺は背後へと振り返る。コツコツと響く足音。そしてピンと背筋を伸ばした歩き姿を追いかける。

「外川副校長ッ」

　呼びかけに、彼女は静かに振り返る。長くなった日差しに照らされた真っ黒な姿は、静かな木々の狭はざ間まに立っていると、まるで違う世界からやってきたのではないかと錯覚してしまいそうな、独特の雰囲気を放っている。

「何でしょうか？」

　問い詰めるような声。相変わらずきつい印象だが、この人の本質はきっとそこじゃない。

　さっき見せた、学生時代を懐かしむ表情。

　そして、初めて会った時に専務や槙まき島しまさんの話を聞きながら浮かべた複雑そうな表情。

　それを見逃してはいけない。

「今回の案件について、お聞きたいことがあります。どこかでお時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

　ピクリと肩が反応し、半身になっていた外川副校長が答える。

「聞きたいこととは、どのような内容でしょうか？」

「葦谷と桐ヶ瀬のことです。ここ２週間ほど一緒に過ごしましたが、彼女たちが〝問題児〟と呼ばれている理由が私にはわかりません。確かに２人とも校則に違反しているかもしれません。ですがその内容を聞けば、一般寮から追い出してまで寮生活をさせなければいけないほどなのか、納得しかねる部分もあります。恐縮ではありますが、どうしてあの２人があの寮で生活をしているのか、お聞かせください」

　じっと向けられる眼まな差ざし。気が付けば外川副校長は正面からこちらを見ていた。厳しい視線に怯ひるむことなく、あくまでこっちも真剣なのだと無言の内に訴える。

　何秒そうして向き合っていただろうか。やがて外川副校長はそっと吐息を漏らした。

「かしこまりました。しかし、そのお話をさせていただくには、私にも準備が必要となります。改めて、ということでよろしいでしょうか？」

「はい。もちろんです」

「では。日取りは追ってご連絡致します。そうお待たせするつもりもありませんので、安心してください」

　そう言い置き、外川副校長は身を翻す。コツコツという一定のリズムが遠くなるまでその背を見送り、俺も踵きびすを返す。

「……あ」

「やーっと戻ってきた。もう、何してたの？」

　寮の前へと戻ると、そこには先ほどの位置でしゃがみこむ桐ヶ瀬と、その側そばで立っている葦谷がいた。

「何してんだよ、お前ら」

「何って、風戸さんを待ってたんじゃん」

「戻っててよかったのに」

「だって、荷物重いんだもん」

　ね、センパイと尋ねる桐ヶ瀬に頷く葦谷。

「それぐらい持てよ」

「何でよ。風戸さんの荷物じゃん。センパイだってそう思うでしょ？」

「私は、別に……」

「ダメだよ、センパイ。そうやって甘やかしちゃ。自分のことは自分でやらせなきゃ」

「……普段お世話になっていますので」

　そう言いつつ、地面に置きっぱなしになっていた荷物を持ち上げようとする葦谷より早く、それを持ち上げる。ズシリとした重みによろめきそうになる。

「ま、こんな重いもんを葦谷に持たせるわけにもいかないよな」

「……ありがとうございます」

「大丈夫大丈夫。風戸さんならそれくらい余裕だって」

「桐ヶ瀬。お前はもうちょっと手伝うって姿勢だけでも見せような」

「はいはい。今度ね」

「絶対、やる気ないだろ、それ。なあ、葦谷？」

「……え、あ、はい。そう、ですね」

「えー、何それセンパイひどーい」

　賑にぎやかさを共有しつつ、寮の扉をくぐる。

「たっだいまー！」

　ここでの生活を始めて２週間。桐ヶ瀬の明るい声を聞き、ようやっと、本当に『帰宅した』と思うことが出来た。
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「って感じなんだが、どう思う？」

　週明けに出勤した俺は、福ふく井いさんから呼び出され会議室に待機していた。なんでも〝ＪＫ案件〟について話があるそうだ。福井さんが少し遅れるというから、俺同様に集められたメンバーにこの週末の出来事を話していた。

「どうって言われてもねぇ」

　と、呆あきれかえった反応をするのは、佳か苗なえ。

「え、えっとぉ……」

　と、返答に窮しているのは月つき川かわ。

　顔なじみのメンバーに加え、今日はもうひとり参加している男性社員がいる。

「どうもこうも、会議招集までされて、なんで女子高生とよろしくやっている自慢話を聞かされたのか、僕はそっちの方が聞きたいな」

　この絶妙にいけすかない返答をする優男風の奴やつは、同僚の添そえ田だだ。俺とは違い変なこだわりでもあるのか、妙に凝ったスーツを着ている姿は、ＩＴ系ベンチャーか大手不動産会社で営業でもやっていそうな風体だ。タワマンとか売ってそう。

「どこを聞けばそうなるんだよ。俺が聞いたのは、外川副校長のことに対してだぞ」

「ああ、うん。それは確かに気になるところだよね。僕も認めるさ。でも、今の話の大半は、週末に美少女女子高生２人と楽しい時間を過ごしてきたって内容だったけど、肇はじめはその辺自覚ないのかい？」

「お前こそ何言ってんだよ。楽しくも何も、ただ買い物に付き合ってもらっただけだろ。そりゃ、葦谷と桐ヶ瀬が会話するようになったのは、良かったけど。それ以外は別に何もないだろ。なあ？」

　そう問いかけると、月川と佳苗からは何とも味のある表情を向けられた。なんだよ、何か言いたいことがありそうだな。

「はあ。まあ、わかってたけどね、肇を年下の女の子のところに行かせたらどうなるかなんて。でも、ここまで的中するってどういうことよ」

　と、佳苗は大きなため息と共にジト目で見つめ返してきた。

「先輩が女子高生２人と週末デート。ど、どうしましょう……」

　と、月川はものすごいテンパっている。というか、その言い方やめてくれないか。俺が未成年者に手を出してるみたいじゃないか。

「まあ、僕も薄々気づいていたけどね。肇のその面倒見の良さは、間違いなく年下キラーになる素質を備えているって。よかったじゃないか、才能が開花したね」

「うるせぇぞ、年とし増ま好き」

　キッと睨にらみ返してやると、添田は全く堪こたえた様子も見せずに、やれやれと大げさな仕草で首を振る。こんなふざけた奴なのに、なんで毎月の目標はきちんと達成してんだよ。

「肇、君は何もわかっちゃいない。歳としを重ねた女性が持つ魅力を。包容力と共にさみしさを抱えた彼女たちのやわらかな心を。ところで、話に出てきた外川副校長ってどんな人なんだい？　僕は女子高生２人より、そっちに興味があるな」

「お前、クライアントをどんな目で見てるんだよ」

「クライアントだろうが何だろうが、素敵な女性に惹ひかれるのは仕方ないと思わないかい？　大丈夫。まかり間違っても女子高生ちゃんたちには手は出さないさ。それどころか、年上キラーの僕と、年下キラーの肇。うまく役割分担が出来ていると思わないかい？」

「思わねぇよ。いいから、お前はもう黙ってろよ」

　ああもう、なんでこいつがここにいるんだ。誰だよ、呼んだのは。

「ちなみに、僕にも参加するように言ったのは福井さんだよ？」

「人の心を勝手に読んでんじゃねぇよ」

「読んだんじゃない。わかるのさ。肇の考えていることはね」

「おい、やめろ。サブいぼが立ったぞ、今のは」

　なんなんだ、こいつは。

「おいおい、そんなに離れなくてもいいじゃないか」

「やかましい。うるさい。寄るな」

　と、いささか辟へき易えきした心持でいると、会議室のドアがノックされた。

「すまん、遅くなった」

「福井さん。お疲れ様です」

　俺たちを招集した張本人が来たことで、ようやく今日の本題を聞くことが出来る。

　他の３人も福井さんが来た意味を悟ったのか、口を噤つぐみ言葉を待つ。

「さて、遅れてきて悪いが、俺もそう時間があるわけじゃない。早いとこ話をしよう」

　そう言いながら、福井さんは座る間も惜しいかのように、口を開く。

「風戸が担当させられている専務肝いりの〝ＪＫ案件〟だが、俺もちょっと気になってな。社内で色々と話を聞いてみた。今日はその共有と、今後の動き方だけ確認しておく。ちなみに言っておくが、このことはここにいる人間以外には口外するなよ」

　念押しする福井さんに俺たちはそれぞれ返答する。

「まあ、まずは専務の目的だが、自身の保身のためだな。社内で色々と聞いた結果、相当やらかしているようだ」

「色々というのは？」

「ああ、それを今から話す」

　そう前置くと、福井部長は口を開く。

「今、社内、というか取締役会において、専務の行動を疑問視する声が多くなっている。多額の接待費を使っての取引先との豪遊。ゴルフにキャバクラ、国外旅行など、とにかく自分に決裁権があるからとやりたい放題だ」

「マジですか……」

　てことは、俺たちが汗水たらして稼いできた金で、あの人は遊び惚ほうけてるってわけか？

「これまでは上手うまく誤ご魔ま化かしていたようだが、昨年度の決算においてとうとう監査法人から勧告が上がってきた。それを見た他の取締役会のメンバーの何人かからは、専務から一切の役職を剝はく奪だつするのもやむを得ないのではないかという意見も上がっている」

　それは、そうだろう。要は専務がやっているのは、会社の利益をそぎ落とす行為なんだから。というか、普通に横領だよな、これって。法令違反じゃねぇか。

「月川。頼む」

「は、はい」

　突然福井さんに名前を呼ばれ、緊張した様子で彼女は口を開く。

「経理部に配属されてる友人に聞いたんですが、専務の虚偽報告は随分前からあったそうです。決算書類などは社長に上げる前に専務が確認するので、そこで自分の都合がいいように書き換えたりしていたそうです」

　そこで月川は言葉を切り、佳苗に目を向ける。

「一応、内々に報告は上がってたみたいよ。今回の肇の件がどうにもおかしいから、専務が上げてきた書類とか色々確認して、ちょっと数字がおかしいところがあったから常務をつついてみたら、かなり深刻な顔をして『まだ黙ってろ』って言われたし」

「お前、危ないことすんなぁ」

　下手したらそれ、佳苗が退職に追い込まれてもおかしくないぞ。まあ、会社側としてもそれをやったらヤバいってわかってるから、何事もなかったようにしてるんだろうけど。というか、それをケロッと報告出来るこいつのメンタルってなんなんだ。

　さらに流れを継ぐように、添田が口を開く。

「そうした専務のおいたは、社内でもあったみたいだよ。女子社員何人は、実際に専務に誘われていたみたいだしね。高級レストランとかディナーショーとか、かなり値が張るところに連れ出していたみたい」

「おい、それ……」

　背筋に冷たいものが走る。慌てて月川と佳苗に視線を送るも、揃そろって首を横に振る。

「あたしらは大丈夫よ。そんな誘いを受けたこともなければ、そもそも専務と会話した記憶だってないから」

「私もです。新入社員歓迎会の時に、ちょっと話したぐらいで、他は特には」

「そうなのか？　本当に？」

「うん、それについては心配しなくてもいいよ。どうやら専務がおいたしようとしていたのは、営業部というか、福井さんと繫つながりの薄い人たちばかりだから。営業部の月川ちゃんは当然として、肇を通して福井さんと繫がってる水みず城きさんにも手は出してないみたい。その辺は小こ狡ずるくやっていたみたい」

　添田の話にほっと胸を撫なでおろす。これでもし、月川や佳苗に手を出していたら、専務の顔面を殴り飛ばしていたかもしれない。

　ポンと肩を叩かれる感触。

「すまないな、風戸」

　見れば福井さんが申し訳なさそうな眼まな差ざしをこっちに向けていた。

「本来ならば会社の経営に対して真摯に向き合わなければならない者が、会社に不利益な行為をしているばかりか、部下であるお前の足を引っ張るようなことをして」

　その言葉と視線から、福井さんが本当に申し訳なく思っているのが伝わってくる。

「そんな。福井さんから謝罪をいただくものではありませんよ。悪いのはどう考えても専務じゃないですか」

　あまりにも浅はか過ぎる。会社の中で地位を得たことによって調子に乗ったのかどうかは知らないが、専務のやっていることは到底許せるものではない。俺らの努力を踏みにじっておいて、よくもまあいけしゃあしゃあと社内を闊かつ歩ぽ出来るものだ。

「それで、俺はどうしましょう？」

「ああ、それなんだがな。当面はそのまま案件を続けてくれ。専務のことを問題にあげるにしても、社内でもまだ公表されていない話だからな。ましてやクライアントにこんな話をするわけにもいかない。すまないが、頼む」

　言葉自体は日和ひより見みと受け取られかねないものだが、そこには明らかに怒気が含まれていた。福井さんの眉間に寄った皺しわが、それを物語っている。

「わかりました」

　それならば、俺としてはそう頷くしかない。

「あの……」

　と、どこか遠慮がちに月川が手を挙げる。

「結局、専務はどうして今回の案件をやろうと考えているんでしょうか……？」

「汚名返上、だろうな」

　それに対して福井さんは端的に答える。

「結局専務がやっているのは、会社に対して不利益になることだ。だからこそ、それが帳消しになるほどの利益を持ってこようとしているんだろう。それで、『今まで使い込んだ接待費用はこのためだったんだ』とでも言うつもりなんだろうよ」

　福井さんの語り口調は、最も早はや呆あきれかえるしかないといったものだ。

「じゃ、じゃあ、どうして先輩に担当を……？」

　さらに重ねられる質問に答えたのは、添田だ。

「自分の成功をより印象付けるためじゃないかな。肇は昨年度の売り上げトップの社員だ。実を言うとその前の年もトップの売り上げを上げているんだけど、まあ、それは今はいいか。例えばだよ、月川ちゃん。売り上げトップの社員が例年通りの結果を上げられなかったらどうなると思う？」

「会社の業績にも、影響出ますよね。あ、そうか。そんな時に自分が主導する案件で大きな利益を上げたら、より自分の成功を印象付けられるってことですか？」

「正解。さすが肇が教育しているだけあって優秀だ」

「いや、そこは月川本人の優秀さを褒めろよ」

　今の言い方だと俺がすごいだけって話になっちまうだろうが。月川が優秀なのは、月川が努力してるからだぞ。

「そういうわけだ。専務は自分の保身のために会社全体を巻き込もうとしている」

　そりゃ、福井さんでなくても怒り心頭になる。

「でもまあ、現状僕らに出来ることはないから、肇にはしばらくこのまま女子高生と仲良くしててもらうしかないわけだね」

「そうなるけど、言い方ってあるだろ。仕事だぞ、一応」

「一応って付く辺り、あんたも自覚あるんじゃない」

「うるせぇぞ、佳苗」

「はいはい。悪かったわよ」

　とは言え、ここまでの話を聞く限り今の案件に対してやる気が出るかと言われれば、そんなわけもない。結局どれだけ頑張ったところで、専務のおぜん立てにしかならないのだ。

「ひとまず俺からは以上だ。風戸、何かあるか？」

「いえ、大丈夫です。ひとまずは現状維持をしつつ、打開策を模索するって方針でいいですか？」

「ああ。もどかしいだろうが、それで行こう。俺も何かないか探りを入れてみる」

　福井さんがそう言ったところで、スッと挙がる手があった。

「あ、あの。微力ではありますが、私も協力させていただきます」

　緊張した様子でそう告げる月川に続き、佳苗も声を上げる。

「もちろんあたしもね。この〝ＪＫ案件〟、協力は惜しまないわよ」

「先輩、力不足かもしれませんが、頑張ります」

　そう言いつつ胸の前で両手を握る月川。

「ありがとな」

「ん？　なんだい肇、その物欲しそうな眼差しは」

「気持ち悪い事言ってんじゃねぇ」

「はは、冗談だよ。もちろん僕も協力するつもりだから、いくらでも頼ってくれていいよ」

　普段の仕事でそんな事を言われれば容赦なく突っぱねただろうけど、今回ばかりはその言葉を真に受けさせてもらうとしよう。

「そうか。それじゃあ早速だが添田。お前に同席してもらいたい件がある」

「もちろん。任せてくれよ。何をすればいいんだい？」

「さっき自分で言ってたことだよ」

　本当はこいつの力を借りるのは嫌だが、こればっかりは俺より添田の方が得意だ。

　俺の脳裏で、外川副校長の険しい表情を思い起こしながら、こう言った。

「年上キラーとしての手腕を発揮してくれ」
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「やっぱり先輩はすごいですね」

　頼んだランチが運ばれてくるや否や、いきなり月つき川かわがそんなことを口する。

「どうした、いきなり」

「だって、引き継いだクライアント全部から、『風かざ戸とさんには本当に良くしてもらった』って言われてるんですよ」

「お世辞だよ、ただの」

　そりゃクライアントの中には、なんやかんや色々あったところもある。でも、全部が全部そんなわけもなく、その大半は何事もなく契約満了となったところばかりだ。

「福ふく井い部長からも聞きましたが、うちがやった顧客満足度調査で一番良かったのも先輩らしいじゃないですか」

「偶たま々たまだろ。それより、早く食べないと冷めるぞ」

「もう。先輩ってどうしてそんなに謙遜するんですか？」

　なんて頰ほおを膨らませながら、月川はパスタを口にする。どうしてって言われたところで、福井部長なんかは俺以上に成績を出してたわけで、あの人と比べればまだまだ全然。

「私も早く先輩みたいに仕事が出来るようになりたいです」

「そんな褒めても何も出ねぇぞ」

「そんなんじゃないですよ」

　嫌いや味みでも何でもなく笑い飛ばす月川に、こっちまで自然と表情が崩れる。

「それだけ仕事が出来ると、やっぱり次を考えたりするんですか？」

「次？」

「はい」

　頷く月川は妙に神妙な顔をしている。神妙と言うか心配？　なんかそんな感じだ。

「就活の時に説明会で、うちの会社はもっと大きな会社に移ってキャリアアップしたり独立する人が多いって聞いたものなので」

「確かにそういう人もいるけど、俺はあんまり考えた事ないな。手のかかる後輩を一人前に育てなきゃいけないわけだし？」

　最後の一言をあえて尊大な感じで言えば、頭を上げ目が合った月川と、揃そろってその冗談めかしたやりとりに噴き出す。

「でもでも、本当に一度も、転職とか考えたりしなかったんですか？」

「まあ、一度もって言ったらウソだけどな。新人時代とか、毎日のように考えてたぜ。何しろ仕事なんて全く出来ないし」

「え、先輩がですか!?」

　本当に驚いた顔をする月川。こいつの中で俺ってどんな存在なんだろうな。

「そりゃそうだ。新人だぞ。ミスなんてしょっちゅうだよ。福井さんに同行してもらって謝罪アポに行ったことだってある」

　あの居たたまれなさと言ったらない。自分のミスで上司の時間を奪う申し訳なさと相まって、その日の朝は仕事に行きたくなくて仕方なかったな。

「そういうことがある度に思ってたよ。『仕事辞めてー。どっか転職してー』って。月川はないのか？」

「あ、はい。ないです」

「え、マジで？」

　てっきり、ありますって頷かれると思ってたから、そんな風に言われて素で驚いた。

　え、ていうか、ないの？

　仕事辞めたくなったり、転職したりしたくなったことが？　一度も？

「まあ、私も朝起きるの辛つらい時とか、仕事行きたくないって思うことはありますよ。でも、辞めたいって思ったことはないです」

「噓うそだろそれは。１回ぐらいあるだろ？」

「だからないですって」

「……月川、お前ホントに社会人か？」

「先輩の冗談ってたまによくわからないですよね」

　いや、冗談じゃないって。

　だって、信じられないだろ普通。社会人が一度も仕事辞めたいと思ったことないって、そんなのありえないだろ。

「ちなみに、なんで辞めようとか思わないんだ？」

　心底不思議でしょうがない。

「なんでって、それはですね～」

　と、得意げに語り出すかと思えば、ピタリと動きを止める。訝いぶかしむ俺に月川は上目遣いに視線を向けながら、照れくさそうに呟く。

「……先輩には秘密です」

「なんでだよ」

「なんでもです。……言えるわけないじゃないですかぁ」

　唇を尖とがらせられても、意味が分からんぞ、それじゃあ。

「わ、私のことはいいので、先輩の話をしましょう。……今はもう、転職したいとかないんですか？」

　雑に話戻したな。まあ、いいけど。

「とりあえずはな。辞めたって別にやりたいことがあるわけじゃないしな。それなら慣れた仕事を続ける方がいい。新しい仕事覚えていくのも手間だし」

　極論、生活が出来れば問題はないのだ。

「さて、ありもしない話をしてないで、そろそろ行くか。時間ヤバいし」

「はい。そうですね」

　何だかんだ会話をする中で食べ終えたランチの代金を払い店を後にする。

　さて、今日は後１件アポに行ったら、白しら嶺みね女子に戻らないとな。今夜、ちょっと仕掛けてることもあるし。




　　　　[image: ]




「こちらです、外そと川かわ副校長」

　そしてその日の20時過ぎ。白嶺女子の最寄駅からほど近いバーに俺はいた。チェーンの居酒屋とは違い、それなりのところを選んだからか、店内は落ち着いた雰囲気に満ちており、酒を飲みながら話をするにはもってこいの場所だ。

　ブラインドで区切られた半個室のような席に待ち人が来るまでの時間は、中々にしんどいものがあったけどな。

「そちらの方は？」

　その待ち人たる外川副校長が座ると同時に目を向けたのは、俺の隣で柔和な笑みを浮かべる１人の男だ。

「初めまして。風戸の同僚の添そえ田だと申します。本日は同席させていただきます」

　そうして添田は慣例通り名刺を手渡す。

「外川と申します」

　それに対しきっちりと頭を下げ、おしぼりを手にする外川副校長。

　今日も今日とて眼鏡の奥の眼光は鋭く、眉間には今にも深い皺しわが寄りそうになっている。その上、服も隙のない黒いワンピース。誘っておいてあれだけど、正直あまり相席したいと思わない類の人だ。

「お話しさせていただきました通り、この度の案件についてご相談いたしたく思っております。また、添田に関しては第三者的な立ち位置で、お話を伺わせていただきます。こう見えて、弊社でも指折りの社員となっております」

　特に、年上の女性の扱いに関しては、な。

　今日に関しては、月川や佳か苗なえではあまりうまくないだろう、というのが正直なところだ。月川の場合は変に意気込んで空回りしそうだし、佳苗に関してはそうそうないだろうけど、下手をすれば外川副校長と衝突しかねない。福井さんは専務との関係を考えると、こうした席を設ける時に同席してもらうのはよろしくない。

　そう考えると、外川副校長に当てるとしたら添田しかいないわけだ。

「注文は簡単に済ませてしまいましたが、外川様は苦手な食べ物とかありましたか？」

　なんだその爽やかっぷりは、と言いたくなるような笑顔で話し始める添田。飲み物が運ばれてくる間すら退屈させないように気を遣うのはさすがだ。

「いえ、特にそういったものはありませんので、お任せします」

　一方の外川副校長はと言えば、淡々と返す。彼女が酒を飲んでいる姿はあまり想像できないけれど、果たしてどうなのだろうか。

「あはは。かしこまりました。そうですね、先ほど店員に聞いたのですが、この時季ですしカツオがオススメだそうです」

「初ガツオですか」

「ええ、さすが博識でらっしゃいますね」

「この程度は常識でしょう」

「いえいえ。恥ずかしながら、私共の年代ですと、まだそういった知識にも疎く、店員から聞いてようやく合点がいきまして。ちなみに、お酒の方もカツオに合うものを注文させていただきましたが、よろしかったでしょうか？」

「構いません」

　かしこまりました、と答える添田の姿に素直に感嘆する。

　ここまで突っぱねるような態度を取られているのに、それでも嫌な顔を見せずに相対しているのだから。この辺の献身さと言うか、尽くしっぷりがこいつのウリなんだろうな。なんだかんだクライアントから信頼されているみたいだし。

「よろしければメニューをご覧になりますか？」

　何だったらホストとかしてた方がいい線いくんじゃねぇか？　と思わなくもない。いつものいけ好かない喋しやべり方かたもすっかり鳴りを潜めているし。

　正直、ここまでのことは俺には出来そうにない。酒も基本的には、それぞれが好きなものを飲めばいいと思ってるし。

「それで、相談というのは？」

　まだ料理どころか飲み物すら運ばれてきていないにもかかわらず、外川副校長がギロリと視線を寄よ越こしてくる。早いっての。もうちょっと待ってくれ。そんな早々に話を進められると、こっちが困る。

「まだ乾杯前ですし。ところで外川様は、普段もこのぐらいの時間までお仕事を？」

　ナイス添田。元々そのつもりだったけど、やっぱり今日は基本的にはこいつに喋らせよう。その方が、うまく回るだろうし。

「いえ、普段はもう少し遅いですね」

「ああ、やはりお忙しいんですね。そんな中、ご足労いただきありがとうございます」

「構いません」

　しっかし、本当にきちんとした態度を崩さないな、この人は。身持ちが固いというか。酒飲んでも崩れる事なさそう。

「あ、飲み物が来ましたよ。まずは乾杯からですね」

　と、店員さんが重そうな一升瓶を抱えてグラスに日本酒を注ついでいくのを見守る。

「それでは、乾杯」

　軽い音を響かせグラスが３つ合わさる。

　それからも添田を中心に会話は進み、時間は過ぎていく。料理を摘まみつつ酒に口を付ければ、最初は固かった外川副校長も少しずつ雰囲気が変わっていくのがわかった。

「次はどうしますか？」

「そうですね。それでは今と同じものをいただこうかしら」

「かしこまりました」

　そうしてグラスを３杯ほど空ければ、外川副校長の口調も最初の頃とは大分違うものになっていた。頃合い的にはそろそろか。

　トス、と隣に座る添田を小突き合図を送る。返すように膝をぶつけられる。

「ところで、外川さんも白嶺女子の出身らしいですね」

　この数時間の間に添田もだいぶ雰囲気を和らげ、外川副校長を〝さん付け〟で呼ぶようになり、口調もだいぶ親しげなものになっている。

「ええ。あそこで過ごした学生時代があまりにも楽しかったもので。お世話になった先生方もいましたし、未来の後輩に同じように過ごしてもらえたらと、教師になったんですの」

「そうなんですか。ちなみに学生時代はどのように過ごしていたんですか？」

　添田の言葉に外川副校長はそろりと視線をあげる。何も言わずにほほ笑む添田に、驚くことに外川副校長はふっと息を抜くように笑みを浮かべる。

「そうですね。もちろん楽しかったこともありましたが、ほら、私ってこんな性格でしょう？　級友と衝突してしまうこともありましたの」

　まるで当時のことを思い返すような眼まな差ざしに、俺らは特に言葉を返したりせずに、話の続きを待つ。

「文化祭や体育祭、イベントがある時季なんかは、特にそうした衝突が絶えませんでしたわ。時には寮で相部屋になっていた娘ことも」

「そうなんですか？」

　添田の相あい槌づちを肯定するように、外川副校長は一口酒を口に含む。

「ええ。そんな時は決まって、寮を抜け出してましたわ」

「え、外川副校長がですか？」

　思わず漏れた言葉に、彼女は可笑おかしそうに笑みを浮かべる。

「風戸さんからすれば驚きでしょうが、私も学生当時は〝問題児〟と呼ばれて差支えのない生徒でした。勉強こそきちんとやっておりましたが、今言った通り他の生徒との衝突も少なくなかったため、生活面では先生方にたくさんのご迷惑をかけてしまって。ふふ、それも今となってはいい思い出なのですけど」

「意外ですね。外川さんはもっとしっかりしてらっしゃるのかと思ってました」

　添田の相槌。外川副校長はグラスを傾け、中に入っている液体をぼんやりと見やる。もしかしたらそこには、彼女にしか見えない〝思い出〟が映り込んでいるのかもしれない。

「もちろん、白嶺女子の生徒として懸命であろうとはしましたわ。ですが、そればかりともいかないのが10代というものではありませんこと？　そして、そうですね。私の〝問題児〟生活で一番楽しかったのが、先生方が過ごす寮にこっそり忍び込むことでした。今、風戸さんが過ごしていらっしゃるあの寮です」

「そう言えば、最初にお話しいただきましたっけ。あそこが元は教員寮だったって」

　初めて葦あし谷やや桐きりヶが瀬せと３人で外出した日。たまたま出会った外川副校長が、懐かしそうな声音だったのは、そういうわけか。

「当時、最も仲良くしてくださった先生が、あの寮に住んでらっしゃいまして。何かあれば……、いえ、なくてもですね。寮のその先生の部屋にお邪魔しては、色々とお話を伺わせていただいたものです。とても、楽しい日々でした」

　その一言は、果たしてどういった思い出から紡がれたものなのか。

「ですから、あの寮が教員用のものとして使われることがなくなってからも、時折掃除などをしているんですよ？」

「ああ、だからあの寮はあんなにきれいなんですね。私が住まわせていただいている離れも、使われていないにしては随分としっかり手入れされていると思ったんですよ」

　そう。まるで本物の旅館のように手が行き届いていた。あれが外川副校長のおかげなのだとしたら、本当に思い入れが深いのだろう。

「……外川副校長？」

　ふと前を見れば、つい一瞬前まで穏やかな表情で思い出話をしていた外川副校長は、なぜだかとても悲しそうな顔をしていた。

「外川さん、どうされたんですか？」

　添田の一言に、外川副校長はハッとしたように表情を改める。そして無言のままに、俺たちの前に１通の茶封筒を差し出す。

「これは……？」

　随分としっかりした封筒だ。うちの会社でこんな封筒を使う場面なんて、それこそ決算書類を保管する時ぐらいだろう。

「あの問題児寮の運営に関する諸もろ々もろの費用を記したものです。中を見ていただければ、おわかりになるかと思います」

　外川副校長の言葉に首を傾かしげながら、俺は中から書類の束を引っ張り出す。ペラペラとめくるが、そこに記されているのはまさしく寮の運営費用についてだった。水道代や光熱費といった生活する上で必要となる費用。それに寮の維持管理に使われる予定の諸々の予算。そうしたものが事細かに記載されている。これが、一体なんだと──。

「なんだ、これ……」

「肇はじめ？」

　横から覗のぞき込こんでいた添田が問いかけてくる。

　しかし、俺はそれには答えずに、夢中になって資料をめくる。

　そうしてめくればめくるほど、その違和感がはっきりとした形になっていく。




「予算が多すぎる」




　俺の言葉にハッとした添田が書類の一部を手に取り検あらためる。しかし、目を皿にする必要もない。ひとつ気が付けば、残りも簡単にわかってしまうのだから。

「簡単に見抜きますね」

　そんな俺たちを外川副校長は、どこか他人ひと事ごとのようにぼんやりとした視線で見やる。

「ええ。仕事柄、こうした書類に目を通すことが多くあるので」

　うちのコンサル業務は企業の経営改善を主としている。当然その中には、施設の維持管理費について含まれることもある。

　オフィスのテナント料、清掃業者への支払い、水道代に光熱費、通信費用や各種雑費。そうしたものから、無駄を削減する提案だって、何度となくしてきたことがある。

　だからこそ、わかってしまう。

　いや、もしかしたらそんなのわからなくても、この書類に記されている金額が異常だと理解出来てしまうかもしれない。

　それぐらい、途方もない金額が記載されている。

「これは、どういうことなんですか？」

「そんなに難しい話ではありません。そこに記載されている通常よりも多い維持管理費。それらは全て──」

　そこで外川副校長は覚悟を決めるようにひとつ息を吸い、そして、




「槙まき島しま理事の着服金ですから」




　すっきりした。そう言いたげな外川副校長の表情と相反し、俺と添田は開いた口が塞がらなかった。

　なんだって？

　ここに記載されている余剰分が全て、槙島さんが横領している金？

　おいおいおい。なんだそりゃ。なんの冗談だよ。

「そうですね。順を追って全てお話しさせていただきましょう」

　そんな風に言う外川副校長は、いっそ清すが々すがしいとでも言わんばかりの態度だ。もしかしたら、この秘密をずっと胸の内に隠していたのかもしれない。

「そもそも今回のお話に、〝問題児〟なんて存在は必要なかったのです。なぜなら槙島理事の一番の目的は、〝問題児〟を更生させることではなく、あの元教員寮を再び運営することだったのですから」

　言葉を区切る外川副校長に、視線で先を促す。

「入学金や年間授業料、融資に保護者からの寄付金。名門校と呼ばれるだけあって我が校には多額の金銭が集まってきます。それがいつ頃からかは知りませんが、槙島理事はその一部に手を付けていたそうです。恐らくは欲に目がくらんだのでしょうね。より多くのお金を自分のものにしようと考えた槙島理事は、昔教員寮として使われていた建物を再び運営し、さらにその管理を自分で行うことで、管理費をせしめることを考えたのですわ」

　ああ、それは今手元にある書類が証明している。くっきりと、これ以上ないほどに。

「ですが、いきなり寮の運営を再開すると言ったところで、他の理事たちの承認が下りないのは承知の上だったようです。だから彼は、一計を案じたのですわ。あまりにもバカバカしくて、自身の欲だけに塗まみれた、最低の計画を」

　唾棄するように告げる外川副校長の話を聞いて分かった。つまり、それが今俺が暮らしている──

「問題児寮、ですか」

「空っぽの寮を運営しようとしたところで怪しまれるだけ。ならば中身を詰めてしまえばいい。槙島さんはそう考えたわけですね」

　ええ、と悲しげに頷く外川副校長。

　それはそうだろう。さっきの話しぶりからするに、あの寮は外川副校長にとって学生時代の大切な思い出。それをこんな風に利用されたのだ。誰だって泣きたくなる。

　ああ、確かにそれは悲しい出来事だ。俺だってそんな風に思い出を踏みにじられたらそんな風に思う。

　でも、それはあの場所で過去を過ごした人だったら、だ。

　今を過ごす人間が抱く感情は、また別にある。

「外川副校長、教えてください」

「なんでしょう」

「葦谷と桐ヶ瀬は、なんなんですか？　あいつらは、どうして〝問題児〟なんて呼ばれているんですか？」




「理由なんてありません。たまたま、槙島理事の目に留まっただけです」




　瞬間、後ろ髪が一斉に逆立ったような錯覚に陥る。それだけではない。全身にえも言われぬ激情が渦巻く。

「それは、どういう意味ですか？」

「え」

　ゆっくりとした口調で問いかけると、外川副校長は緊張した眼差しを投げかけてくる。居住まいをただす彼女へ、努めて感情を抑えながら、さらに問とい質ただす。

「あなた方は、葦谷と桐ヶ瀬を〝問題児〟だと、一方的に決めつけたんですか？」

　詰め寄るような言葉とは裏腹に、その語調は至って平静だ。淡々と、言葉を紡いでいく。

「何か言ってください、外川副校長」

　呼びかければ対面に座る女性は身を固くし、こちらを見やる。だけれど、今俺が欲しいのは視線ではなく言葉だ。

「あいつらを。葦谷と桐ヶ瀬を一方的に〝問題児〟だと決めつけたのなら。それはもうコンサルとか何とか関係ない。あの２人が傷付くような事をあんたらがしたと言うのなら、それはもう看過できない。──見過ごせない」

　ジッと、外川副校長を見据える。

　引き結ばれたその唇が開かれるのを待つ。

　もし仮に、一ひと欠片かけらの言葉すら聞けないまま、彼女がこの場を立ち去ろうとするのなら、その瞬間に摑つかみかかってしまうかもしれない。

　それほどの激情が、胸の裡うちに渦巻いている。

「どうなんですか、外川副校長」

　最後通告のような呼び掛けに、外川副校長は小さく口を開き息を吸う。まるでそうしなければ、今この場にいることすら耐えられないと言うように。

　俺はそんな外川副校長の微かすかな所作すら見逃さず、彼女の口から答えが出てくるのを待つ。すると、

「肇」

　とん、と気安い調子で肩を小突かれる。

　気勢を削そがれた苛いら立だちと共に横を見やれば、呆あきれたような、それでいて窘たしなめるような眼まな差ざしでこちらを見る添田がいる。

「顔、恐すぎ」

　おどけた響きの言葉が、スルリと入り込んでくる。

「君がその女子高生ちゃんたちを大事にしてるのは、よーくわかった。だったらもっと落ち着こう。そんな顔してちゃ、外川さんも話し難にくくてしょうがない。ほら、肇だってわかってるだろ？　僕ら営業の仕事は、問い詰めることじゃなくて、聞くことなんだよ？」

　その言葉は意外なほどストンと俺の中に落ちてきた。渦巻く激情をすり抜けるように染み込んで、俺に冷静さを取り戻させる。

　ひとつ、深呼吸をする。

　肩の力を抜き、いつの間にか握りしめていた拳を解く。

　そうだ、忘れちゃいけない。俺ら営業が客先でまず第一にすべきなのは、商談相手が話しやすくなる雰囲気をつくることだ。

　だから、この胸のムカつきも、腹の底で渦巻く怒りも、体中を巡る激情も、一旦は飲み込む必要がある。

「失礼いたしました。せっかくお話を聞かせていただいている最中でしたのに」

　落ち着いて、ゆっくりと話す事を心がける。努めて冷静さを取り戻す。




「ありがとうございます」




　耳を打つ柔らかな声音に驚き見れば、対面に座っている外川副校長が頭を下げていた。深々と、額がテーブルに着くほどに。

「何、してるんですか」

　怒りではない、驚きよう愕がくによって言葉が震える。

「お礼です。──ありがとうございます。我が校の生徒のためにそこまで怒りを顕あらわにしてくれて。私はそれが出来ませんでした。大切な思い出を踏みにじられても、大切な生徒が傷つけられようとしていても、ただただ悲しみで胸がいっぱいになるばかりで、彼の悪行を糾弾することが出来ませんでした。ですから、本当にありがとうございます」

　そうして外川副校長は一度は上げた頭を、再度深々と下げる。

「やめてください。ここであなたに頭を下げられても、何の解決にもなりません。それより他にやることがあります」

「風戸さん」

「外川副校長。俺はね、今すげー腹が立ってるんですよ。葦谷と桐ヶ瀬を、何の謂いわれもない２人を個人の都合で、〝問題児〟なんて呼んで排斥したやつに対して。今目の前にいたら殴り倒してるんじゃないかってぐらいに」

　あの太ふて々ぶてしい態度も、偉そうな振る舞いも、その全てが腹立たしい。

「そのように仰おつしやっていただけるのでしたら、やはり私からはお礼を言わせてください」

　再び顔を上げた外川副校長は真っすぐにこちらを見ている。

「今日は、本当は迷っていました。この話をしてもいいのかと。しかし、話をするうちに、あなた方ならば大丈夫だと思えるようになりました。そして、我が校の生徒のために怒ってくれる、彼女たちを理解してくれている姿を見て、改めて思いました。お任せしたいと。ぜひ、お力添えをお願い致します」

　信頼を寄せてくれる言葉。外川副校長の真っすぐな眼差しには、彼女の期待に応えなければならないと思わせるほどに熱い。

「そのような言葉をいただき、ありがとうございます。ご期待に沿えるよう努めて参ります。──そして、そのためにお願いがございます」

　ひとつ、息を吸い込む。

「彼の悪事を暴くだけなら、この書類を公表すればそれで済む。ですがその場合、事実を知った葦谷と桐ヶ瀬は傷つきます」

　それは出来ない。こんな大人のくだらない欲に、あの２人をこれ以上関わらせたくない。




「準備が必要です。槙島理事を糾弾し、そして葦谷と桐ヶ瀬を傷つけないために」




　そう。俺は別に槙島理事に正義の鉄てつ槌ついを振り下ろしたいわけじゃない。そんな役割は他の誰にだってくれてやる。

　俺はただ、葦谷と桐ヶ瀬を傷つけたくない。それだけなんだ。




「協力してください、外川副校長。あの２人に、楽しい学校生活を送ってもらうために」
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　外川副校長を見送り、添田とも別れた帰り道。俺は１人寮へと続くレンガ敷きの道を歩く。酒で火ほ照てった頰ほおを撫なでる夜風が心地よく、揺れる枝葉のさざめきが耳に気持ちいい。これがもうあとひと月もすれば、暑さと湿気にとって代わるかと思えば、今の内に堪能しておかなければという気持ちになるから不思議だ。

　カラリと引き戸を開ければ、そこには煌こう々こうと明かりの灯ともった談話スペースがある。

「あ、おかえり、なさい」

「遅いー。ていうか、顔赤。え、飲んできたの？」

　そうして出迎えてくれる２人の少女たちを見ていると、在りし日の外川副校長も、もしかしたら自分を受け入れてくれる人がいる温かさに、こんな気分になったのかもしれないと、酒の席で見せた郷愁に和らいだ表情を思い返しつつ靴を脱ぐ。

「ただいま。っていうか、こんな時間まで待っててくれたのか？」

　現在時刻は23時過ぎ。学生にとっては、密ひそかに胸が躍る時間だ。

　10代の頃には、俺もまだまだ起きていた時間だけに、彼女たちに早く寝ろと言う気も起きない。それに、外川副校長のあんな話を聞いた後では、こうした時間こそが大切に思えてならない。

「今日は、バイトもありませんでしたし」

「うーん、なんか暇だったし」

　口を揃そろえてそんな風に言う彼女たちに、初めてこの寮を訪れた時の姿が重なる。

　視線すら合わせてもらえない不信感。

　外から来た者だと告げるような拒絶感が滲にじむ態度。

　素っ気ない言葉に、遠慮がちな対応。

「なんか、変わったよな」

「何言ってんの？」

「いや、何でもない。というか、お前ら夕飯はちゃんと食べたんだろうな」

「食べてるっての。アンタ、アタシらを何だと思ってんのよ」

　呆れたように言う桐ヶ瀬から葦谷に視線を移せば、彼女もこくりと頷うなずいて見せる。

「そりゃよかった。っと」

　ボスンと些いささか乱暴にソファへと座る。何だかんだ疲れていたのか、自然と全身から力が抜けていく。

「落ち着くわ～」

「おっさんくさ」

「うるせ」

「ふふ」

　小さく笑った葦谷にニヤリと笑みを返してやる。特に意味はない。それでも、そんなやりとりに、なぜか言いようのない居心地の良さを覚える。

「……お仕事、大変ですか？」

「まぁな。仕事だし、大変なこともある」

　というか、大変じゃない仕事なんてこの世にはないと思う。どんな仕事だって多かれ少なかれ苦労は付きものなのだから。

「あーあ、やだなー。アタシも大人になったら仕事しなきゃいけないのかー」

「そりゃあ、お前、大人になったらそうなるさ」

「えー。だったらアタシは一生子どものままがいいなぁ」

「はっはっは。そりゃ誰だってそうだろうよ。俺だって子どものままでいられりゃ、それが一番だ」

　遊んでいられるしな。そうじゃなくても、こんな風に責任を負わされる事もなく、割と好きにやれていた。子どもから大人になれば、その分だけ多くの責任が付きまとう。

「私は、早く大人になって、働きたいです」

「……葦谷」

「父と母に、楽、させてあげたいですから」

　恥ずかしそうに頰を染める葦谷に言い知れぬ感情を覚える。じんわりとにじみ出るように胸を温かくするその感情の名前を、酔った頭ではたぐり寄せることが出来ない。

「……風戸さん？」

　気が付けば、俺は葦谷の頭を撫でていた。柔らかな黒髪が、酒に火照った指先に気持ちいい。

「いやいや、いきなりなにしてんのよ、アンタは」

「いいだろ、別に」

「何で開き直ってんのよって、ちょっ、何してんのよ!?」

　声を上げる桐ヶ瀬の頭を、もう一方の手で乱暴にクシャクシャとかき混ぜる。

　これまで２人に対して頑かたくなに触れてこようとしなかった俺が、どうしていきなりこんな行動に出たのか。

　酒に酔っているから？

　帰り道の夜気が心地よかったから？

　違うな。

　こいつらが〝問題児〟でもなんでもない、普通の女子高生だって確信したからだ。

　学校から謂れのないレッテルを貼はられて、ただ１人の男の欲のために利用されているこの２人を、だからこそ大切にしなきゃいけないと思ったからだ。

　葦谷小さ百合ゆり。

　桐ヶ瀬詩し緒お。

　不器用にも、自分の考えに真っすぐな２人の少女たち。

「むー。いつまでそうしてんのよ」

「いいだろ、もう少しぐらい」

「……何か、あったんですか？」

「いーや、なんもねぇよ。ただ、そうだな」

　そこで、彼女たちの頭から手を離す。

「お前らに、今よりもうちょっとだけ、楽しい学生生活を送ってもらいたいと思っただけだ。あっという間だしな。それが終わるのは」

　そう、本当にあっという間だ。

　思い返せば思い返すほど、一瞬で駆け抜けた気がする。

　だからこそ、その一瞬をこの少女たちには大切にしてもらいたい。

「なんか、今日の風戸さん。やっぱりおっさんくさいよ」

「うるせーよ」

　はは、となぜだか上機嫌な笑いがこみ上げてきた。

　そんな俺に、葦谷と桐ヶ瀬は不思議そうに顔を見合わせている。

　きっと今俺が感じている清すが々すがしさは彼女たちにはわからない。なぜってこれは、酒に酔って、思い出に浸って、そして自分の仕事に意味を見み出いだした爽快感だからだ。

　彼女たちにはわからない。俺にはわかる。

　子どもにはなく、大人にはあるもの。

　仕事。

　ただ、日々を生きていくため、生活のために行ってきたもの。

　しかし、今はその意味が変わった。

　目の前で笑い合う女子高生たち。俺の仕事は、彼女たちのためにある。
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　そして翌日。１週間が終わる金曜日にして、５月が終わった６月１日。俺は出社早々に福ふく井いさん、月つき川かわ、佳か苗なえ、そして添そえ田だを集め外そと川かわ副校長から聞いた話を報告していた。

「……なんですか、それ」

　重苦しい空気の中、月川の震える声が響く。社会人になって２年目、学生気分はとうに吹き飛んでいても、こんな話を聞かされて平然としていられるほど、彼女は擦れていない。

「全く。何のドラマよ」

　とは言え、社会人としてやってきたから平然と受け止められるかと言われればそれも違う。月川ほど動揺してないとは言え、佳苗も少なからず衝撃を受けているようだ。

「いやいや、ホントに。あんな肇はじめ、初めて見たよ」

　そんな添田の茶ちや化かしに誰かがツッコんだりもしない。唯一先に話を聞いていたからそんなことも言えるが、それでも口先だけだ。顔はいつになく真剣な表情をしている。

「……」

　そして、ちょうど俺の対面に座った福井さんは何を言うでもなく沈黙を保っている。その深い眼まな差ざしの中、一体何を考えているのかは俺には窺うかがい知ることが出来ない。

　チッチッ、と誰かの腕時計が刻む音だけが我関せずと響く中、福井さんが口を開く。

「そんな話になるのか」

　深いため息混じりの言葉は、この場にいる全員の気持ちを代弁している。

　それはそうだ。普通は考えあぐねる。

「あの、これってもう警察とか、そういう話になるんじゃ……？」

　そして月川がそう言うのも無理はない。さすがにこれはコンサルタント云うん々ぬんと言った話ではなくなってきている。槙まき島しまさんがしているのは、立派な犯罪だ。学校に寄付されたお金を横領しているのだから。

「そうだな、少し事が大きすぎる」

「で、ですよね。さすがにもう私たちでどうにか出来る話じゃないですし……」

　月川の言葉が尻すぼみに消えていく中、福井さんの視線が俺を捉える。

「警察に届けるのは少し待ってください」

「なぜだ？」

　まるで対たい峙じするかのように、俺は福井さんの視線と言葉を真っ向から受け止める。

「今警察に届ければ、槙島理事はその責を問われるでしょう。もしかしたら事実は公表され、マスコミの槍やり玉だまに上げられるかもしれない。そしてそうなれば、ほぼ確実に葦あし谷やと桐きりヶが瀬せにもその累は及びます」

　その可能性を思い描く。そうなった時に彼女たちがどうなるかを想像する。

「仮にそうなった時、彼女たちの学生生活は楽しさとは無縁のものになってしまいます。今でさえ学校内では〝問題児〟として扱われているのに、より煙たがられる存在となってしまう。きっと何一つ思い出のない青春を過ごすことになる」

　たった３年の高校生活。それをこんなくだらない理由でフイにしていいはずがない。




「俺は、あの２人にはもっと楽しんでもらいたいんです。大人の勝手な都合で傷ついてなんかほしくない」




　言葉を切り、福井さんを真正面から見やる。対する上司は顔の前で組んだ手で口元を隠し、感情の読めない視線を投げかけてくる。

　会議室の中が否いや応おうなしに緊張感で満たされていく。

「まさかお前がそんなことを言うなんてな」

　重苦しい雰囲気の中、福井さんが口を開く。その言葉の続き次第では、俺の望みの一切が断たれてしまう。

「正直なところ、思い違いをしていた。風かざ戸との口からそんな言葉を聞くとは思ってもいなかった」

　ダメか。そりゃそうだよな。実際俺の主張は感情論でしかないわけだし。会社がそんなものを受け入れる理由なんてどこにもない。しかし、

「ふっ」

　と、緊張に包まれた部屋に、それを吹き消すような声が漏れる。

「ふふ。くくくっ」

「え」

　見れば福井さんが肩を震わせていた。その声は明らかに笑っており、

「風戸、お前も中々面白いな」

　そんな福井さんの言葉によって重苦しい雰囲気の一切は搔かき消えてしまった。

「確かに槙島理事の着服については驚かされた。まさかそんな案件だとは思ってなかったからな。でもな風戸、それと同じくらいお前の主張に驚かされたよ」

「どういうことですか？」

　尋ねると福井さんは僅かに笑って見せる。愉快だとでも言いたげに。

「風戸。お前は今、どうして専務の話を持ち出さなかった？」

「……専務？」

　あの人が一体なんだって──、

「あ」

「気づいたか？」

　ニヤリと笑う福井さん。その表情に、自分でも信じられないと言った視線を返す。

「あー。確かにそうですね。この〝ＪＫ案件〟は専務が持ってきたものなんだから、下手に警察に届け出てしまえば、どこかでうちとの関連性を疑われます。そして、仮に捜査の手が及べば、十中八九専務の横領も明るみに出てしまう。そうなったら、うちの会社もとんでもないダメージを負いますね」

　倒産とまではいかないにしても、明らかに信用問題にかかわる。

　コンサルタントなんて無形商材を扱っている以上、そんなことになってしまえば今後の営業すら危うくなってしまう。

「そう。だから会社としても、届け出るとしたところで慎重にならなきゃいけない事案なんだ。お前がこの案件に携わり続けるために会社を説得しようと思えば、いの一番にそこを材料に交渉すべきなんだ。それをお前、『女子高生たちのために』だもんな」

　そして福井さんはまたも可笑おかしそうに笑みを浮かべる。

「いや。マジすか……」

　ものすごい恥ずかしいことをやらかしてしまった気がして、そんな言葉しか出てこない。

　確かに福井さんの言う通りだ。会社を説得するならまずは、警察に届け出るとうちにとってもデメリットのあることだって話をすべきだった。それなのに、どうして……。

「それだけ肇にとって、あの２人の女子高生が大切だってことじゃないのかい？」

「添田。お前、楽しんでるだろ」

　肩に手をかけてきた添田の表情は明るい。これまでの付き合いで見たことがないぐらい、嬉うれしそうにしている。

「そりゃそうさ。なぜって、僕は肇のそういうところをこそリスペクトしてるんだから。中々いないぜ、そこまで他人のために動ける人間は」

「うるせぇよ」

　いきなり持ち上げんなよ。やらかした恥ずかしさと相まって居たたまれないだろうが。

「ま、あんたは昔っからそうだもんね」

「佳苗。お前もか」

　なんて嬉しそうな顔してやがる。

「あら、あたしは好きよ、あんたのそういうところ。普段はしっかりしてるくせに、困ってる人がいれば、『その誰かのために』って動くから、みんな肇に付いていくんじゃない」

　いや、なんだこの流れ。お前らグルになって俺を辱めたいのか。

「わ、私もそう思います！」

「月川、無理にノらなくていいから」

「いえ、言わせてください。先輩はもう忘れちゃったかもしれませんけど、私が入社直後に電話対応でミスをした時に言ってくれたじゃないですか。『後輩のためにいるのが先輩だ。俺を頼れ』って。そして私のミスなのに誰よりも真摯にそのお客様に対応してくれて。その時に私は、先輩みたいになりたいって思ったんです」

「わかった。わかったから」

　やめてくれ。そんな過去の話まで持ち出して、お前らは俺を一体どうしたいんだ。

「つまり、風戸。この場にいるメンツは全員、お前の意志を尊重するってことだ」

　福井さんが４人を代表してそう告げる。

「その上で問う。──風戸、お前はどうしたい？」

　短く、シンプルな問いかけ。そこに一切の忌き憚たんはない。判断を俺に預けているわけでもない。ただただ明確に、俺の意志を問われている。

　胸に思い返したのは昨夜感じた爽快感。自分の仕事が何のためにあるのか見み出いだした気持ちよさ。今更問われるまでもない、俺の意志はとっくに決まっている。




「俺は、葦谷と桐ヶ瀬が納得する形でこの案件に決着をつけます」




　だから答えはシンプルだ。

　ごちゃごちゃと無駄な問答より先に、問われたのは俺がどう考えているか。ならば、遠慮も忖そん度たくもいらない。ただ自分の意志を伝えるだけだ。

「そうか。なら、やってみろ。俺たちも協力は惜しまない」

　それはあまりにもあっさりとした言葉だった。周りを見れば福井さんの言葉を肯定するように、月川も佳苗も添田ですら、頼もしい笑みを浮かべている。




　そして、その日を境に俺の日常は途端に忙しくなっていく。

　この案件を俺の望む形で決着させるのに、やらなければならないことはいくらでもある。

　社内での根回しは福井さんの助けもあり、何とかうまくいっている。それでも手が足りないところは、月川や佳苗、添田にもフォローしてもらいながら形にしていく。

「風戸。最近顔つきが変わったな」

「やつれてます？」

　ある日の福井さんとの会話だ。ここ数日鏡を見るたびに思う。随分と疲れが顔に出てき始めていると。

「そうだな。だが、真剣だ」

　社内の自販機前。缶コーヒー１本分の休憩。やらなければならないことが積み上がっているせいか、時間はいくらあっても足りはしない。

「正直、俺はお前が年度末にでも退職届を持ってきてもおかしくないと思っていた」

「どういうことですか？」

「お前は間違いなく優秀だ。売り上げがトップだからとか、そういう話じゃない。物事を分析し、結果を類推して、判断し行動する。当たり前に皆が行っているが、お前は特にそうした力が優れている。要は、他の奴やつらよりしっかりした基礎があるってことだな」

「なんですか、いきなり」

　そんな改まって言われることだろうか。

「逆に、だからこそなんだろうな。俺にはお前が機械的に仕事をこなしているように見えた。淡々と、これさえやっていれば結果が出るというものを。そして、それに物足りなさを感じているともな」

「あー」

　確かにそういう一面がないかと言われれば噓うそになる。

「基礎能力が高いからこその優秀さ。だからこそ、お前にとってうちでの仕事はこなせるものでしかないんだろうな」

「そんなことないですよ。色々と失敗もしましたし、いい経験を積ませてもらってます」

「だが、お前の場合『やりたいからやってる』というよりは『出来るからやってる』という感覚の方が強いだろう？」

　どうだろう。これまでの５年間、果たして俺はどんな気持ちで仕事をしてきただろうか。

「少なくとも今は、やりたいことをやってますよ。まあ、そのためにやりたくないこともやってますが」

「それでいい。仕事なんてやりたくないことが大半だ。大事なのは、その中で少しでもやりたいことを見つけておくことだ。そうすれば、少しは仕事もマシになる」

「『やりたい仕事を見つけよう』とは言わないんですね」

「そんなもん見つからんしな。物事を長く続けるコツは、やりたくないことを事務的に片付け、やりたいことに注力することだ。仕事だってそんなもんだぞ」

「じゃあ、福井さんが仕事でやりたいことってなんですか？」

「ん？　そりゃ、お前。早く帰ることだよ。何しろ家に帰れば娘が待ってるからな」

「それ、主夫になった方が早くないですか？」

「その通り。だが、現実はそんなに上手うまくいかない。上手くいかないからこそ、その中で自分が譲れないとこだけ明確に握っとく必要がある」

　譲れないとこ。

　確かにそうかもしれない。

　今の案件を進めるうえで俺が絶対にここだけは、と思っているのが、葦谷と桐ヶ瀬に楽しい学校生活を送ってもらうようにすることだ。

　そのために色々と面倒な根回しをしている。

　だけどまあ、やりたくないこともあるが、やっててそれが嫌じゃないのは確かだ。それは福井さんの言う通りなのかもしれない。

「なにかあればいつでも頼れ」

「はい。ありがとうございます」

　そう告げて、空になった缶コーヒーをゴミ箱に放り込む。
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　その日、クタクタになって部屋に戻ると、すっかりくつろいだ様子の桐ヶ瀬がいた。

「また何してんだ、お前は人の部屋で」

「ん～？」

　てんで聞いちゃいない。まあ、マンガ読みながらゴロゴロしてる時なんてそんなもんだろうけど。

　それにしても、もう６月も半ばを過ぎたからか、すっかり空気も湿っぽくなった。今日は雨こそ降っていないが、どうにもジメジメしていて不快なことこの上ない。

「とりあえず制服でゴロゴロすんのはやめろっての。シワになるぞ」

「ん～」

　ジャケットを脱ぎつつそう告げるも、桐ヶ瀬が動く気配はない。別に部屋から出て行けと言うつもりはないが、このままだと着替えにくくていけない。

「パンツ見えそうだぞ」

　バッと、これまでの態度がなんだってぐらい勢いよく跳ね上がる。そんな桐ヶ瀬の顔は真っ赤で、スカートの裾を押さえながらパクパクしてる様子は金魚みたいで愛あい嬌きようがある。

「な、何見てんのよ!?」

「大分、溜ためたな。芸に幅があるのはいいことだ」

「そんなんじゃないしッ」

「冗談だよ。見えてない」

　見えそうだったけどな。

「せっかく可愛かわいい制服着てんだから、シワにしちゃもったいないぞ」

「むー……。なんでそんなお母さんみたいなことを言われなきゃなんないのよ」

　桐ヶ瀬の不服そうな言葉に、なんだか可笑しくなって俺は笑ってしまう。

〝お母さん〟か。言い得て妙だ。

　言葉を交わし、距離が近づくたびに葦谷や桐ヶ瀬に対して情が湧いていくのを感じる。

　特に、外川副校長から話を聞いてからこっちは、それが増していくばかりだ。感覚としては、歳としの離れた従妹いとことか、そんな感じだろうか。

「というか、飯作ってくれたのか」

　水を取りに冷蔵庫を開ければ、コンロの上に蓋をされた鍋が置かれているのが目に入る。そこから覗いたおたまの取っ手が、上目遣いにこちらを見ている桐ヶ瀬と重なり、なんだか可愛らしい。

「だって風戸さん遅いし、センパイはバイトだし。暇なんだもん」

　マンガを脇に置き、起き上がった桐ヶ瀬が照れくさそうに髪を弄いじりながらそう告げる。

「ありがとな。助かる」

「あ、ちょ。何で、火点つけてるの」

「何でって、そりゃ食べるからだろ」

「もー、それはアタシがやるから風戸さんは座ってて」

　文句を言いつつキッチンへとやってきた桐ヶ瀬に背を押され、部屋へと追い出される。

「そこまでしてくれなくても大丈夫だぞ」

　というか、社会人になってからこっち、ずっと一人暮らしをしているのに、女子高生にそこまでしてもらうのも何だか申し訳ない。

「いいの。だって、風戸さん疲れてるんでしょ」

「ん？」

「ここのところ朝早いし、なんか疲れた顔してるし。あんまり無理しちゃダメだって」

　嫌いや味みでも何でもなくそう言う桐ヶ瀬に、内心驚いた。まさかそうした気の遣われ方をするとは思ってなかった。

「そんなに疲れた顔してるか？」

「鏡見てきたら？　髪も乱れてるし」

「まあ、そりゃそうだな」

　言われ、襟足を弄る。確かに少し髪が伸びた。それに気づかないぐらいには、忙しさの中に身を置いていたんだろう。

「髪、切るか」

「うん。風戸さんはちゃんとしてる方が似合うよ」

　そう言いつつ、桐ヶ瀬はよそった料理を並べていく。立ち上る湯気が食欲をそそる。

「美味うまそうだ」

「でしょ？　結構自信作」

　得意げに笑う桐ヶ瀬の顔が、何より疲れに効くことを知った。

「肩、こってるの？」

「ああ、まあ。ずっとパソコンに向かってるとどうしてもな。悪いな、飯食ってるのに」

　そりゃ飯の最中に難しい顔して肩を回してれば、桐ヶ瀬じゃなくても気になるよな。気をつけなきゃならないのはわかってるけど、どうにもしんどくて敵かなわない。

「大変だね、サラリーマン」

「お前も働くようになればわかるよ」

「えー、働きたくない。一生マンガ読んで過ごしたい」

「それな。めっちゃわかる」

　可笑おかしそうに笑う桐ヶ瀬に、軽く肩を竦すくめる。せめて肩こりとは無縁の生活をしたい。

「アニメの方はどんな感じだ？　なんか面白い展開のあったか？」

　黙々と食べ続けるのもあれだから話を振ってみれば、桐ヶ瀬は心配そうな目を向けてきた。てっきり嬉き々きとして話してくるとばかり思ってたんだけどな。

「やっぱり見れてないの？　最近帰ってくるの遅いし、土日も忙しそうだし、あんまり寮にいないじゃん」

「まあ、そうだな。もう今期のは追い切れてない」

　あの日、外川副校長から話を聞いてからこっち、そんな余裕もないぐらいに仕事漬けになっている。ソシャゲですらログインするだけでろくに遊べてない。

「まとめサイト見るのも邪道な気がするから、全然情報が入ってこないんだよな」

「じゃ、言わない」

　スン、と告げた桐ヶ瀬はそのまま小さく白飯を口に含む。

「なんでだよ」

「ネタバレになるじゃん。つまんないよ、そんなの。後で一緒に見よう。そのパソコン、ネットぐらいは繫つながってるでしょ？」

「ああ、そりゃまあな。……そうだな、たまには息抜きぐらいするか」

「決まりね」

　うんうん、と満足げに頷く桐ヶ瀬。その嬉うれしそうな顔を見てしまえば、『この後も仕事あるから』の一言はみそ汁と一緒に飲み込む他ない。

「あ、食器は浸つけといてくれれば、後で洗うよ」

「それはさすがに悪いだろ。片付けぐらい一緒にやるさ」

　そう言うと、桐ヶ瀬は一瞬ほうけた後、ニコーっと子どもみたいな笑みを見せた。いや、みたいも何も子どもなんだけどさ。こいつの場合、見た目が見た目だから、そう無邪気そうにされるとギャップがある。

「じゃあ、まずはアニメね。動画サイトって登録してる？」

「当然。社会人の必需品だ」

　何しろ月額料金さえ払えば、アニメどころか映画も見放題だからな。ひたすら動画を垂れ流しつつぼんやりビールを飲むのは、人類が到達した贅ぜい沢たくのひとつだろう。

「今期のオススメはねー」

　そう言いつつ身を乗り出してきた桐ヶ瀬と軽く体が触れ合う。微かすかなシャンプーの香りと女子特有の甘い匂いが、この１か月ほどの間で近くなった距離感を教えてくれる。

　桐ヶ瀬にアニメの選別は任せ、俺は一息つくことにする。本当にここ２～３週間は息つく間もないぐらいの忙しさだった。朝起きて仕事して、帰ってからも仕事して、そして泥のように眠る。

　そんな慌ただしさの中にいたからか、こうしてふとした瞬間に訪れた穏やかさに、ゆっくりと瞼まぶたが降りてくる。目の前にいる桐ヶ瀬の姿がぼんやりとぼやけてくる。

「風戸さん？」

「ん、ああ」

「眠いの？」

「いや、大丈夫だ。……それで、何見るんだ？」

　頭を振り眠気を振り払おう。しかしすぐにまた睡魔が襲ってくる。ああ、まずいなこれは。体が意識を手放したがってる。

「いいよ、アニメは。それよりちゃんと休んで。ほら」

　優しい声音に誘われる。やわらかく肩を抱かれ倒される。頭の下にある、枕とは違った、それでも何だか安心する感触に抗あらがえず、ゆっくりと目を閉じていく。

「おやすみ、風戸さん」

「ああ……」

　そして俺は眠りへと落ちていく。じんわりと染み出す疲労が心地いい。




「で、俺はそのまま寝ていたと」

「……うん。重かった」

「いや、それは本当に悪かった。すまん」

　久々にゆっくりと寝られたんじゃないかと思うぐらい、深い眠りから目を覚ますと、実はまだ帰ってきてから３時間も経過してないことがわかった。桐ヶ瀬と飯を食ってたのが30分ぐらいだから、寝てたのは２時間ちょいぐらいか。

　それだけならちょっとした休憩で済むが、問題は目の前でへたり込んでいる女子高生だ。

「足、痺しびれちゃった」

　へへ、と困ったような笑みを浮かべる桐ヶ瀬は壁に寄りかかり、痺れを取るように太ももをグニグニと揉もみしだいている。

「お前なぁ。そんなになるぐらいだったら途中で放り出してよかったんだぞ」

「え～。でも風戸さん、気持ちよさそうに寝てたよ」

　いや、そこで満足そうな顔になる意味が全然わからないんだが。

「だからって２時間も膝枕するか？　普通」

「どうだった？　女子高生の膝枕。すっきりした？」

「疲れすぎて、何も覚えてねぇよ」

　さすがに目が覚めた時に桐ヶ瀬の顔がすぐそばにあったのはビビったけどな。そうか、あの枕みたいな感触は桐ヶ瀬の太ももか。

「というか、お前こういうの免疫なかったんじゃないのかよ」

「こういうのって？」

「ラノベでありがちなお色気イベント」

　膝枕なんてその筆頭みたいなもんだろうか。

「や、なんかやってみたらそうでもなかった。それにほら、風戸さん疲れてたし。どっちかって言うと、なんかしてあげたいなぁって方が大きかった」

「そりゃまあ、ありがとよ」

「それになんて言うか、エッチって言うより癒いやしって感じだったし」

「それはされる方が感じるもんじゃないのか？」

　俺も何だかんだすっきりしたし。いや、ちゃんと寝たからってのが大きいけどな。しかし、桐ヶ瀬って意外と怖いもの知らずと言うか、フットワーク軽いよな。

「なんだろう。大型犬が膝の上で寝てる感じかな。体おっきいし襲われたら大変だけど、寝てるから安全、みたいな。逆に普段と違うのもアリ、的な」

「俺は犬かよ……」

　まあ、会社の言いなりって意味じゃそうかもしれないけど。

「そんなんじゃないって。風戸さんは風戸さんだよ」

　そうあっけらかんと告げられると、変に気遣ってるこっちが拍子抜けしてしまう。

「まあ、いいけどさ。にしても、半端に寝たせいかまだ頭がボーっとするな」

「じゃあ、もう一回膝枕やってみる？　アタシ結構ハマったかも」

「膝に人の頭乗っけるのがか？」

「言い方～」

　笑みが滲にじむ言葉を投げかけてくる桐ヶ瀬。その楽しそうな表情にこそ、疲れていても頑張ろうと思わされる。

「ありがとな」

「何よ改まって」

「いや、ちゃんと言っておかないといけないって思ってな。お前らがいてくれてるから、俺は今、頑張れてる」

「ふぅん」

　気のない返事をしつつ、それでも桐ヶ瀬の視線は何かを確かめるようにこちらを見やる。そして彼女は、実に彼女らしい朗らかな笑みを浮かべる。

「そしたらさ、おあいこだね」

「あん？」

「アタシも感謝してるってこと。アンタが、風戸さんが来てくれて楽しくなったから。趣味の事だけじゃなくてさ、アタシの話をちゃんと聞いてくれる人がいて、アタシは嬉しいんだ」

　へへ、と照れくさそうに笑う桐ヶ瀬。

「ほら、アタシって友達が出来る前にこっち来ちゃったから、学校もつまんないんだよね。行っても〝問題児〟扱いされるだけだし。でも、だからってサボるわけにもいかないからやっぱり行かなきゃだし。何となく毎日つまんなくて退屈で、ずっとこのままなのかなーって思ってた。でも、風戸さんが来てくれた。おかげで楽しくなったよ、寮にいる時はさ」

「そうか」

「ちょっと～、何その反応。せっかくアタシが感動的なこと言ったんだから、もうちょっとこう、あるでしょなんか」

　大げさに頰ほおを膨らませ、すぐさまニッと笑うその顔に、俺も同じように笑い返す。

「これからもっと楽しくなるよ、お前の高校生活は」

「風戸さんが更生してくれるから？」

　茶ちや化かす桐ヶ瀬に軽口で返しておく。すると彼女はこれまでの朗らかな雰囲気から一転、神妙な眼まな差ざしでこちらを見上げてくる。

「風戸さんは、どこにも行かないよね……？」

「どうしたよ、いきなり」

　普段通りに問いかけるも、桐ヶ瀬の面持ちは変わらない。真剣に、そしてどこか不安そうに言葉を紡ぐ。

「わかんない。でも、なんか風戸さんがいなくなっちゃう気がした」

　なんだろ、これ。そう呟つぶやきながら胸元に手を添える。その仕草に桐ヶ瀬自身も確信があるわけじゃないんだと悟る。

「やっと楽しいって思えるようになったんだよ。風戸さんがいなくなったら、またつまんなくなっちゃう。だからさ、ここにいてよ」

　キュッと裾を摑つかんでくる手。

　本音を話して自覚したからだろう。今自分の元にある幸せを確かめてしまったからこそ、突然の不安に駆られた少女がそこにはいる。

　だから俺は、そんな桐ヶ瀬を安心させるために視線を合わせ、そっと頰に手を添える。緊張した表情。引き結ばれた唇。震える眼差し。

「心配しすぎなんだよ、お前は」

「いたぁ」

　キュッと一瞬だけ頰をつねる。摘まむように、ほんの僅かだけ力を入れ、優しく傷つけないように。

「なにすんのよぉ」

　甘えた声で抗議してくる少女の頭を撫なでる。

「まだ何一つとして仕事を終えてないのに、いなくなるわけないだろうが。俺がここを離れるのは、お前らが更生した時だけだ」

「それじゃあ、いつかはいなくなるってことじゃん」

「安心しろって。桐ヶ瀬とはちゃんと繫がってるから。何のために連絡先を交換したと思ってんだ。言っとくけどな、俺にとってもお前はありがたい存在なんだぞ。何しろ、ここまで趣味の合う奴やつは他にいないからな」
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「え、本当？」

「ああ」

　頷くと、桐ヶ瀬の表情がパッと明るくなる。途端に上機嫌になったのを確認したところで、俺は立ち上がる。

「ほら、さっさと食器片づけてアニメ見ようぜ」

「オーケー。アタシの超オススメだから、風戸さんも絶対気に入るよ」




　　　　[image: ]




「悪い。待たせた」

「……いえ」

　21時30分。普段通り葦谷をバイト先に迎えに行くと、彼女は店の軒先で待っていた。

「いやしかし、参ったな」

　意味がないとはわかっていても、肌に張り付いた水滴を払う。げ、ハンカチまでぐっしょりになってやがる。

「急に、降ってきましたね」

　葦谷が見上げる夜空からはいくつもの水滴が落ちてくる。大粒の雨が窓から漏れる明かりに照らされ、多彩に色を変えていく。

「予報じゃ何も言ってなかったんだがな」

　やっぱり梅雨の天気予報は当てにならない。降るとわかっていれば、傘も持ってきたものを。まるで狙いすましたかのように校門を出たタイミングで降り始めるんだからな。

「傘、持ってるか？」

「はい」

　答えつつ、葦谷はカバンの中から折り畳み傘を取り出す。さすが用意がいい。

　バッと広がる赤い布地。彼女はそれを肩に背負い、一歩雨の中へと踏み出す。

「……どうぞ」

「悪い」

　一瞬、店の人に頼んでもらって傘を借りようかと思ったが、こちらをじっと見つめる葦谷の瞳に、それは無粋だと感じた。

「持つよ」

「……はい」

　さっきの『はい』より、どこかおとなしい『はい』。傘を受け渡す指先が、静かに触れる。こうして近い距離にいると、彼女の背が俺より随分小さいのだと実感する。

「葦谷。お前って身長いくつぐらいなんだ？」

「１５６センチです」

「てことは、22センチ差か」

　どうりで小さく感じるはずだ。肩口辺りに頭があるもんな。

「背伸びしても、届きませんね」

「そうだな」

　小さな傘の下、雨音にも似たささやかさで言葉が交わされる。２人分の足音に子どものように水がはねる。

「しばらくはこんな天気続きかね」

「……どうでしょう」

　広がることのない会話は、だからこそ心が安らぐ。ぼんやりとしたやりとりは、忙しさに破裂しそうだった心を静かにガス抜きしてくれる。

　雨が傘を打つ音と混じり合うポツポツとした会話。不ふ揃ぞろいだけれど離れることのない足音。通り過ぎる車のライトに夜が光を帯びる中を、俺と葦谷は静かに歩んでいく。

「……あの」

「ん？」

　白しら嶺みね女子まであと数分。もう校門が見えているその場所で、葦谷はピタリと立ち止まった。そうなれば自然、同じ傘に入っている俺も立ち止まらざるを得ない。

「どうした？」

　何かを伝えようとするかのように見上げてくる２つの瞳。葦谷が何かを言おうとした瞬間、俺らの横をトラックが通り過ぎていく。

　はね上げられた水が足元の水たまりを揺らす。

　雨はひどくなる一方だ。

「話は後で聞くからさ、とりあえず帰ろうぜ。葦谷も風邪ひいちまうぞ」

「あ、はい」

　葦谷は頷き、歩みを再開する。




　そして寮に入ってすぐにシャワーを浴び、濡ぬれた衣服を洗濯機で回していると、葦谷からメッセージが届いた。

《あの、今からお邪魔してもいいですか？》

　普段からこうしたやりとりはあるものの、内容はその日のバイト先での様子がほとんどなだけに、その内容に少し驚いた。

《いいぞ》

　送るや否や、部屋のドアが控え目にノックされた。

「はい」

「……失礼します」

　予想通りと言うかなんというか、当然ながら顔を覗のぞかせたのは葦谷だ。

「まさかドアの前でメッセージするとはな」

「う。……はい」

　ちょっと気まずそうに目を逸そらす葦谷。まあ、普通そうなるよな。

「その、いきなりは、気が引けて」

「葦谷らしいな」

　思わず苦笑が漏れる。

「それにしても珍しいな。葦谷が部屋まで来るなんて」

　桐ヶ瀬はしょっちゅう居座っているが、彼女が訪れるのは、３人で買い出しに行った日以来、ほとんどない。

　ドアを閉じた彼女もシャワーを浴びた後なのだろう。髪が湿り気を帯び、これまた珍しいことに淡いパジャマを身に着けている。ラフな格好を好む桐ヶ瀬と違い、何と言うか葦谷らしい姿だ。

「お茶でいいか？」

「あ、はい。……ありがとうございます」

　グラスに注いだ飲み物を持ち、葦谷の向かいに座る。彼女がここにいるなんて、何だか変な感じだ。

「んで、どうしたんだ？　さっき言いそびれた事か？」

　そう聞くと、葦谷は小さく頷うなずいた。

　気楽に尋ねた俺とは反対に、葦谷は何だか言いにくそうというか、こちらの顔を窺うかがうように視線を向けてくる。

　言葉を待つようにお茶を口に含む。梅雨時のジメっとした空気とは違う、冷たく気持ちのいい感触が喉を滑っていく。

「あの」

　ひとつ、区切る。

「無理、してませんか……？」

「？」

「その、いつも迎えに来てもらったりしてますし。大変じゃないかと……。疲れているみたいですし」

「あー……」

　まさか桐ヶ瀬に次いで葦谷にもそう言及されるとは。よっぽど顔に出ているようだ。

「あの、もしお疲れなら、無理しないで、ください」

「それが、さっき言いたかったことか？」

「……はい」

　葦谷にまでこんな風に心配されるなんてな。

「ありがとな、心配してくれて。でも、別に無理してるわけじゃない」

　そう言うと、葦谷はフルフルと首を振る。なんだ、何か違ったか？

「……ご迷惑じゃ、ないかと」

　あ、そういうことか。

「大丈夫だよ。俺がやるって言ってるんだから、やらせてくれ。結構好きなんだ。葦谷と一緒に歩くの」

　ポツポツとしたやりとりも、揃そろわないけど離れない足並みも。あの片道20分は、少なくとも心が落ち着く瞬間なんだ。

「そう、なんですか……？」

「ああ。お前との会話は、落ち着くしな」

「そう、ですか」

　何かを嚙かみしめるように、葦谷は視線を向けてくる。

「わかりました」

　ひとつ頷き、静かにグラスへ口を付ける葦谷。その沈黙の中で思う。

　もうちょっとしっかりしないとな。

　葦谷にも桐ヶ瀬にも、心配させてしまっている。そうしないためにも、ちょっと働き方を見直さなければ。

「あの、お邪魔じゃなかった、ですか……？」

「何が？」

「その、それだけの用で部屋に来てしまい……」

　そう言う葦谷は所在なげだ。らしいと言えばらしいけど、そんなに気を遣わなくてもいいのにってのが、正直なところだ。

「そんな気にしなくていい。葦谷はもう少し桐ヶ瀬のふてぶてしさを見習ってもいいかもな。あいつ、マンガ読むために入り浸ってるぞ」

　まあ、こないだは飯作ってくれたり、気を使ってくれたりしたが。

「桐ヶ瀬さんは、よく来るんですか……？」

「割とな。毎日ってほどじゃないけど、２日にいっぺんぐらいは」

「そうですか」

　言ったっきり葦谷は黙ってしまう。壁掛け時計すらないこの部屋じゃ、沈黙は文字通り沈黙だ。カチコチと鳴る音すら聞こえない。

「私も、いいですか……？」

「部屋に来てもってことか？」

　尋ね返すと葦谷はコクリと頷く。その頰ほおは恥ずかしさからなのか、ほんのりと色付いている。

「さっきも言ったろ。そんなに気にしなくていい。来たい時に来ればいいさ」

「あ、……はい」

　伏せた表情はわからない。こういう時、長い前髪は厄介だ。ささやかな彼女の感情を覆い隠してしまう。

「葦谷はもうちょっと人に甘えることを覚えてもいいかもな」

「え」

　疑問と一緒に顔がパッと持ち上がる。ああ、こういう顔をしてたのか。恥ずかしさが嬉うれしさに変わり、それでも色付く頰はそのままに、葦谷はこちらを見ている。

「しっかりし過ぎてるんだろうな、お前は。親御さんのためにバイトしようとするぐらいだし。ただ、もうちょっと自分のやりたいことをやってもいいんじゃないか？」

「それが、甘えるってことなのですか……？」

「ああ、そうだな。迷惑かも、とか。わがままなんじゃ、とか。そういうの気にしないぐらいがちょうどいいよ、お前は。でないと、俺も葦谷とどう接すればいいのかわからなくなっちまう」

　最後の一文は少し大げさに、それこそおどけるように伝える。でないとこいつの場合、真に受け過ぎてしまいそうだし。

　俺の言葉に何かを考えていた葦谷は、おもむろに立ち上がるとテーブルを回りこむ。そして、ストンと俺の隣に座った。

「葦谷？」

　何がしたいんだ、と言う意味を込めて名前を呼ぶ。

「あ、その、えっと……」

　言葉を探すように葦谷の手が宙をさまよう。

　やがて大きく息を吸い込むと、クッとした雰囲気でこちらを見上げてくる。

「……」

　無言の内に頰は赤く染まっていき、瞳は潤んでいく。そんな泣きそうになりながら、一体何を言うつもりなのか。

　俺はただ彼女の言葉を待つ。

　見つめ合うまま数秒、もしかしたら十数秒の時間が流れる。いい加減何か助け舟を出した方がいいかと思い口を開こうとすると、葦谷の口からポツリと言葉が漏れた。




「お話が、したいです。その、もう少し、近くで」




　肩が触れるかどうかという、葦谷らしい近さから聞こえた言葉。精一杯の勇気を振り絞ったからか、サッと俯うつむけられてしまう顔。

　今、葦谷がどんな顔をしているのかは、俺にはわからない。それでもそう言ってくれた彼女の気持ちは伝わってきた。

「どんな話がしたい？」
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「……その、なんでもいいです。風戸さんとなら……」

　微かすかな声音に耳を澄ませ、目の前で俯けられたままになっている黒髪へと手を伸ばす。

「……あ」

　自然と手が伸びていた。湯上りの湿り気が残る頭を撫なでる。

　よくやった。

　何となくだが、そういう気分だ。

　初めて会った時はろくに会話も出来ず、メッセージでのやりとりのみ。言葉で自分の意志を伝えるのも下手で、会話するのには根気がいる。

　それが今や、心配だと伝えるためにわざわざ俺の部屋まで来て、そしてもっと話がしたいと言えるようにまでなった。

　たった１か月の付き合いだ。こいつのことを何から何まで知っているわけじゃない。

　それでも、このささやかな変化を嬉しく思っている自分がいる。

「変わったよな」

「……？」

「葦谷が。会った時とは随分変わったよ」

　すっと横から見上げてくる視線を感じる。頭を撫でていた手を降ろせば遮るものはなくなり、前髪の向こうから見つめてくる眼まな差ざしと交差する。

「風戸さんの、おかげ、です」

　嬉しそうに告げられた言葉に、やはり胸の内が温かくなる。

「風戸さんが、私の話を聞いてくれたから。……だから、です」

「まだまだ。これからもっと話をして、もっと変わっていこう」

「……はい」

　相変わらずのポツポツとした会話。だけどこの日は、いつもよりずっと長く多くの言葉を交わした。ゆっくりと穏やかに。でも、そのささやかなやりとりをこそ、楽しく感じる。

「そろそろか」

「……はい」

　心地いい時間と言うのは、どうしてこうも早く過ぎてしまうのだろうか。気が付けば時計の針は日付が変わってから１時間近くが過ぎた位置にいた。

「……初めてです」

　立ち上がりつつ、葦谷は嬉しそうに漏らす。

「誰かと、こんな風に夜更かししたり、男の人の部屋に入ったのも……初めて、です」

「そうか」

「はい。……楽しかった、です」

「そりゃよかった」

　ドアを開けて葦谷を送り出す。一歩廊下へと出た彼女は、名残を惜しむようにこちらを振り向く。

「明日、遅刻しないように気を付けろよ」

「……はい。あの、風戸さんも。あまり、無理はなさらず」

「ああ。あまりお前らに心配かけないようにするよ」

　その言葉に、知れず笑いが漏れる。

「……？」

「ああ、いや。何でもない」

　首を傾かしげた葦谷を咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かすも、胸の内には可笑おかしさが込み上げる。

　誰かに心配させないように働くなんて、そんな発想を自然としている自分がこそばゆかった。今まではただ、自分のために働いているだけだった。生活のため、生きていくために仕事をしていればよかった。

　でも、何だか今はそうじゃない。

　葦谷や桐ヶ瀬のための仕事だって思っている。自分勝手な考えだし、これを彼女たちに伝えたところで、偉そうで押しつけがましくて、却かえって恐縮されるだけだから決して言いはしない。

　でも、自分のモチベーションのためじゃないところで、彼女たちのことを考えて仕事をしないといけないみたいだ。

　心配させないように、気を使わせないように。

　彼女たちのためにやっていると自負していることで、彼女たちを不安にさせていれば、それは本末転倒もいいところだ。

『早く帰ることだよ。何しろ家に帰れば娘が待ってるからな』

　ふと、いつだか聞いた福井さんの言葉を思い出す。

　もしかしたら、あの人も今の俺と同じような理由でさっさと仕事を終わらせているのかもしれない。

　娘さんに心配させないために。家族のために働き、家族のために早く帰る。それがあの人の仕事のスタイルなのかもしれない。

　今度、聞いてみるか。

　誰かのために早く仕事を終わらせる。

　その感覚は、存外悪くないのかもしれない。
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　パチパチとノートパソコンのキーボードを打つ音ばかりが響く。モニターの中では表示される文字に追い出されるようにカーソルが左から右へと流れていったかと思えば、ひと際大きなキータッチの音と共に、今度は一行下がった文字列でカーソルが躍り始める。

　寮の自室内。まるで何かに取りつかれたかのように打鍵を続ける。

　社内の事は福ふく井いさんを始め、月つき川かわに佳か苗なえ、果ては添そえ田だにまで動いてもらい情報をかき集め、白しら嶺みね女子に関しても外そと川かわ副校長の尽力により各種書類が集まりつつある今、俺の仕事はそれらを体裁よく整えるのに終始している。

　これが出来上がれば、専務と槙まき島しま理事を見返せる。

　そして、葦あし谷やと桐きりヶが瀬せの学校生活も今よりずっと過ごしやすいものへと変わるはずだ。

「……」

　無言のままにモニターの光を瞳に宿し、俺は最後の１行を書き添えた。

「ふう」

　ひとつ、肩から力が抜けていく。

　このままバタリと後ろに倒れてしまおうかと思ったその瞬間だった。コンコン、と控えめに部屋の扉がノックされた。

「はい」

　返事はするが、誰だと聞いたりはしない。

　すっかり聞きなれた控えめな来訪の合図。それが誰かなんてのは、わかりきっている。

「あの、風かざ戸とさん」

　案の定、顔を覗のぞかせたのは葦谷だ。

「おう。時間か？」

「はい」

　時計を見れば確かに16時を回っている。彼女のバイトのシフトは基本的に17時～21時。確かにそろそろ出る時間だ。

「気を付けてな」

「はい。行ってきます」

　律儀にも頭を下げる彼女を見送ろうと、ゆっくり閉まっていく扉を見つめた。

「葦谷」

　と声をかけたからか、残り数センチというところで、扉の動きがピタリと止まる。

「？」

　静かに押し開かれた扉から、ひょっこり顔を出した葦谷が、不思議そうに見つめてくる。

「偶たまには送って行くよ」

「え……？」

「息抜き。ちょっと根を詰め過ぎた」

　午前中から延々と仕事をしていたのだ。ちょっと外にも出たくなる。

「いいんですか……？」

　扉に隠れるように顔半分を出した葦谷の微かな声。目線は恥ずかしそうに逸そらされ、頰ほおは赤く染まっている。

　相変わらずの遠慮癖だな。まあ、ゆっくり直していけばいいだろう。

「ああ。ちょっと待ってくれ」

　パソコンをスリープモードにして立ち上がる。連日の猛暑の中、さすがにジャケットを羽織って出かけようとは思わない。

「風戸さんって、寮にいてもスーツ着てますね」

「そういう葦谷だって、寮にいる時も制服着てるじゃないか」

　そう言うと葦谷は長い前髪の向こうで目を丸くし、何だか嬉うれしそうに笑みを漏らす。

「ふふ。……お揃そろいですね」

「ああ、まあ。そういう事になる、のか……？」

　どうなんだろう。それはお揃いと呼べるのだろうか。

　首を傾げていると、今度は可笑おかしそうな笑みが耳をくすぐる。ここに来てから約２か月、彼女は本当によく笑顔を見せてくれるようになった。まあ、出会った当初が無表情過ぎたってのもあるんだろうけど。

　でも、笑わないよりは絶対にいい。

　俺は、そう思う。

「あれ、どっか行くの？」

　と、玄関まで来たところで、ちょうど帰ってきたばかりの桐ヶ瀬と遭遇する。

「ああ。葦谷を送るついでにちょっと散歩にな」

「アタシも行く」

　脱ぎかけたローファーを履きなおす桐ヶ瀬。断る理由もなく、俺と葦谷もそれぞれ靴を履き扉を開く。相変わらずの小気味いい音。しかしそれとは裏腹に、外は一歩踏み出しただけで汗が噴き出るほどの暑気だ。

「あっちぃ……」

　マジ？　こんな中徒歩かよ。途端にげんなりする気持ちに、仕事の息抜きだと言い聞かせ歩みを進める。隣を歩く葦谷と桐ヶ瀬も、降り注ぐ日差しに汗を浮かべている。

「あっつー……」

「……夏、ですね」

「そうだなぁ」

　ここひと月ほど、年度末なんて比じゃないぐらいに忙しくしていたせいで、そんな季節の移り変わりを気にするほどの余裕なんてすっかりなかった。

　それでも、抜けるような青空に浮かぶ大きな雲。ジリジリと肌を焼く日差しに、アスファルトに揺らめく陽炎かげろう。まだ蟬せみの声は聞こえないけれど、気づけばすっかり夏だった。

「そういや、それって夏服か」

「……はい」

「え、今更？」

　出会った時はまだ長袖の上着を着ていた２人も、今や薄手の半袖ブラウスを着ているのみだ。白く映える目に眩まぶしい装いに、殊更に夏を感じる。

「あー、アイス食いてぇな」

　通り過ぎる車の熱気に当てられ、思わずそんな言葉が漏れる。

　というか、少し暑すぎないだろうか。汗と一緒に体が溶け出していやしないか、なんてバカな考えが脳裏を過よぎる。

「……私は、宇治金時が好きです」

「意外に渋いな。ていうか、それってかき氷じゃね？」

「シャリシャリしてて、美味おいしいので」

「アタシ、ストロベリー」

「意外でも何でもない。イメージ通りだな」

「カワイイって事？」

　暑いので黙殺。そういう絡みをする気になれない。

「俺は無難にバニラかなぁ。モナカが好きだ。皮がふやけてくると美味うまい」

「……通、ですね」

「おっさんくさい」

「うるせ」

　軽口をたたき合うのと一緒に、誰からともなく笑いが起こる。それが、心地いい。

「海行きたい」

　歩みを進めていると、ぽつりと桐ヶ瀬がそんな風に漏らした。空を見上げる彼女の視線を追いかけ夏晴れの青空を視界に収めれば、その気持ちは痛いほどよくわかる。

「水、きれいなとこがいいよな」

「それ」

「……沖縄とか」

「センパイ、行ったことあるの？」

「いえ。でも、楽しそうです」

　前から歩いてきたサラリーマンが、額の汗をぬぐいながらすれ違う。手にしたジャケットはこれからアポイントに行く途中だからだろうか。袖をまくったワイシャツに、彼の苦労が偲しのばれる。

　俺も普段はあんな感じなんだろう。

「ゆっくりしてぇなぁ」

　自分の現うつし身みにも似た姿を見たからか、素直にそんな言葉が漏れた。

　海でも山でもいい。どこかゆっくりできるところで、のんびりした時間を過ごしたい。

「じゃあ、行こうよ」

「あ？」

「沖縄ッ。みんなで」

「あー。時間あるかな」

　金はあっても時間がないのが社会人の常だ。

「……夏休み」

「ん？」

「夏休みは、あるんですか……？」

「ああ。まあ、あるよ。学生ほどじゃないけどな」

　というか、３日取れればいい方だろう。うまく土日と合わせたとしても５日ってところか。ひと月丸まる休める学生とは雲泥の差だ。

　あー、俺も長い夏休み欲しい。

　昼までエアコンの利いた部屋で寝たり、夜に友達の家で駄だ弁べったり、無限にあるんじゃないかと思える時間を堪能したい。

　そんな懐かしい夏休み、もう思い出の中にしかないしな。

「葦谷と桐ヶ瀬は、夏休みは毎年何してるんだ？」

「特には。去年は、アルバイトをしてました」

「アタシも特別ないなぁ。去年は受験だったし」

　何て言うか、学生らしい過ごし方に一瞬だけとてつもなく羨ましくなる。

「……今年は、桐ヶ瀬さんと一緒です」

「いえーい」

「雑なはしゃぎ方だな」

「だって暑いんだもん」

　まあでも、今のこいつらなら、夏休みもそれなりに賑にぎやかに過ごすんじゃないだろうか。




「……風戸さんは、どうなるんでしょうか？」




　その問いは、走りすぎていくトラックの音に紛れてはいても、しっかり俺の耳に届いた。

「わかんねぇ」

「……え」

「何それぇ」

　葦谷の問いに答えれば、２人から一斉に非難の声が上がる。見やれば、彼女たちが纏まとった夏服に反射した日差しが目に眩しい。

「学校が夏休みになった時俺がどうなるのか、そういや聞いてなかったわ」

　そんな先のことより、目先のことでいっぱいいっぱいだったからな。終業式の日に行われる報告会に向けて色々準備するので頭がいっぱいだった。

「確認してみるわ」

「ちゃんと寮に残ってよね」

「……沖縄、行きましょう」

「いや、それこそわかんねぇわ。第一、その時期の沖縄って高くね？」

　白嶺女子なんて名門校に通ってるお嬢様からすればそんなことないかもしれないけど、一介のサラリーマン的には結構頑張らなきゃいけないはずだ。

「貧乏くさいこと言わないで、甲斐かい性しよう見せてよ」

「……無理は、しないでください」

「はいはい、頑張りますよ」

　なんて軽口を叩たたきつつのやりとりは、葦谷のバイト先に着くまで続いた。従業員用の勝手口へと向かう葦谷の背を桐ヶ瀬と共に見送りつつ思う。隣のビルから落ちる影が彼女の姿を飲み込むのと合わせて、先ほどの問いがもたらした少しの自覚が胸に滲にじむ。

　報告会まではもう日もない。色々と手をうってはいるものの、もしかしたらこうして葦谷や桐ヶ瀬と言葉を交わす日々は、もう僅かなのかもしれない。
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　そして忙殺される間にも時間は過ぎていく。

　７月20日。海の日も過ぎた週末の金曜日。

　その日、白嶺女子大学附属高等学校は終業式を迎えた。

　午前中で学校が終わり、夏休みが始まった解放感から華やいだ空気の校内と違い、俺が今いる応接室は緊張感に包まれている。

　対面に槙島理事と外川副校長。そんな２人と俺を仲立ちするような場所に専務が座り、そして今、終業式が終わった直後に呼び出された葦谷と桐ヶ瀬が扉の前に立っている。

「……」

「……」

　突然呼び出された２人は、部屋の雰囲気に不安そうな表情を浮かべ立ちすくむ。

「２人とも、こちらへ」

　そんな葦谷と桐ヶ瀬を外川副校長が手招きする。そろそろとした足取りでそちらへと向かう２人が、問いかけるような眼まな差ざしでこちらを見てくる。

　それに対し、小さく笑みを浮かべ頷うなずく。少しでも彼女たちが安心してくれるように。

「それでは、関係者が揃そろいましたので始めさせていただきます」

　専務のその一言を皮切りに、『ＪＫ案件』の報告会が始まる。専務は手元に置かれた書類をペラリと捲めくると、そのまま内容を読み上げる。

「当方が今回槙島様より承ったのは、白嶺女子大学附属高等学校に在籍する２名の女生徒、あー、葦谷小さ百合ゆりと桐ヶ瀬詩し緒お」

　と、名前を呼ばれたところで当の２人がピクリと反応する。専務を見やり不安そうにこちらを見る２人に対して、目だけで頷く。

　大丈夫だから。

　葦谷と桐ヶ瀬は、状況の不明さに表情を強こわ張ばらせながらも、小さく頷き返してくる。

　しかしあれだな。このおっさんに葦谷と桐ヶ瀬の名前を読み上げられると嫌悪感あるな。

「その２名が〝問題児〟とされている行動を見直し、きちんと更生した上で、白嶺女子大学附属高等学校の生徒に相応ふさわしい振る舞いを出来るようになる。これが、当案件の目標でありました」

　ふう、とまるで大役をやりきったかのように息を吐く専務。一体どの口がというか、『行動を見直し、きちんと更生』なんて言えたよな。我が身を振り返れよ。

「えー、そこで当案件の担当として当社から遣わした風戸より、報告を上げさせていただきます」

　そしてくい、と顎をしゃくる専務。偉そうな態度だけは板についてるな。とは言わずに、別の言葉を口にする。

「改めまして、ＫＳＢコンサルタント株式会社の風戸です。よろしくお願い致します」

　頭を下げつつ、チラリと２人を見やる。

　眼差しに宿るのは、何が始まるのかまるでわからないと言いたげな、心細そうな光。悪い、専務と槙島さんに口止めされて、今日の報告会については何も話してやれなかった。

「葦谷さん、桐ヶ瀬さんの両名に関しては、突然お呼び立てすることになってしまい、大変申し訳ございません」

　そこで一息を入れつつ、２人の顔を窺うかがう。

「５月のゴールデンウイーク明けから本日に至るまで、私は葦谷さんと桐ヶ瀬さんの両名と生活を共にし、彼女たちの問題行動の更生に努めて参りました」

　なんて口では言っているが、正直全然気分がよくない。だって見てみろよ、葦谷と桐ヶ瀬の表情を。さみしそうな、暗い顔をしてる。２人にはそういう顔をして欲しくはない。

「ところで槙島様。彼女たちがどうして〝問題児〟と呼ばれるようになったのか、それはご認識いただけてますか？　ここにズレがあっては元も子もありませんので、確認させていただけないでしょうか？」

　いやいや、そんな億おつ劫くうそうな顔すんなよ。あんたが勝手に２人のことを〝問題児〟なんて呼んでるってわかってんのか？

「えー、それは、あれだろう。ほら」

　いえ、そんな言わなくてもわかるだろう？　って態度を取られても存じ上げません。

　自分の言いたいことは周囲の人間が察してくれるとでも思い込んでるのか？　そんな都合のいい世の中なわけねぇだろ。

「……槙島様。資料の４ページに記載があります」

　聞く限りでは、いつもの頑かたくなな声音。しかしその中に呆あきれを交えた外川副校長が静かに告げると、槙島さんはめんどくさそうな手つきで資料を捲る。

「あー、そうだな。ここに書いてある通りだ」

　つくづく楽したがるな、このおっさん。書いてあるもん読むぐらい自分でしろっての。

「……私が代わりに読み上げさせていただきます」

　見かねた外川副校長が割って入る。この人、これまでこんなおっさんを上に仕事してたのか。どんだけ苦労したんだよ。

「葦谷小百合の問題行動について」

　葦谷がピクリと反応する。恐る恐る外川副校長の方を見上げる。今、葦谷の目に彼女の姿はどう映っているのだろう。

　厳しい副校長？

　自分を吊つるし上あげる存在？

　安心して欲しい、と言えないのがもどかしい。外川副校長もまた味方だと伝えられないのが歯がゆい。

「『高校１年生の２学期より、度々寮の門限を破るようになる。原因は、親戚が経営する飲食店でのアルバイト。当校において、在学中のアルバイトは禁止されており、再三に渡り注意をするも改善の意思なし。よって〝問題児〟として、昨年度の３学期より一般寮から外れ、問題児寮へと移り住む』。こちら、彼女を現在の問題児寮へと移すように指示をしたのは槙島様だったと記憶しておりましたが、間違いはありませんか？」

「うむ。確かに私が指示した」

　なんかこのおっさんの実態を知ってるからか、やることなすこと全部が癪しやくに障る。

「続いて桐ヶ瀬詩緒についてです」

　桐ヶ瀬もまた、葦谷と同じようにピクリと反応する。ひとつ違うとすれば、葦谷は不安の色が大きかったのに対して、桐ヶ瀬の表情には苛いら立だちが見え隠れするところだ。

「『入学初月に行われた一般寮での私物検査中、部屋への立ち入りを頑なに拒否。担当教師と問答の末、強行。結果、彼女の部屋に学業とは関係のない多数の娯楽品を確認。対処を検討する職員会議に偶然同席されていた槙島様の判断により、〝問題児〟と認定。その日の内に彼女もまた問題児寮へと移り住む』。こちらもお間違えはなかったでしょうか？」

「ああ。しっかり覚えている」

　偉そうにしたいだけで、本当は覚えてないんじゃねぇの？　と言いたくもなるが、彼からそうした言げん質ちを取れた意味は大きい。

「要するに、こちらにいらっしゃる２名の女生徒に関しては、『校則に違反したため、〝問題児〟と認定した』ということでよろしかったでしょうか？」

「うむ」

　改めて俺の方から確認すると、槙島さんは太ふて々ぶてしく頷く。このおっさん、今日ろくに喋ってないな。まあ、俺らからすればそっちの方が楽なんだけど。

「それでは実態の報告に移らせていただきます」

　さて、ここからが勝負かな。うまく話を持っていく必要がある。




「結論から申し上げます。私は葦谷小百合、桐ヶ瀬詩緒。以上両名を更生させることが出来ませんでした」




　ピリッとした緊張感が走る、もしくはいきり立った専務か槙島さんが詰問でもしてくるかと思いきや、そんな反応は一切ない。

　それどころか２人はどこか満足そうな雰囲気すら滲にじませている。

　……なるほどな。やっぱり専務も絡んでたか。

「詳細の報告をさせていただきます」

　そう言いつつ、注意深く専務と槙島さんの反応を窺っていく。俺の予想通りなら、ここから先の話、この２人にとって都合がいいのは〝失敗談〟だ。

「連休明けの５月７日より本日に至るまで、私は葦谷さん、桐ヶ瀬さんと生活を共にしてきました。その中で、彼女たちがなぜ〝問題児〟と呼ばれるに至ったのか、話を聞くことも出来ました」

　一息入れるのと合わせて、葦谷と桐ヶ瀬の２人を窺う。葦谷は深い瞳でこちらを見やり、桐ヶ瀬はこの場にいるのが不服といった態度を隠そうともせずにそっぽを向いている。

「彼女たちの話を聞いたことで、私の中にはひとつの疑問が芽生えました。槙島様、お聞きしてもよろしいでしょうか？」

　呼びかけると、槙島さんが片目でこちらを見やる。眉毛をむしりたくなる表情だな。




「葦谷さんと桐ヶ瀬さんは、本当に〝問題児〟なのでしょうか？」




　ピク、と槙島さんの右の眉毛が持ち上がる。専務は眉根を寄せ、こちらを見やる。

「確かに彼女たちは校則に違反をしました。しかし、それは本当に〝問題児〟と呼ばれるほどに大おお袈げ裟さなものなのでしょうか？」

「風戸、お前──ッ」

「槙島様は、葦谷さんがなぜアルバイトをしているか、その理由をご存ぞん知じですか？」

　専務は無視し、槙島さんに話しかける。

「いや、知らんな」

　それがどうしたといった興味の欠片かけらも抱いていない態度。まあ、そうだろうな。あんたが興味あるのは、〝問題児〟ではなく、〝問題児寮〟を運営することなんだから。本音を言えば空っぽでもいいんだろ？　それだと体裁が悪いから、この２人を〝問題児〟に仕立て上げただけだもんな。

「彼女の家は、父親が海外に単身赴任をしています。母親の体が弱く、今も入院してるそうです。葦谷はそんな両親の負担を少しでも軽減出来れば、とアルバイトを始め、今日まで続けています」

「美談だな。だが、それならどうして学校に相談しない？　そうすれば事情を理解し支援をしてやることも出来たが」

　ま、当然ながらそう返してくるよな。

「しようとしたそうですよ。なあ、葦谷？」

　唐突に話を振られた葦谷が、顔を上げて周囲を見渡す。初対面のおっさん２人から視線を向けられ、萎縮した彼女は蚊の鳴くような声で『……はい』とだけ答える。

「しかし、今ご覧いただいた通り、彼女はとても口下手な上に人見知りです。学校の先生方に相談しようにも、うまくいかなかったそうです」

「だからと言って勝手にやっていい理由にはならんぞ。口下手なら口下手で、喋れるように努力すべきだろう。風戸君、君が何を言いたいのか、いまいち見えてこないのだが？」

　だろうな。だって煙けむに巻いてるし。葦谷と桐ヶ瀬が何をしたのか、なんてことは正直この場に限っては然さ程ほど重要ではない。伝えたいのは、それを受けて俺がどう動き、白嶺女子がどう判断したのかってことだ。

　でも、それにしたって順番ってものがある。

「ええ、槙島様の仰おつしやる通りです。葦谷さん自身にも落ち度があった。しかし、私は学校側にも改善するべきことがあるのではないかと思います」

「風戸」

　諫いさめるような専務の呼びかけ。余計なことを言うなと視線でも訴えてくる。でも、この場に専務が同席する以上、どこかでこういった反応をされるのは目に見えていた。だからこそ、こっちも手を打ってある。

「続けてくださいませんか、風戸さん」

　外川副校長だ。

「外から見た当校がどのようなものなのか、現場を預かる身としては後学のためにお教えいただきたいと思います」

　曲がりなりにもクライアントからそう言われれば、専務としても口をはさむわけにはいかないだろう。俺の話を専務が遮ろうとしてきたら、こうして助け舟を出してほしいと、事前に外川副校長とは打ち合わせをしてある。

「かしこまりました」

　頷うなずきつつ、一応専務にも目で合図を送る。渋々と言った様子で頷き返すのを見て、俺は遠慮なく口を開く。

「今の葦谷さんの話も一例となりますが、より象徴的なのは桐ヶ瀬さんへの対応に関してではないでしょうか」

「と、申しますと？」

　促してくる外川副校長。彼女に話をしている風に見せながら、槙島さんへと言葉を送る。

「『私物検査に応じず抵抗した』。さらに検査を強行し判明した『学業に関係のない私物の持ち込み』。たったこれだけで桐ヶ瀬さんを〝問題児〟と見なした。これは些いささか乱暴なのではないですか？」

　これまでそっぽを向いていた桐ヶ瀬が、ハッとした表情でこちらを見やる。葦谷はそのさらに前から俺に視線を向けている。

「『なぜ問題児』となっているのか。それをきちんと説明しないままに、『更生しろ』と言う。それでは葦谷さんも桐ヶ瀬さんも何をすればいいのか、わからないのではないでしょうか？」

「そんなもの、言われなくてもわかるだろう」

　わかるわけないだろ、アホかこのおっさん。なんで自分の考えていることが他人は全部理解できていると思えるんだ？　こうして丁寧に話をしていても伝わっているのか怪しいのに。大体話なんて、相手に聞く気がなければ流されて終わりだぞ。

　だからこそ、俺ら営業はまずはどうやってクライアントに話を聞いてもらえるかってところに腐心するんだけどな。

「正直に申しまして、私も何をすれば彼女たちが更生したことになるのか、ここが全然わからなかったのですよ」

　ゴール設定もなく、上手うまくやれと雑に投げられても、絶対に上手くいかない。そんなこと、社会に出て数年もすれば気が付くと思うんだけどな。

「だから相談させていただきました。外川副校長に」

　そう告げると、これまで関心などなさそうに話を聞いていた槙島さんが意図のある視線を外川副校長に投げて寄よ越こした。が、当の外川副校長はそれに気づかぬフリをし、澄ました調子でこう言った。

「槙島様にご覧いただきたいものがございます」

　すかさず外川副校長が、きちんと紙ファイルに収められた書類を机の上に置く。計４部。槙島さん、専務、外川副校長、そして俺の分だ。

「……なんだね、これは」

　不思議そうな顔をする槙島さんに応えず、外川副校長は静かな眼まな差ざしで見つめ返す。

　渋々といった感じでファイルを開いた槙島さんは、僅かな驚きと共に視線をあげる。

「こ、これは一体何かね!?」

「そこに記載させていただいている通りのものになります」

　見ればわかるだろう、とでも言いたげな突き放し気味の一言。外川副校長にそんな風に言われたら、誰だって言葉を飲み込むよな。

「何だと言うのですか……？」

　槙島さんの反応に一々恐々としながら、専務がファイルを開く。

　きっと、そこにはこう書かれている。




『白嶺女子大学附属高等学校　学校制度改革要綱』




　小難しい日本語が並んでいるが、要は学校変えちゃおうぜって話だ。そりゃ槙島さんが瞠どう目もくするのも仕方ない。

「はあ？」

　なんでこんなものが？　と、まるで状況の理解が出来ない専務が吐息とも疑問とも取れない曖昧な反応をする。専務、安心してください。もう少し話が進めば、そんな対岸の火事を見るような姿ではいられませんから。

「今回の件で改めて彼女たちが〝問題児〟となった経緯を振り返った結果、風戸さんにこういったものを作成していただくのが最良と判断致しました」

　外川副校長の言葉にバッと視線を上げた２人が、そのまま揃そろって俺に焦点を合わせる。

「どゆこと？」

「……わかりません」

　場の空気が変わったのを察したのか、葦谷と桐ヶ瀬が様子を窺うかがいつつ小声で言葉を交わす。うん、もうちょっと待ってくれ。まだクロージングをかけるには早いから。

「繰り返しになりますが、この度私が担当させていただいている案件は、『白嶺女子大学附属高等学校における問題児２名を更生せよ』といったものでした。しかし私には、どうすれば案件が達成となるのかがわかりませんでした。そこで外川副校長に相談し、学校側に働きかけることに決めました」

「風戸さんからご相談いただいた内容は、普段生徒たちと接する私たちだからこそ聞くべき内容でした。反省すべき点も多く、特にこの２人に詳しい説明もなく強引に〝問題児〟と決めつけたことは、生徒の心情を無視した乱暴なものに他なりません」

　そこで外川副校長は葦谷と桐ヶ瀬に向き直る。




「申し訳ありません。２人を、傷つけてしまいましたね」




　それに対してポカンとするのは、謝られた当人たちだ。それもそうだろう。いきなりこんな場所に呼び出された上に、こうして謝られるだなんて予想していなかったはずだから。

「正直、私も生徒とどう向き合うべきか見失っていた部分がございます。あれをやれ、これをやれ、そんな風に言ったところで生徒のためにならないのは、学生時代をこの学校で過ごした私が一番知っているはずなのに」

　そう言った瞬間、外川副校長の雰囲気がふっと和らいだ。

「だからこそ今一度、学校としてどう生徒に接していくべきかを考えるためにも、風戸さんに計画を練っていただき、それに従う形で諸先生方にも協力を仰ぎつつ、学校の実態を把握するところから始めました」

　白嶺女子に在籍している先生方ひとりひとりに話をして回り、今回の葦谷と桐ヶ瀬の件を伝えていった。中には違和感を抱きつつも、諸先輩方に遠慮して声を上げることが出来なかったという若手の先生もいた。

　確かにそういった先生方に直接話をしたのは俺だけど、ここまで事がスムーズに進んだのは、外川副校長がいてくれたからだ。自分が学生時代に過ごした学校がどれだけ楽しかったか、今の生徒たちが本当により良い学校生活を送れているのかを訥とつ々とつと語り、そして最後には教師陣に協力して欲しいと頭まで下げたのだ。

　今回の要綱を作成するにあたって、白嶺女子の先生方にも色々と協力はしてもらったけど、一番尽力したのは、やはり外川副校長だと思う。この人が恥も外聞もなく動いたからこそ、周りにいた人たちも動きやすくなったんだろう。

　パラパラと書類をめくり、そして穴が開くほど見つめる専務と槙島さん。驚きの連続で大変申し訳ないが、実はこれだけってわけじゃないんだな。

「先生方の意見も取り入れつつ、槙島様以外の理事に向けての提案書類を作成させていただき、そして承認を頂戴しております」

　この書類作成には月川や佳苗もそうだが、添田にまで割と無む茶ちやを言ってしまった。理事ひとりひとりの人となりを把握し、的確に動かせるだけのものに仕上げるのに、皆には６月以降、残業をお願いすることが多くあった。知ってた？　残業って終業後のファミレスとかで終電まで出来るんだぜ。

　学生時代、文化祭の準備してる時みたいで楽しかったけどな。軽いお祭り騒ぎっていうかさ。ただ、それは俺の所感で、あいつらがどう思っているのかはわからない。今度ちゃんと礼をしないとな。

「一体、いつの間にこんなものを用意したのかね？」

「き、聞いてないぞ、こんなもの」

　落ち着いた反応の槙島さんに対して、可哀かわいそうなことにうちの専務は動揺しっぱなしだ。

「ここ１か月ほどで尽力させていただきました」

　そうして努めて殊勝な様子で頭を下げる。内心どれだけガッツポーズを決めていても、そこは誠心誠意尽くしましたって態度をとるのが、正しい社会人というものだ。

「先ほども申し上げました通り、槙島様以外の理事会の方々からは承認を頂戴しております。残りは槙島様のみ、という状況ではあるのですが、その前にひとつご確認させていただきたいことがございます」

「なんだね？」

　まだあるのか、と言った辟へき易えきとした表情。残念、まだあるんだな。というか、ここからが本番だ。

　さて、詰めといこう。




「本要綱を作成させていただくにあたり、一番の焦点となったのは〝問題児寮〟の運営についてです」




　そう告げると、槙島さんは何か予感じみたものを感じたのか、バッと顔を上げ、これまでの興味の無さがなんだってぐらいに、こちらを見つめてくる。おっさんからそんな熱烈な眼差しを貰もらっても嬉うれしくもなんともないけどな。

「この度用意させていただいた要綱が正式に施行された場合、現〝問題児寮〟はその役割を終えます。それであれば、わざわざ余分なコストを払ってまであの寮を存続させる意味はないのではないか？　それが多くの理事たちの見解でした。しかし、私としてはいきなり葦谷さんと桐ヶ瀬さんを一般寮に戻していいものかと考えあぐねる部分もありました。学校側の一方的な見解とは言え、彼女たち２人は〝問題児〟として扱われておりますし」

　それはそれで寮の中で浮くのではないか？

　彼女たちがいじめられやしないだろうか？

　10代の少女たちの心情なんて読み切れるものではない。それが俺にとっての大きな懸念事項だった。だから、あの寮を残したいと言うのが本音の部分にはある。

「そこで、改めて寮の運営について見直させていただきました」

　その一言で、本当は俺が何を言おうとしているか悟ったのか、槙島さんは青い顔でこちらを見つめる。そうだよな。これはもうあんたが当事者の話だしな。

「不思議なことに、あの寮には一般寮よりも遥はるかに多い維持管理費が使われていることがわかりました」

　言葉と同時に、パサリと書類の束を机に放りだす。

　それはあの日外川副校長から見せてもらった書類に他ならない。施設維持のための管理費や修繕費。さらには水道代や光熱費など。通常より遥かに多い金額が計上された不正書類。

　槙島さんがあの寮を通して自分の懐に入れた金額が、詳つまびらかになっている。

「ふむ」

　しかし槙島さんは、随分と薄い反応を返してくる。ペラペラとぞんざいな手つきで書類を捲めくっていたかと思えば、興味が失うせたとばかりに机の上へと書類を投げ捨てる。

「私にはそう見えないな」

　そして、この一言である。

「君。風戸君と言ったかな？　先ほど君は私に言ったね。『そこの２人に対する評価は言いがかりなのではないか』と。全く同じ言葉を返させてもらおうか。──言いがかりじゃないかね？」

　相も変わらずの太ふて々ぶてしさで、槙島さんはそう告げる。

「確かに寮を運営するにあたって、ここに記されている予算は随分と過剰なようだ。そして、この書類にあるように問題児寮の管轄は私だ。だが、それでどうして私のせいだと言える？」

　どうなんだ、とばかりに見下した視線を向けてくる槙島さん。

「なるほど。つまりあなたはこう仰おつしやりたいわけですね。『証拠が不十分だ』と」

「ふん。言いたいも何も、まさしくそうじゃないか。〝問題児寮〟の運営を開始するよう提起したのは私で間違いない。そこの２人を〝問題児〟だと認定したのもな。恐らく君はそれだけの状況証拠で私を犯罪者だと決めつけたようだが、やはりそうだな。言いがかりも甚だしい。これは、契約も考え直さねばならないかねぇ」

「なっ!?　槙島様、それはお待ちくださいっ。おい風戸、お前もわけのわからんことを言ってないで槙島様に謝罪しろっ」

　あくまで強気な槙島さんに、肝を冷やした専務がやかましくまくし立てる。でもさ。

「専務。この話は専務も無関係ではありませんよ」

「な、何を言ってるんだお前は」

　いきなり名指しされたぐらいでビビらないでくださいよ。情けない上司だなあ。

「槙島様。確かに今お見せした書類のみでは証拠として不十分でしょう。ならば、こちらをご覧になっていただけますでしょうか」

　そう言いつつ、未いまだ未開封のまま手元に置いておいた茶封筒を開封し、中身を広げる。

「また書類かね。何だと言うのだ、一体──ッ!?」

　その書類を一いち瞥べつした瞬間、槙島さんの様相が一変する。手が、いや、手だけじゃない。呼吸は乱れ、額に粘っこい汗を浮かべながら、全身を驚きよう愕がくに震わせている。

「なぜこれがここに!?」

　荒ぶる声が響き渡る。これまでの余裕な態度は何だったんだと言いたくなる様相に、何も知らない葦谷と桐ヶ瀬はもちろん、全てを知っている外川副校長も目を見開いている。

「ま、槙島様……？」

　尋常じゃない様子の槙島さんを窺うように、専務が恐る恐る声をかける。しかし今の彼に専務の声なんて聞こえちゃいない。今、槙島さんの目に映っているのは、この書類を提示してきた俺の姿だけだ。




「随分と私腹を肥やしたのではないですか？」




　ニコリと笑みを浮かべた俺の顔は、槙島さんには一体どう見えているんだろう。爽やかな営業マンではないことだけは確かだろう。まあ、自分でもそんなものになった覚えはないけどな。

「正直に申しまして、今回の案件で一番注力したのは、その書類を用意することでした。何しろ理事会の中にはあなたと学生時代から付き合いがある方もいらっしゃいましたし。そんな彼らを説得するのには、完膚なきまでの徹底的な事実が必要でした」

　そこで、ひとつ言葉を区切る。




「だから調べました。これまでの全てを」




「な、な」

　書類を手に震える槙島さんに、果たして俺の言葉は届いているのだろうか。まあ、聞こえてなかったとしても、俺は最後まで喋しやべらせてもらうけど。仕事ってのは、何にしろやりきるのが肝要だ。

「槙島様。あなたが横領をするのは、今回が初めてではありませんよね。過去にもあなたの口添えで白嶺女子大学附属高等学校に導入された数多くの制度、実にその８割で同じように横領や脱税の証拠が出てきました。残りの２割に関してはお金の動きはなかったようですが、しかしそれらにも全て癒着が見て取れます」

　要は槙島さんが穴が開くほど見つめている書類には、今回だけに限らず過去に行ったそうしたブラックな行いの全てが記されている。そしてその中には、

「専務、あなたの名前も載っていますよ」

「なっ!?」

「驚きましたよ。何しろ今回の件で確たる証拠を摑つかめたのは、専務のおかげですから」

「ど、どいうことだっ!?」

　突然舞台の真ん中に立たされた専務がいきり立つ。槙島さんからも鬼のような形相で見つめられ、気づけば窮地に立たされているその心境は、想像するに余りある。

「専務。あなたも槙島様と同様に横領をしていますよね」

「ッ!?」

　はい、クロ。そんなにわかりやすい反応しちゃダメでしょう。少しは槙島さんを見習ってほしいものだ。

「やるにしても口座の管理とかはもうちょっと丁寧にした方がいいと思いますよ。でもまあ、専務の杜ず撰さんな管理のおかげで金の流れが読めて、同じような手口を当てはめていったからこそ、今槙島様が手にしている書類が完成したので、私としてはありがたい限りなのですが」

「き、貴様ァアッ!!」

「ひいいっ」

　摑みかからんばかりの勢いで立ち上がった槙島さんに、怯おびえるばかりの専務。ホント、こんな人が上司だったんだと思えば、ため息しか出てこない。

「槙島様、落ち着いてください。そんなに頭に血が昇っていては、手元が狂ってしまいますよ。槙島様にはこちらの書類にサインを頂かなければなりませんので」

　言いつつ、最後の茶封筒の中に残しておいた書類を出す。




『解任要求』




　表題にそう記された書類に記載されているのは、当然ながら槙島さんの理事職の解任についてと、それを妥当な判断だとした他の理事たちの連名による署名。そして一番下段には、これから槙島さんにサインと捺なつ印いんを貰もらわなければならない署名欄がある。

「こ、こんな。こんなものが……」

　もしかしたら槙島さんには、まだこの状況を覆そうと思うだけの何かがあったのかもしれない。しかし、こんな書類を見せられてはもうどうしようもない。

　何しろそこには、この白嶺女子の運営をしている全理事の署名が揃そろっているのだから。

　集めるのに苦労した。スタンプラリーとはいかないしな。

「専務。今日この後は会社に戻った方がいいと思いますよ。色々と沙汰があると聞いてますし」

「な……!?」

　途端に青ざめる専務。そりゃあそうだろう。今、会社内で彼の立場は限りなく微妙なものなのだ。それに加えて、こんな横領に加担していたのがバレた以上、どうなったって文句は言えない。

「最後に一言だけ言わせていただきます」

　もはや俺の話なんか聞いてるかわからないが、槙島さんにも専務にも、これだけは言っておかねば気が済まない。

「自分の私利私欲のために子どもに不利益を被こうむらせる。




　それが大人のやることかッ!!」
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「ふう」

　思わず吐息が漏れる。槙島さんと専務が退室した部屋の中は、一仕事終えた倦けん怠たい感かんに包まれていた。

　本来ならば解任要求ではなく、きちんと警察に届けるべきなのかもしれない。しかし、外川副校長から話を聞いたときに考えたように、それで葦谷や桐ヶ瀬の周囲が無む暗やみに騒ぎ立てられるのは避けたかった。

「あの、大丈夫ですか……？」

「ん……？」

「や、なんかすごい疲れてるし」

　ソファの背もたれに寄りかかり、天井を見上げる俺を葦谷と桐ヶ瀬が覗のぞき込こんでくる。すぐ側そばにいる彼女たちの顔を見つつ思う。２人が傷つくようなことにならずよかったと。

「ああ、大丈夫大丈夫。ちょっと疲れただけだから」

　ヒラヒラと手を振り、何でもないように振る舞う。

「風戸さんってかっこいいねぇ」

「……はい」

「なんだよ、いきなり」

　揃ってそんな尊敬するような眼まな差ざしを向けられても、ちょいとこそばゆいが、まあ悪い気はしないな。こいつらにカッコいいとこ見せられたなら、それはよかった。

「それでは、私もこれで失礼しますね」

　そう告げる外川副校長の手には、槙島さんが署名と捺印をした解任要求の書類がある。これから理事会に提出にでも行くんだろう。

「あ、はい。外川副校長、これからもよろしくお願いします」

「ええ、こちらこそ」

　そうしてフッと笑みを浮かべる彼女を見送る。

　最近、外川副校長のやわらかな表情をよく見るようになった気がする。いいことだと思う。いつもいつもあんな厳しい雰囲気じゃ、周りが疲れてしまう。

「ねえ、今の、何？」

「何って、何が」

「外川副校長です。……あんな顔、初めて見ました」

　おや、うまく収まったはずなのに、葦谷と桐ヶ瀬は、なぜかちょっとお怒り気味だぞ。

「まあ、それはいいとしてだな」

「いや、良くないし。何かあったの!?　なんかあったんでしょ!?」

「……興味、あります」

「だから何もねぇっての。なんでいきなりそんなにテンション上げてんだよ」

「女子高生を前に、恋愛っぽい雰囲気を醸す方が悪い」

　なんだ、その理屈。そして今のどこにそんな雰囲気があった。外川副校長は俺じゃなくて添田の守備範囲だぞ。

「さて、と。それじゃあ、最後にお前らと話をしようか」

「……え」

「なによ、話って」

　すっかり解きほぐれた２人には悪いが、まだ話しておかなければならないことがある。むしろ葦谷と桐ヶ瀬にとってはこれからの話が本番だ。俺は隣に立つ２人に、もう一度座るように促す。

「さっき話した通り、これから白嶺女子は変わっていくことになる」

「……はい」

「だから？」

　キョトンとする２人。俺は彼女たちを正面から見据え、話をする。

「アルバイトは申請をして受理されればしてもよくなるし、寮への私物持ち込みも今よりずっと規制が緩くなる」

　それは葦谷と桐ヶ瀬だけの話じゃない。生徒向けのアンケートを行った結果、やはりそうした要望は多かったのだ。

「いいことじゃん。どうしたの風戸さん、そんなに真剣になって」

　何か問題でも、と聞いてくる桐ヶ瀬に対して、葦谷は感づいたようで、ハッとした視線を向けてくる。

「……私たちは、〝問題児〟じゃなくなるんですか？」

「ああ」

「え、ホント？」

「そりゃそうだろ。学校のルール、校則でバイトも私物持ち込みもオーケーになるんだから」

「やった!!　え、噓うそじゃないよね？　ね」

「ああ、噓じゃない」

　こんなことでお前らをぬか喜びさせたりはしないさ。

　無邪気に喜ぶ桐ヶ瀬に対して、葦谷は何かを堪こらえるように膝の上で固く拳を握っている。




「……一般寮に、戻らなきゃいけないんでしょうか？」




「あ」

　葦谷の一言で桐ヶ瀬もそのことに気づいたようで、途端に喜びは霧散してしまう。

　そう。校則が変わり〝問題児〟の定義が変われば、彼女たちも晴れてそのレッテルから解放される。普通の生徒と同様に一般寮での生活を送れるようになる。当然そうなれば、

「風戸さんはどうなるの？」

「案件自体は継続になるが、住み込みで働くこともなくなるだろうな。さすがに一般寮で生活するわけにもいかないし」

　理事解任なんて事態になったのだ。契約打ち切りの可能性だって十分あったし、正直俺としてはそっちの可能性が高いと思っていた。ここまでやってしまった以上、半ば追放されるようなことになっても仕方がないと諦めてもいた。

　しかし俺の予想に反して、白嶺女子そのものがそれを許してくれなかった。

　外川副校長を始め、今回の件でお世話になった先生方から強い引き止めがあったのはもちろん、理事会の中でも案件は継続し、俺を続投させようという声があったらしい。

「風戸さんはいるけど、もう一緒に生活は出来ないの……？」

　言葉にはしないけれど、葦谷も桐ヶ瀬の言葉に含まれたさみしさを込めた眼差しでこっちを見ている。

　そのことを嬉うれしく思いながら、俺は２人に向き合う。




「それは、葦谷と桐ヶ瀬に決めてもらいたい」




「……どういう？」

「何それ」

　訝いぶかしげな顔をする２人の前に、それぞれ書類を出す。それは今日散々広げてきた、しっかりと体裁と整えたものとは違い、俺が作ったとても簡素なものだ。

　表題に日付、簡単な文言に署名欄。まるで送付状のようにあっさりとしたその書類の真ん中には、他よりずっと大きなフォントで書かれた文字が並んでいる。




〝一般寮〟




〝問題児寮〟




「俺はここまでやった。お前らに選択肢を残すところまでは出来た。だけど、このどちらかを決めることは出来なかった」

　これからとても大切なことを話すぞ、と真剣な眼差しで訴える。

「２人が〝一般寮〟を選べば、明日にも引越しを終え、お前らはこの夏休みから白嶺女子の一員として他の生徒と一緒に生活を送るようになる。もちろん葦谷はバイトは継続出来るし、桐ヶ瀬も多少なら私物の持ち込みも許される」

　ぶっちゃけ、ここが最後まで揉もめた。

　そもそも、こんな事態になった以上〝問題児寮〟なんて即刻運営をやめるべきものではある。しかし、葦谷と桐ヶ瀬のためにも俺はそれだけは譲れなかった。このまま２人がすんなりと〝一般寮〟に戻ったとして、楽しい学校生活を送れるのか自信がなかったのだ。

　幸いにもそれには外川副校長も共感を示してくれて、白嶺女子の教師陣にも同じ考えの人がいくらかいた。彼らも巻き込みつつ、俺は理事会に訴えた。

『どうか２人に選択肢を残してほしい』と。

　だって、ここで一方的に一般寮への引っ越しを告げたら、それは槙島さんと同じになってしまう。

　学校の経営と言う、大人だけの都合で、彼女たちを振り回すことになってしまう。

　それではいけないと思った。

　葦谷のため。

　桐ヶ瀬のため。

　そしてこれから変わっていく白嶺女子のためにも、そんな一方的なやり方は良くないと、そう思ったのだ。

　だから俺は理事会に話をした。

『どうするかは、葦谷と桐ヶ瀬に決めさせてやってくれ』と。

　決裁権を持つ理事会が、首を縦に振らなければ、俺がどれだけこだわったところで意味はない。話は流れ、葦谷と桐ヶ瀬は彼女たちの都合を全く考慮されないままに、一般寮へ移り住むことになる。

　しかし、これに関しては意外なほどあっさりと承認が下りた。

　今回俺が白嶺女子のためにめちゃくちゃ動き回ったのに加え、何でも、外川副校長が学生時代にお世話になった先生が、今は理事会の一員らしく、他の理事たちを１人１人説得してくれたらしい。この話を聞いたとき、やはり持つべきものは、人脈やコネだと強く思った。

「もう一回聞かせて。一般寮を選んだらどうなるの？」

「他の生徒と一緒に、高校生活を送ることになる」

「……では、〝問題児寮〟を選ぶと？」

　葦谷の問いかけに、俺はふっと息を吐いた。肩の力を抜き、普段彼女たちと接する時のように、特別意識することなく告げる。

「今までと同じ生活が続くよ。俺ら３人の」

　その言葉にどれほどの意味があるのかはわからない。しかし、そう告げた瞬間、葦谷と桐ヶ瀬が嬉しそうに顔を輝かせたのを見れば、それこそがその言葉の、そして俺が今回の仕事で勝ち得た大切な〝価値〟なのではないかと思う。

「……そういうことでしたら」

「ま、決まってるよね」




　そして、彼女たちは選ぶ。彼女たちが望む高校生活を。
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　その後の話を少しだけしよう。
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「かんぱーい」

　かんぱーいと唱和する声が３つ。

　仕事を早めに切り上げた20時。俺たちは会社近くの焼肉屋にいた。

「やっぱり誰かに奢おごってもらう焼肉は最高ね」

「それが大きな案件を終えた後なら尚なお更さらにね」

「あ、あの。ありがとうございます、先輩」

「そんな気にしなくていいから、食え食え。今回は皆にも随分面倒かけたし。これぐらいはさせてくれ」

　遠慮なしにグラスの酒を飲み干す佳か苗なえに添そえ田だ。恐縮してちびちびやっている月つき川かわを見やりつつ、俺はそう告げる。ちなみに福ふく井いさんは愛する娘のために今日も定時上がりだ。

〝ＪＫ案件〟にあらかた片が付いたその日、俺は面倒をかけた分、肉を奢ると３人を会社から連れ出した。

「中々に痺しびれる仕事だったわね。最後の方なんて毎日ファミレスで残業して終電帰り。最終的に必要な書類が上がったのも、当日の朝だって言うんだから」

「しかも僕らは僕らで通常業務をこなしながらだったから尚更にね」

「そんな恩着せがましく言わなくてもわかってるから、食えって」

「ちょっと肇はじめ。もうちょっと尽力した同僚への感謝の気持ちを見せてくれてもいいんじゃないの？」

「肉奢ってるだろうが」

　これ以上何をすればいいってんだよ。

「それはほら、営業らしく軽快なトークで僕らを楽しませるとか」

「私らを接待するとか。ねえ、月川ちゃん？」

「わ、私は別に、そんな。こうして奢っていただいてるだけで十分ですし」

「佳苗も少しは月川の謙虚さを見習えよ」

「肇にたかれる機会なんてそうないんだから、いいじゃない。月川ちゃんもそう思わない？」

「後輩に変なこと吹き込んでんじゃねぇよ。ほら、焼けたぞ」

　わ～い肉ー、とはしゃぐ３人を見つつ、俺は今日福井さんから聞かされた話を思い返す。

　当然と言えば当然だが、専務は会社を首になった。

　それはそうだ。元々が社内で横領していたのに加え、外部からも賄賂を受け取っていた形になるのだから。

　会社としても庇かばい切れる範はん疇ちゆうを超えていると判断したのだろう。今朝がた全社に向けて『一身上の都合により退職』と素っ気ないメールが１通送られていた。

　そして専務が退いたことで福井さんに昇進の内示があったらしいが、それはもう少し先の話になるらしい。早くても半期決算の９月。遅くとも年度切り替えのタイミングで、営業部部長から取締役へと昇進するらしい。

　どうやらそうした話は俺のところにもあるらしいことを匂わされた。これがまた嫌らしいことに、何かあるかもしれないって言われ方に、正直俺としては勘弁して欲しい。

「でも、結局先輩はあの寮に住み続けるんですよね？」

「ああ、そうなる。〝問題児寮〟を残すのなら、これまでと同じように住み込みで、というのが白嶺女子の出してきた条件だ」

　その真意は問うていないが、あの時の俺にはそんな事よりも、葦あし谷やと桐きりヶが瀬せに選択肢を残す方を優先した。

「ちょっと肇ー。物思いに耽ふけってないで、お肉焼いてよ」

「こう絶妙な焼き加減で頼むよ」

「あ、先輩。私がやりましょうか？」

「いや、いい。今日は俺がやるから、月川は食っててくれ」

　まあ、そんな話は置いておいて、今はうまい肉に舌鼓を打とう。
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「ただいま～」

　扉を開ける。声が腑ふ抜ぬけているのは、大仕事を終えた充足感と、うまい肉と酒を楽しんだからだろう。

　挨拶に返事はなく、シンとした暗闇が俺を出迎える。

　玄関で靴を脱ぎ、廊下を歩く。ここまで濃い静けさは何だか久しぶりな気がして、少し心こころ許もとない気持ちになる。

　あくびをしつつ部屋へと通じるドアを開ける。

「……おかえりなさい」

「あ、おかえり～」

　すると、さも我が部屋のように俺の部屋に居座っている２人の女子高生に出くわす。

　当然ながら、葦谷と桐ヶ瀬だ。

「お前ら、何してんだよ」

　俺の帰る先に彼女たちがいる。つまりは、そういうことだ。

　あの時、応接間で葦谷と桐ヶ瀬は揃そろって何のためらいもなく〝問題児寮〟の方へと丸を付けた。もうちょっと考えなくてもいいのか、と聞きたくなるような即決ぶりだったが、しかし、それが彼女たちの選択なのだと尊重することにした。

「うわ、酒臭っ」

「顔、赤いですね」

「まあ、飲んできたからな」

　ついでに焼肉も食ってきた。

「で、お前らは何してたんだ？」

　彼女たちは部屋の真ん中に広げた何かを囲むようにして、床に座っている。覗のぞき込めば、それはいくつもの雑誌だとわかる。

　蛍光ペンで丸を付け、いたるところに付箋を貼はられたそれらには、『観光名所』や『おすすめスポット』といった文字がでかでかと躍っている。

「旅行雑誌？」

「そ。せっかくの夏休みなのにずっと寮にいるのもつまんないし、センパイとどっか行こうかなって思って」

「……私がバイト代からしか出せないので、国内ですが」

「ふぅん。まあ、いいんじゃないか。せっかくだし、行って来いよ」

　そう言うと、葦谷も桐ヶ瀬も揃って不思議そうな顔をする。

「……風かざ戸とさんも、来る、んですよね？」

「え」

「だって、私たち２人じゃ車とか使えないし。ほら、こことか電車で行けない」

「は？」

「……私、ここの海に行きたい、です」

「あー、いいね海。センパイめちゃくちゃナンパされそうだよね。どーしようかなぁ」

　いやいや、そんな煽あおるようなこと言われたって。

「俺、仕事あるんだぞ」

「でも、夏休みぐらいあるでしょ？」

「……そう、言ってました」

　確かに言ったけどさぁ。

「だーいじょぶだって。風戸さんは仕事出来る人だってわかってるから」

「何を根拠に言ってんだよ」

「……この間、見てました」

「お前らに何がわかるんだよ」

　多少の照れくささから、そんなぶっきらぼうな言い方になってしまう。

「いけるいける」

「……いつに、しましょう？」

「出来るだけ混んでない日!!」

「……夏休みですから、難しいのでは？」

「いや、待てお前ら。勝手に話を進めるな」

「えー、いいじゃん」

「……行きま、しょう」

　ニコニコと軽やかな笑顔を浮かべる２人。その表情を見ていると、断る気力が削そがれる。

「わかったよ。ただちょっと待て。週明けにスケジュール確認するから」

　そう言うと、葦谷と桐ヶ瀬は片手でハイタッチを交わす。

　パシン、と乾いた音が響く中、諦めを通り越した清すが々すがしさを感じていた。

　何だかんだ言って、今俺の仕事はこいつらのためにある。槙まき島しまさんの件でそれは全て終わったのかもしれないが、そうした意識はしっかりと俺の中に根付いている。

　そのことに対してネガティブな考えはない。

　何だかんだ俺も、仕事がこいつらのためにあることを望んでいる。

　これまでこなしたことがない新しい仕事。

　経験もなく、知見もないのなら、もしかしたらどこかでトラブルに見舞われるかもしれない。それでも尚、俺はこの仕事を続けたいと、そう思っている。




　ＪＫ案件は、この先も推進していく。







　あとがき







「ＪＫが嫌いな社会人オタクなんていないんですよ!!」




　それはいつかの打ち合わせ。担当編集の熱き主張が迸ほとばしる。

　論理もなく、理屈もなく、ただその言葉に宿るは、スケジュールに追われ続ける社会人の切なる想おもい。

　かつては手を伸ばすことも出来た。しかし今それをすれば豚箱一直線。

　大人であれば弁わきまえねばならぬ常識がある。

　社会で生きる以上、縛られねばならぬルールがある。

　ああ、だがしかし──、叶かなうならば触れ合いたい。




　そう、ＪＫとッ[image: ]




　もう二度と届かぬ憧憬への慟どう哭こくが響く会議室。覚悟を決める時は今この瞬間。

　同じ男ならば、その想いに応えねばならぬ──ッ!!







　とまあ、誇張含みでそんなやりとりがありつつスタートしたのが、この『ＪＫ案件』です。

　さて、遅くなってしまいましたが、この本を手に取っていただいた皆さまにご挨拶を。初めましての方、お久しぶりの方、どうも、藤ふじ宮みやカズキと申します。

　あ、ちなみにあとがき冒頭の一言は、本当に担当さんが言っていたものになります。正直言って、この言葉こそが本作の本質です。

　……担当編集はそう言ってるけど、作者はどうかって？

　この作品を書き上げた。

　それ以上に明確な回答は、この世のどこにも存在しません。世の中にはフィクションじゃなきゃ叶えられない夢があるんです。




　それにしても、本作の執筆中は本当に多くのことがありました。仕事でも家でもプライベートでも……。

　このタイミングでそれ!?　って言いたくなるほどに畳みかけてくるのが人生ってやつなんだと実感しました。

　投げ出したくてしょうがなくなることもありますが、そこはそれ。そういうものだと思って付き合っていくしかないのでしょう。

　何だかんだ楽しいこともありますしね。

　苦楽を共に味わえる。それこそが醍だい醐ご味みなのでしょう、と妙に悟ったことを言ってみたりして。実際はそこまで悟れるほど大人でも何でもないのですが。

　難しいですよね、ちゃんとした大人になるのって。でも、だからこそ憧れます。

　本作の本質はＪＫが握っているとして、それとは別に僕が書きたいと思ったのが、かっこいい大人です。

　昔からの憧れです。きちんと責任を果たし、やるべきことをやり、そして子どもが憧れるような大人の姿が。

　現実では中々ままなりませんが、せめて作中ではそうした、かっこいい大人の姿が描けていると嬉うれしいです。




　さて、そろそろ紙幅も少なくなってきましたので、ここらへんで謝辞を。

　しぐれういさん。主人公をかっこよく、ヒロインたちをかわいく描いてくださり、本当にありがとうございます。あんなにかわいいヒロインたちに好かれる主人公が、素直に羨ましくなりました。これこそがイラストの力かと、強く思い知らされました。

　担当編集さん。ここまでお付き合いいただき、ありがとうございます。僕の仕事終わりからの打ち合わせを終電ギリギリまで行っていただいたり、休日にメールのご対応をしていただいたりと、真摯に向き合ってくださったからこそ、こうして仕上げることが出来ました。

　また、校正さんやデザイナーさん、印刷会社様に各書店様など、この作品が読者様の元へ届くまでにご尽力いただいた皆さまにも、本当にお世話になりました。ありがとうございます。皆さまの仕事があるからこそ、この作品は完成しました。

　そして最後にこの本を手に取っていただいたあなたに最大限の感謝を。この物語が少しでも楽しんでいただけるものになっていれば、それ以上の幸せはありません。

　本当に、ありがとうございます。




　この物語が今後どうなっていくかはわかりませんが、個人的には長く続けていきたいと思っています。もっと書きたいものがありますし。

　それでは、またお目にかかれる日があることを願いつつ、締めさせていただきます。





２０１８年夏　仕事終わりの終電の中より　藤宮カズキ





















ＪＫ案あん件けん推すい進しん中ちゆう!!




～取とり引ひき先さきの要よう求きゆうでお嬢じよう様さま女じよ子し校こうの寮りように住すみ込こむことになった～








藤ふじ宮みやカズキ
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